
設　計　図

番　号 番　号

図　面　リ　ス　ト

Ｅ－０１

Ｅ－０２

Ｅ－０３

Ｅ－０４

Ｅ－０５

Ｅ－０６

Ｅ－０７

Ｅ－０８

Ｅ－０９

Ｅ－１０

Ｅ－１１

Ｅ－１２

Ｅ－１３

Ｅ－１４

Ｅ－１５

Ｅ－１６

Ｅ－１７

Ｅ－１８

Ｅ－１９

Ｅ－２０

Ｅ－２１

Ｅ－２２

Ｅ－２３

Ｅ－２４

Ｅ－２５

Ｅ－２６

Ｅ－２７

Ｅ－２８

特記仕様書（１）

電灯分岐設備図

構内配電線路図

非常照明・誘導灯設備図

コンセント分岐設備図

設備機器用配線設備図

電灯分電盤ＨＬ－１単線結線図・ＯＡ盤　ＯＡ－１単線結線図

照明器具姿図（参考）

Ｅ－２９

Ｅ－３０

図　面　名 図　面　名

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）改築電気設備工事

Ｅ－３１

Ｅ－３２

Ｅ－３３

Ｅ－３４

Ｅ－３５

情報表示・誘導支援設備参考姿図・系統図

監視カメラ機器参考姿図・系統図

会議室映像音響設備図・ブロック図

会議室映像音響設備機器参考姿図

会議室聴覚障害支援設備図・機器参考姿図

拡声設備図

拡声設備系統図

情報表示・誘導支援・監視カメラ設備図

自動火災報知設備　凡例・特記・系統図

自動火災報知設備図（１）

自動火災報知設備図（２）

電灯幹線・自動火災報知設備撤去図

防火区画貫通処理図（１）

防火区画貫通処理図（２）

構内交換機器姿図・仕様

構内情報通信網・構内交換・テレビ共同受信設備図

９５０Ｌ燃料小出槽参考姿図

発電機設備図

既存動力盤Ｐ－１単線結線図

電熱設備図（ロードヒーティング）

電熱設備機器図（ロードヒーティング）

屋根伏せ　電熱設備図（笠木）

電熱設備機器図（笠木）

電熱設備図（笠木）

受変電設備単線結線図

既存受変電設備単線結線図

電灯幹線・動力設備図

電灯幹線設備図（仮設）

株式会社　八洲建築設計事務所



○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○
○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○

○

○
○
○
○

○
○

○
○
○
○

○

○

電気設備工事　特記仕様書

青森県青森市大字野尻字今田地内

Ｓ造 １階ねむのき会館 ６項ハ 特定の施設

本　館
新設一式
新設一式

新設一式

新設一式

新設一式
新設一式
新設一式
新設一式
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新設一式
新設一式

新設一式
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新設一式
新設一式

３．環境への配慮

１．工事場所

Ⅰ．工事概要

３．工事種目（●印の付いたものを適用する。）

備　　考

情報表示設備

防犯・入退室管理設備

中央監視制御設備

監視カメラ設備

火災報知設備

駐車場管制設備

電熱設備

受変電設備
電力貯蔵設備

雷保護設備

誘導支援設備

構内情報通信網設備

映像・音響設備

構内交換設備

発電設備

電灯設備

電気自動車用充電設備

拡声設備

構内通信線路
構内配電線路

建物名称 構 造
階 数

施設の分類

工　　事　　種　　別
屋　外

動力設備

２．建物概要

一　
　
　

般　
　
　

共　
　
　

通　
　
　

事　
　
　

項

建築基準法による
延べ面積(㎡)

消防法施行令
別表第一の区分

備 考

工事種目
建物別及び屋外

４．指定部分 なし
範囲：　　　　　　　　　　　工期：令和　　年　　月　　日あり

Ⅱ．工事仕様
１．共通仕様

２．特記仕様

章 項　　目 特　　　記　　　事　　　項

一　
　
　

般　
　
　

共　
　
　

通　
　
　

事　
　
　

項

１ ． 適 用 区 分

　最大電力５００ｋＷ以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を
　行う。

２．電気工事士

図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記
仕様書等のうち、●印が付いたものを適用する。

（以下「標準仕様書」という。）
　　（以下「改修標準仕様書」という。）

（以下「標準図」という。）

テレビ共同受信設備

　　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）
　　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）
　　公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和７年版）

地上 地下 塔屋

　特記事項は、●印の付いたものを適用する。
　●印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

３．機材の品質等

施工範囲　図面に特記なき場合は、「工事区分表」による。５．他工事との取合い

６．耐震施工

　　方法とする。
　　ただし、重量１ｋＮ以下の一般機器について、製造者の指定する固定方法
　　を採用する場合はこの限りではない。
　①設計用水平地震力

　１．０

設計用標準水平震度

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階 　２．０ 　１．５

中間階

地階・１階

機器種別

機器
防振支持の機器

水槽類
屋上

及び塔屋
　０．６　１．５ 　１．０ 　１．０機器

防振支持の機器
水槽類
機器

防振支持の機器
水槽類

　２．０
　２．０

　２．０
　１．５

　２．０
　１．５ 　１．０

　１．５
　１．５

　１．５
　１．０

　１．５
　１．０

　１．０
　０．６
　０．４　１．０ 　０．６ 　０．６

　１．０
　１．５

　１．０
　１．０

　１．０
　１．０

　０．６
　０．６

　　特定の施設 　　一般の施設

中央監視制御装置

　・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しない階とする。

配電盤 発電装置（防災用）
　・重要機器は次のものを示す。

　・上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、

直流電源装置
交流無停電電源装置 交換装置 自動火災報知受信機

　　１０～１２階建の場合は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階とする。

　・水槽類には燃料小出タンクを含む。

　②設計用鉛直地震力
　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　たものとする。なお、特記なき場合は設計用標準水平震度は次による。

（１）設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針・２０１４年版」
　　（独立行政法人建築研究所監修）により、次に示す設計用地震力に耐える

（２）横引き配管等の耐震支持は、施設の耐震安全性の分類に応じたものと
　　　する。

（３）1kNを超える機器のアンカー類については耐震支持に対する計画書を
　　　提出する。

監視カメラ装置
中央監視制御（監視制御装置）

注*
　 　 JIS C 62271-200に よ る 高 圧 ス イ ッ チ ギ ヤ の 製 造 業 者 等 は 、
　　上記（２）①～⑥すべての事項を満たす証明となる資料を提出して
　　監督職員の承諾を受ける。
　 　た だし 、 JEM1425に よる 高圧 スイ ッチ ギヤ （ CW） /（ PW） 【＊ を付 し
　　た機材名を記載】について上記（２）①～⑥すべての事項を評価され
　　たことを示す外部機関が発行する書面を提出し、監督職員の承諾を受
　　けた場合は、「①品質及び性能に関する試験データを整備しているこ
　　と。」を除き、証明となる資料等の提出を省略することができる。

　 　 JIS C 62271-200に よ る高 圧 ス イ ッ チ ギ ヤ （ 図 　 ～ 　 ） を 含 む。

　機器の重量［ｋＮ］に、地域係数(1.0)及び設計用標準水平震度を乗じ

（常時インバータ給電方式（簡易型）を除く。）
（パワーコンディショナ及び系統連系保護装置）

LED照明器具（一般屋内用に限る。）

可変速運転用インバータ装置

太陽光発電装置
交流無停電電源装置
高圧負荷開閉器
高圧限流ヒューズ
高圧進相コンデンサ
高圧変圧器（特定機器）

制御盤

照明制御装置

キュービクル式配電盤
高圧スイッチギア（ CW）
高圧スイッチギア（ PW）
高圧交流遮断器

分電盤

機　材　名

（１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通

　　　①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　　⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。

　　　②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。
　　　③　安定的な供給が可能であること。
　　　④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。
　　　⑤

（２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項

　　　発行する書面を提出し、監督職員の承諾を受けた場合は、証明となる

　　　常有すべき品質及び性能を有するものとする。

　　　を満たす証明となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。

　　　資料等の提出を省略することができる。

　　　　　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　ただし、次の①から⑥すべての事項を評価された事を示す外部機関が

　　　　　　散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。
　　　　　　類等は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発
　　　　④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器
　　　　　　加されていない材料を使用する。
　　　　　　－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添
　　　　③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２
　　　　　　有量が少ない材料を使用する。
　　　　②　接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含
　　　　　　区分に応じた材料を使用する。
　　　　　　い材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の
　　　　　　セトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少な
　　　　　　壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、ア
　　　　　　ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、
　　　　①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、

　　　する。

　　（平成１２年法律第１００号）に基づく、「環境物品等の調達の推進に

　　　「公共工事」の品目を調達する場合は、判断の基準等を満たすものと

（１）本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律

　　　性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。
（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び

　　　関する基本方針（令和８年２月閣議決定）」に定める特定調達品目

風圧力

積雪荷重

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

風速（Ｖｏ＝　　　　　　　　　　　　）
地表面粗度区分（　　　　　　　　　　）

建設省告示第１４５５号における区域
別表（　　　　　　　　　　　）

　１．５
　１．５

　●印と※印の付いた場合は、共に適用する。

記　　　号

Ｃ
Ｄ

表１「接地極一覧表」

避雷器用（低圧用）
避雷器用（高圧用）

共　同　接　地

構内交換機（陽極用）
本配線盤の保安装置

拡声増幅器

電話引込口の保安器

測定用補助接地極

Ｄ　種　接　地
Ｃ　種　接　地
Ｂ　種　接　地
Ａ　種　接　地

雷保護用接地
雷保護用接地

防犯装置用 Ｅ

Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｓ

Ｌ Ｈ
Ｌ Ｌ
Ｏ

Ｄ ｔ

Ｌ ｔ

ｔ
Ａ ｔ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ

接地の種別

Ｅ
Ｅ

Ｂ

Ｄ
Ｃ

Ａ

Ｌ Ａ
Ｌ Ａ

Ｅ ＥＡ共　同　接　地
Ｅ ＥＡ

避雷器用（モデム用） ＥＭ Ｄ
　１０Ω以下
　１０Ω以下

１００Ω以下

１００Ω以下
　１０Ω以下

　　　Ω以下

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝３０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－　組

　１０Ω以下

　１０Ω以下
　　　Ω以下

１００Ω以下

　１０Ω以下

　　　Ω以下
　　　Ω以下
接地抵抗値

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×　連－　組
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×２
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

接地極の規格、数量
ＥＰ×２

　１０Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組ＥＤ
ＥＬＨ

１００Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１１００Ω以下
　１０Ω以下
　１０Ω以下

　　　Ω以下
１００Ω以下

１００Ω以下
　１０Ω以下

１００Ω以下
　１０Ω以下
　　　Ω以下
　１０Ω以下
　１０Ω以下
　１０Ω以下
　　　Ω以下
　　　Ω以下

漏電遮断器回路 ＥE L ５００Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１
　１０Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

アンテナ保安器 ＥＬ ｔ １００Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１１００Ω以下

とする。又、装柱機器及び屋外灯用接地極の埋設標は不要とする。

　「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当
たっては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立

専用足場方式により行う。

７．足場その他 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。※
本工事で設置する。（　　　図参照　）

５０ＨＺ８．電源周波数

　ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

９．支持金物
　　・固定金具

　イ）屋外機器及び屋外の配管に使用する支持金物（ボルト類）はステンレ
　　　ス製（ＳＵＳ３０４）とし、屋外機器のアンカーボルトのナットには
　　　ナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

新設する電線類は、図面に「ＥＭ－○○」の記載がなくとも、ＥＭ電線、
ＥＭケーブルを使用する。　　　・ケーブル

１０．電線

ＥＭ－高圧架橋ポリエチレンケーブルは、ＪＣＳ　４３９５「６６００Ｖ
　架橋ポリエチレンケーブル（３層押出型）」によるものとする。　　　種類

１１．ケーブルの

１２．ケーブルの
　　　接続

「内外面溶融亜鉛めっき（めっき付着量３００ｇ／㎡以上）」仕上げとする。
屋外、及び地下ピットで使用する厚鋼電線管のうち特記のないものは１３．厚鋼電線管

合成樹脂製可とう管はＰＦ管（一重管）とし、温度による分類はタイプ
－２５とする。　　　可とう管

分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本
数、管径などは、監督職員の承諾を受けて、変更してもさしつかえない。　　　管路など

床版で断熱材打込み部分は、断熱材用インサートとする。

金属製（ステンレス、新金属も含む） 樹脂製

アルミ製 銅合金製
水平調整付プレート（空転防止リング付）とする。

１４．合成樹脂製

１５．電線本数、

１６．インサート

１７．フラッシプレート

１８．フロアプレート

１９．監視制御システムの
　　　ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ

図面に特記なき場合は、表１「接地極一覧表」による。
　　　及び位置表示

）
下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。
（

図面に特記なき場合は、表２「機器取付高さ」による。

居　室

２０．接地極の種別

２１．塗装

２２．機器取付高さ

ネーム付きとする。
アルミ製 樹脂製２．ＯＡフロア用

　　配線器具の蓋

特 記 の 無 い ﾊｰﾈｽｼﾞｮｲﾝﾄ用 Ｏ Ａ ﾀｯﾌﾟは 次 の 仕 様 と す る 。
　 2Ｐ 15Ａ (接 地 極 付 抜 止 形 )× 4 ｺｰﾄﾞ3ｍ (ﾏｸﾞﾈｯﾄ付 )通 電 表 示 灯 付

３ ． ﾊｰ ﾈ ｽ ｼ ﾞ ｮ ｲ ﾝ ﾄ
　 　 用 OA ﾀ ｯ ﾌ ﾟ

照明の人感センサ制御を行う部屋には、下記の注意プレートを設置する。

　参考文例：「人の動きを検知して点灯します。一定時間動きがなければ消
　　　　　　　灯しますので、その際は再度身体を動かしてください。」
　　　　　　　　注意プレート設置室： （計　　枚）

　材質：アクリル　　文字：印刷文字 寸 法 ： W=180mm程 度 ,H=50mm程 度

４．人感センサ用
　　プレート

天井内に取付けるターミナルユニット付リモコンリレーの設置場所は、原
則として点滅系統内の第１照明器具近傍とする。
ただし、これによりがたい場合は監督職員と協議する。

５ ． ﾀｰ ﾐ ﾅ ﾙ ﾕ ﾆ ｯ ﾄ付
　 　 ﾘﾓ ｺ ﾝ ﾘ ﾚ ｰ

とする。
６．ＬＥＤ照明器具

１．タンブラスイッチ

分電盤の分岐回路に使用する配線用遮断器及び漏電遮断器は、JIS協約形

埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の
場合（ＰＦ２２）を１本、５個以上の場合（ＰＦ２２）を２本、天井ま
で立上げる。

配管ボンドとなる負荷には接地端子を設けなくともよい。

８．分電盤

９．制御盤

ＬＥＤ照明器具の制御装置記号が特記されていないものは「一般形(ＬＮ)」

７．一般照明の照度測定 照度測定箇所は監督職員との協議による。

２４．呼び線

２５．本受電後の

　　　基本料金

長さ1m以上の入線しない管路には、1.2mm以上のEM-IE電線を挿入する。

計上する（想定契約電力　　kw、想定期間　　ヶ月間）

計上しない

２３．保温、結露

　　　防止

外部に面する壁、天井で建築工事でFP版（スタイロフォーム等）打込み

箇所に取付ける位置ボックスなどは保温、結露防止処理を行う。

キュービクル、分電盤、制御盤等のキャビネットの仕上げ

製造者の標準色仕上げとする。

下記部位に取付けるものは、指定色仕上げとし、それ以外は製造者の

※

標準色仕上げとする。

屋外 屋内（ ）

屋外でＥＭ－高圧架橋ポリエチレンケーブル相互の接続又は端末処理を
行う場合は、端部にシュリンクバック対策を施す。

外部ネットワークと接続する制御システム
あり（対象設備 受変電設備 構内情報通信網設備

中央監視制御設備 ）
なし

外部ネットワークと接続する箇所の不正アクセス防止対策
ファイアウォール 統 合 脅 威管 理 (UTM)

盤・キャビネットの錠の鍵
製造者の標準鍵
鍵の指定あり
対策機器（ 分電盤 制御盤 キュービクル 端子盤

通信キャビネット ）

地上～
測　　点

鏡上端～中心

廊下表示灯 床上～中心

床上～中心

壁掛形制御盤

制 御 用 ｽｲｯﾁ

呼 出 し ﾎﾞﾀﾝ

壁 付 ｲﾝﾀｰﾎﾝ(親 機 )
壁 付 ｲﾝﾀｰﾎﾝ

開閉器箱

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

ﾌﾞﾗ ｹｯﾄ (一 般 )

ｺﾝｾﾝﾄ (厨 房 )
ｺﾝｾﾝﾄ (車 庫 )
ｺﾝｾﾝﾄ(機 械 室 )

ﾌﾞﾗ ｹｯﾄ (踊 場 )
ﾌﾞﾗ ｹｯﾄ (鏡 上 )

ｺﾝｾﾝﾄ (屋 外 ) 地上～中心
床上～中心
床上～中心

床上～中心
床上～中心

床上～中心

ｺﾝｾﾝﾄ (和 室 )

分　電　盤

ｺﾝｾﾝﾄ (一 般 )

ｽｲｯﾁ(一 般 )

ｽｲｯﾁ(和 室 )

ｺﾝｾﾝﾄ (台 上 )

床上～中心

床上～中心
床上～中心

床上～中心
台上～中心

床上～中心

機　　　　　器

積算用計器

ｺﾝｾﾝﾄ(車 椅 子 用 ) 床上～中心
ｽｲｯﾁ(車 椅 子 用 )

共
通

電　
　
　
　
　
　

灯

誘
導
支
援
等

天井～上端 　 　 200機器収容箱

ﾃﾚﾋﾞ端 子 (一 般 )
ﾃﾚﾋﾞ端 子 (和 室 )

都 市 ｶﾞｽ用 (重 質 )
都 市 ｶﾞｽ用 (軽 質 )
液 化 石 油 ｶﾞｽ用

　 1,3 00

　 1 ,1 00

　 1 ,1 00

　 1 ,3 00

　 1 ,3 00

　 1 ,5 00

発　信　機
機器収容箱

表　示　灯
警 報 ﾍﾞﾙ

受　信　機
副受信機

床上～上端 　 　 300
天井～上端
床上～上端 　 　 300

　 　 150

床上～操作部
床上～操作部

床上～操作部
床上～操作部

床上～中心
床上～中心

床上～中心
床上～中心

　 2,30 0
　 2 ,10 0

　 8 00～ 1, 500

　 　 150
　 　 300

　 8 00～ 1, 500
　 8 00～ 1, 500

端子盤

壁 付 ｱｳﾄﾚｯﾄ(一 般 )
壁 付 ｱｳﾄﾚｯﾄ(和 室 )

壁 付 ｱｯﾃﾈｰ ﾀ
壁 付 形 ｽﾋﾟｰｶ

ﾍ ﾞ ﾙ , ﾌ ﾞ ｻ ﾞ ｰ , ﾁ ｬ ｲ ﾑ
壁 付 押 ﾎﾞﾀﾝ(一 般 )

壁 付 ｱｳﾄﾚｯﾄ(一 般 )
壁 付 ｲﾝﾀｰﾎﾝ(一 般 )

1 , 0 0 0～ 1 , 3 0 0

2 , 0 0 0～ 2 , 5 0 0
2 , 1 0 0～ 2 , 3 0 0

　 　 150

　 1 ,3 00
　 8 00～ 1, 000

　 5 00～ 1, 000 壁付発信機
情報表示盤

　 1,3 00

　 1 ,2 00

15 0～ 20 0
　 　 150
　 　 300

　 　 1,500

壁掛形親時計

壁付子時計

床上～中心
床上～中心

床上～中心
床上～中心
床上～中心
床上～中心

　 1,30 0
　 1 ,30 0

　 1 ,30 0
　 2 ,30 0
　 1 ,30 0

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心
床上～中心

床上～中心

床上～中心
　 　 150

　 1 ,30 0
天 井高 × 0.9
天 井高 × 0.9

　 　 300

　 1 ,50 0

取 付 高 (mm)

1 , 8 0 0～ 2 , 0 0 0 集合保安器箱 天井～上端 　 　 200

　 1 ,50 0床上～中心機 器 収 容 箱 (EPS)

　 　 900

ﾃﾚﾋﾞｲﾝﾀｰﾎﾝ(親器) 床上～中心 　 1,40 0床上～中心
ﾃﾚﾋﾞｲﾝﾀｰﾎﾝ(子機) 床上～中心 約 1,35 0

イ
ン
タ
｜

火
災
報
知

テ
レ
ビ

表
示
等

時
計
拡
声

電　
　
　

話

表２「機器取付高さ」

(各 1個 )

壁付電話機 床上～中心 　 1,30 0

天 井高 × 0.9

動　

力

　　窓中心

(上限1,900以下)

　 　 1,500
(上限1,900以下)

( ﾊ ﾞ ﾘ ｱ ﾌ ﾘ ｰ ﾄ ｲ ﾚ用 )

(玄関子機)

(復 旧 ﾎﾞﾀﾝ付 )

機　　　　　器 測　　点 取 付 高 (mm)

　 　 1,500
(上端1,900以下)

ガ
ス
漏
れ

　
　

検
知
器

　　　員と協議する。

ホ
ン

引込開閉器 床上～中心 1, 8 0 0～ 2 , 2 0 0

雷
保
護

受
変
電

試験用接地端子箱 床上～下端 　 　 800

接地端子箱 床上～中心 　 　 500

ｽ ｲ ｯ ﾁ 床上～中心 　 1,1 00

(上限1,900以下)

(上限1,900以下)

( ﾊ ﾞ ﾘ ｱ ﾌ ﾘ ｰ ﾄ ｲ ﾚ )

○ ○
○ ○

○

○ ○ ○ ○
○ ○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○

○ ○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

て等に関する基準」における 2の (1)手すり据置方式又は (2)手すり先行

　 800～ 1, 500　 　 900、 400

一　
　
　

般　
　
　

共　
　
　

通　
　
　

事　
　
　

項

各　
　
　
　

設　
　
　
　

備

●

●

● 便　所（計　３枚）

●

●

　 接 地 極 の 種 別 は 下 記 を 標 準 と し EBの 長 さ は 1,500mmと す る 。 た だ し 、 D=10は 1,000mm、 W=30は 1,200mm

の １ Ｐ サ イ ズ (100V2P1E, 20 0 V 2 P 2 E )と す る 。

備考）天井高 3,000ｍｍ以上の場合及び上記取付高さにおいて機器の使用に支障が生じる場合は、監督職

Ｅ

A 1 : ー    A 3 : ー ２０２３．３

０１

特記仕様書（１）

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

ＹＡＳＨ Ｉ ＭＡ　ＡＲＣＨ Ｉ ＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧ Ｉ ＮＥＥＲＳ

株式会社 八洲建築設計事務所

S CA L E ＤＡ ＴＥ

一級建築士2 8 4 5 6 1号　　鈴木雄二



新設
ブロア庫

：（ｍ×１００）Ｗ×（ｍ×１００）Ｗ×（ｎ×１００）Ｈｍｍｎ

記号の末尾にＣの記号を付記したものは隠ぺい部に取り付ける。

特記無き限り露出型ねじ止め式とする。

記号の末尾にＷＰの記号を付記したものは屋外形とする。

記号の末尾にＳＵＳの記号を付記したものはステンレス製とする。

記号の末尾にＶの記号を付記したものは合成樹脂製とする。

プルボックス寸法は下記による。

既設　６ＫＶ　ＯＣ３８ｓｑ×３

既存ＦＥＰ８０
既存ＦＥＰ５０
既存ＦＥＰ４０
既存ＦＥＰ３０×６

配管は体育館工事で
敷設済み

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｉ

注記

１．地中埋設部には、ケーブル埋設シート敷設のこと。

２．ハンドホール仕様は、国交省型とし下記に依る。

　　ＨＨ２　　Ｈ２－９（Ｒ８Ｋ－６０）

ケーブル埋設標（コンクリート製）

４．特記なき掘削深さは、ＧＬ－６００以上とする。

５．地中配管へはケーブル埋設シートを敷設とする。

　　ＨＨ１　　Ｈ１－９（Ｒ８Ｋ－６０）

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｇ

Ｉ

Ｊ

Ｈ

ＥＭ－ＣＥＥ－２ｓｑ－２Ｃ（ＦＥＰ３０）＜新設Ｃｕｂ～警報＞

ＥＭ－ＦＰ・Ｃ２２ｓｑ－３Ｃ（ＦＥＰ８０）・ＡＣＧＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～消火栓ポンプ＞

ＥＭ－ＦＰ・Ｃ２２ｓｑ－３Ｃ（ＦＥＰ８０）・ＡＣＧＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～消火栓ポンプ＞

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ+Ｅ８ｓｑ（ＦＥＰ８０）・ＡＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～Ｐ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ（ＦＥＰ４０）　・ＡＣＧＣ１φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～ＨＬ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ（ＦＥＰ４０）・ＡＣ１φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～ＴＬ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ（ＦＥＰ４０）・ＡＣＧＣ１φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～ＴＬ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ６０ｓｑ（ＦＥＰ５０）・ＡＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～Ｐ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ（ＦＥＰ４０）・ＡＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～Ｐ－１＞

ＥＭ－ＣＥ８ｓｑ－３Ｃ（ＦＥＰ３０）・ＡＣＧＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～計装盤ＣＰ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ（既存ＦＥＰ内通線）・ＡＣ１φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～ＨＬ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ（既存ＦＥＰ内通線）・ＡＣＧＣ1φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～ＨＬ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ（既存ＦＥＰ内通線）・ＡＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～電熱操作盤＞

Ｅ

Ｅ１４ｓｑ（ＰＥ１６）

Ｅ３８ｓｑ（ＰＥ２２）

Ｅ２２ｓｑ（ＰＥ１６）

━━C━━　（ＦＥＰ３０）・将来外灯用

Ｋ

Ｅ

Ｃ 立上部（Ｇ２８保護）

Ｄ

Ａ 立上部（Ｇ７０保護）

ＥＭ－ＣＥＴ２００ｓｑ（ＦＥＰ１００）×２・発電機

━━C━━　（ＦＥＰ３０）×２・構内情報通信

━━C━━　（ＦＥＰ３０）×２・構内交換

━━C━━　（ＦＥＰ３０）×２・構内情報通信

━━C━━　（ＦＥＰ３０）×２・構内交換

━━C━━　（ＦＥＰ８０）・予　　備

６ＫＶ　ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑＥＥ（ＦＥＰ８０）・３φ３Ｗ６．６ＫＶ

Ｊ

ＥＭ－ＣＥＥ２ｓｑ－２Ｃ（既存ＦＥＰ内通線）＜新設Ｃｕｂ～警報＞

Ｊ

Ｄ

Ｋ

Ｉ Ｆ

ＢＩ

Ｂ

Ｉ

Ｂ

Ｉ
Ｄ

Ｂ

━━C━━　（ＦＥＰ８０）・予　　備

６ＫＶ　ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑＥＥ（ＦＥＰ８０）・３φ３Ｗ６．６ＫＶ

３．ケーブル埋設標仕様は、下記に依る。

ケーブル埋設標（鉄製）Ｄ

Ｌ

Ｂ

Ｉ

Ｂ

Ｈ

ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ（ＦＥＰ４０）・ＡＣ１φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～ＴＬ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ（ＦＥＰ４０）・ＡＣＧＣ１φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～ＴＬ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ（ＦＥＰ８０）・ＡＣ１φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～ＨＬ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ（ＦＥＰ８０）・ＡＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～Ｐ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ（ＦＥＰ８０）・ＡＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～電熱操作盤＞

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ（ＦＥＰ８０）・ＡＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～Ｐ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ６０ｓｑ（ＦＥＰ５０）・ＡＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～Ｐ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ（ＦＥＰ８０）・ＡＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～Ｐ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ（ＦＥＰ４０）・ＡＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～Ｐ－１＞

ＥＭ－ＣＥＥ－２ｓｑ－２Ｃ（既存ＦＥＰ内通線）＜新設発電機～警報＞

Ｌ

Ｎ

ＥＭ－ＣＥＥ－２ｓｑ－２Ｃ（ＦＥＰ３０）＜新設発電機～警報＞
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Ｏ
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ＥＭ－ＣＥ３８ｓｑ－３Ｃ（ＦＥＰ５０）・仮設用

ＥＭ－ＣＥ２２ｓｑ－３Ｃ（ＦＥＰ４０）・仮設用

ＥＭ－ＣＥ３８ｓｑ－３Ｃ（ＦＥＰ５０）露出・仮設用

ＥＭ－ＣＥ２２ｓｑ－３Ｃ（ＦＥＰ４０）露出・仮設用

既存変電設備
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３

３

３

３

５ＭＲ

５ＭＲ

３

５ＭＲ

３

３

３

３

８ＭＲ

９ＭＲ
８ＭＲ ８ＭＲ

２０ＭＲ
５ＲＧ １８ＭＲ

５ＲＧ

３
３

３
３

３
Ｌ
Ｌ

Ｌ

４ＭＲ

盤　名　称

１階　リモコンスイッチ制御リスト

１Ｌ－１

多目的ホール、ホール、廊下

会議室５ＭＲ

２０ＭＲ
５ＲＧ

グループ１　Ｒ９～Ｒ１７
グループ２　Ｒ１８～Ｒ２１
グループ３　Ｒ２３～Ｒ２６
グループ４　Ｒ９～Ｒ２７
グループ５　予備

Ｒ９～Ｒ２６

Ｒ２７～Ｒ３１

リモコン

番号
制御リモコン番号 備　　　考

９ＭＲ

４ＭＲ

ホール、廊下

廊下

多目的ホール、ホール、廊下

８ＭＲ 事務室１Ｒ１～Ｒ８

Ｒ１８～Ｒ２６

１８ＭＲ
５ＲＧ

Ｒ２３～Ｒ２５

Ｒ９～Ｒ１６
Ｒ１８～Ｒ２５

玄関　廊下　スポーツ用具庫

設　計　照　度

１５０ｌｘ

２００ｌｘ

５００ｌｘ

７５０ｌｘ

室　　　名

グループ１　Ｒ９～Ｒ１６
グループ２　Ｒ１８～Ｒ２１
グループ３　Ｒ２３～Ｒ２６
グループ４　Ｒ９～Ｒ２６
グループ５　予備

トイレ

事務室　事務室２　パソコン室

相談室（１）（２）　会議室

Ｒ１

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ７

Ｒ９

Ｒ１１

Ｒ１２

Ｒ１３

Ｒ１４

Ｒ１５

Ｒ１６

Ｒ１７

Ｒ１８

Ｒ１９ Ｒ２０

Ｒ２１

Ｒ２２

Ｒ２４

Ｒ２５

Ｒ２３

Ｒ２６

Ｒ２８

Ｒ２９

Ｒ３０

Ｒ３１

Ｒ２

Ｒ８

Ｒ６

Ｒ５

Ｒ１０

Ｒ２７

　　ケーブルの立上り引下げは電線管にて保護すること。

１．特記無き配線配管は、下記による。

注　　記

　　防火区画上主要な間仕切り等防火区画貫通箇所は防火処理を施すこと。
２Ｆ３ ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３Ｃ 保護管（ＰＦ２２）

Ｆ５

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－２Ｃ　×　２

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－２Ｃ　＋　３Ｃ

保護管（ＰＦ２２）

保護管（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－３Ｃ　＋　ＥＭ－ＡＥ　１．２－２Ｃ

ＥＭ－ＡＥ　１．２－２Ｃ

保護管（ＰＦ１６）

保護管（ＰＦ１６）
ＣＥＥ ＥＭ－ＣＥＥ　１．２５ｓｑ－２Ｃ

保護管（ＰＦ１６）ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－３Ｃ

保護管（ＰＦ１６）ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－２Ｃ

Ｆ４

Ｆ２

ＥＭ－ＩＥ　１．６　×　２　（ＰＦ１６）　露出

ＥＭ－ＩＥ　１．６　×　３　（ＰＦ１６）　露出

２．天井扇及び換気扇類は別途機械設備工事とする。

３．多重伝送用ワイヤレスアドレス設定器（グループ・パターン設定用）×１台納入。

ＭＭ２Ａ

ＥＭ－ＩＥ　１．６　×　３　（ＭＭ２Ａ）

４．調光センサ用ハンディライコン×１台納入。
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構内配電線路図参照
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ＥＭ－ＣＥ８ｓｑ－２Ｃ（Ｅ２５）×２

６ ７

６ ７

ＥＭ－ＣＥ８ｓｑ－２Ｃ（ＦＥＰ３０）×２

４

８

Ｆ
５

Ｆ
５

ＲＡＳ
ＣＬ

２Ｆ３

電灯
分電盤
ＨＬ－１

既存タンク

既存タンク

既存
強電用ＰＢ
５５５

５５５

ＬＬ

Ｌ

Ｋ

Ｋ

ＬＬ

Ｌ Ｌ Ｌ

Ｋ

ＫＪ Ｊ

Ｋ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｋ

ＬＫ

Ｋ

Ｅ２

Ｅ２

Ｏ
Ｅ１

Ｋ

Ｋ

Ｋ
Ｋ

Ｋ

Ｋ

ＦＥ－１
１６１ＶＡ

ＦＥ－１
１６１ＶＡ

ＦＥ－２
７３．５ＶＡ

ＦＥ－３
３７ＶＡ

ＦＥ－２
７３．５ＶＡ

ＶＥ－１
２６ＶＡＶＥ－１

２６ＶＡ

クラブ室

Ｇ ８台

調理室

Ｇ ８台

作業訓練室

Ｂ ６台

パソコン室

Ｂ １２台

会議室

Ａ ２４台

屋外テラス

Ｐ ２台

スポーツ用具庫

Ｅ２ ３台

２台Ｋ

廊下

Ｊ

多目的ホール

Ｉ ４２台

屋外テラス

Ｎ ９台

ホール

Ｈ ２４台

玄関

Ｊ ４台

事務室１

ポーチ

Ｎ １０台

Ｃ ３０台

Ｅ１ １台

Ｏ １台

相談室（１）（２）

Ｃ ４台

倉庫

Ｅ２ ３台

３台

事務室２

Ｃ

更衣室

Ｄ １台

外部物置

Ｅ２ ２台

Ｌ

Ｌ

Ｋ １台

Ｊ ２台

男女ＷＣ前

多機能ＷＣ

Ｋ

Ｌ

男子ＷＣ

６台

５台

Ｋ

Ｌ

女子ＷＣ

５台

７台

１６台

車椅子利用
駐車場

（２台）

既存本館Ｂ棟

既存本館Ａ棟

（本館）１階　電灯分岐設備図　Ｓ＝１／１００

Ｅｘｐ．ｊ

（Ｒ１１年度工事予定）

（Ｒ５－７年度工事済）
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障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事
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　　ケーブルの立上り引下げは電線管にて保護すること。

１．特記無き配線配管は、下記による。

注　　記

　　防火区画上主要な間仕切り等防火区画貫通箇所は防火処理を施すこと。
２Ｆ ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－２Ｃ 保護管（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－２Ｃ 保護管（ＰＦ１６）

保護管（ＰＦ１６）ＥＭ－ＡＥ　　０．９－２Ｃ

：（ｍ×１００）Ｗ×（ｍ×１００）Ｗ×（ｎ×１００）Ｈｍｍｎ

記号の末尾にＣの記号を付記したものは隠ぺい部に取り付ける。

特記無き限り露出型ねじ止め式とする。

記号の末尾にＷＰの記号を付記したものは屋外形とする。

記号の末尾にＳＵＳの記号を付記したものはステンレス製とする。

記号の末尾にＶの記号を付記したものは合成樹脂製とする。

プルボックス寸法は下記による。

ＥＸＰ－Ｊ（プリカチューブ）

２Ｆ

２
Ｆ

Ｂ

Ａ

取付高さ
Ｈ：７，０００

取付高さ
Ｈ：７，０００

取付高さ
Ｈ：２，５５０

取付高さ
Ｈ：２，５５０

取付高さ
Ｈ：２，７００

取付高さ
Ｈ：２，７００

取付高さ
Ｈ：２，５５０

取付高さ
Ｈ：２，５５０

取付高さ
Ｈ：２，７００

取付高さ
Ｈ：２，７００

取付高さ
Ｈ：２，７００

取付高さ
Ｈ：２，７００

取付高さ
Ｈ：２，７００

取付高さ
Ｈ：２，７００

取付高さ
Ｈ：２，５５０

取付高さ
Ｈ：２，７００

取付高さ
Ｈ：２，７００

取付高さ
Ｈ：２，５５０

取付高さ
Ｈ：２，７００

４，
００

０

４，
００

０

５，
７０

０

５，
７０

０

４，
００

０

４，
６０

０

６，
３０

０

６，
３０

０

４，
６０

０

６，
３０

０

６，
３０

０

６，
３０

０

６，
３０

０

６，
３０

０

６，
３０

０

４，
６０

０

２，
８０

０
２，

８０
０

２，
８０

０

Ｈ１２告示１４１１号
１項１号イにより免除

Ｈ１２告示１４１１号
１項１号イにより免除

電灯
分電盤
ＨＬ－１

既存タンク

既存タンク

Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ＳＳ

Ｓ

既存
接続

既存
接続

既存
強電用ＰＢ
５５５

５５５

ＨＺ－Ｂ

ＨＺ－Ｂ ＨＺ－Ｂ

ＨＺ－Ｂ

ＨＺ－Ｂ

ＨＺ－Ｂ

ＨＺ－ＢＨＺ－ＢＨＺ－Ｂ

ＨＺ－Ｂ

ＨＺ－Ｂ

ＨＺ－Ｂ

ＴＺ－ＢＫ

ＴＺ－ＢＫ

ＴＺ－ＢＫ

ＨＺ－Ｂ

車椅子利用
駐車場

（２台）

既存本館Ｂ棟

既存本館Ａ棟

（本館）１階　非常照明・誘導灯設備図　Ｓ＝１／１００

Ｅｘｐ．ｊ

（Ｒ１１年度工事予定）

（Ｒ５－７年度工事済）

本工事

キープラン

改築範囲

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

Ｅｘｐ．ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

ＡＸ０ ＡＸ１ ＡＸ２ ＡＸ３ ＡＸ４ ＡＸ５

ＡＹ４

ＡＹ３

ＡＹ２

ＡＹ１

ＡＹ０

ＡＸ６

本館

体育館

屋外テラス

ＰＳ

（庇）

（
庇

）

屋
外

テ
ラ

ス

屋
外

テ
ラ

ス

ホール

事務室１

ポーチ

車寄せ 外部物置

ポーチ

玄関

アリーナ

ＷＣ ＷＣ

ＰＳＤＳ

（
庇

）

ＤＳ

（
庇

）

車イス
ＷＣ

多機能
ＷＣ

多機能
ＷＣ

温水器室

玄関

（中会議）

可動間仕切壁

可動間仕切壁

廊下

（常開特防）

（上部ハイサイド）

スポーツ
用具庫

（常開特防）

クラブ室 調理室 作業
訓練室

パソコン室

（大会議）

倉庫

廊下

更衣室

多目的ホール

事務室２
（障がい１１０）

会議室

相談室
（１）

相談室
（２）

玄関
下足室

１２，０００ ８，０００ ８，１００ ５，４００

２，５００

４３，５００

１０，０００

７，５００４，０００ ８，０００ ４，０００ ４，０００ ４，０００ ３，０００６，５００

１，３００ １，０８０ ５，１２０

３，０６０

４
，
７
５
０

４
，
７
５
０

５
，
５
０
０

７
，
０
０
０

２
，
０
０
０

１
，
５
０
０

３
，
０
０
０

５
０
０

４
，
５
０
０

２
５
，
０
０
０

１
５
，
５
０
０

５
，
０
０
０

３
，
５
０
０

９
，
５
０
０

Ｅ

A 1 : 1 / 1 0 0    A 3 : 1 / 2 0 0 ２０２３．３

非常照明・誘導灯設備図

０４

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

ＹＡＳＨ Ｉ ＭＡ　ＡＲＣＨ Ｉ ＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧ Ｉ ＮＥＥＲＳ

株式会社 八洲建築設計事務所

S CA L E ＤＡ ＴＥ

一級建築士2 8 4 5 6 1号　　鈴木雄二



６
２

．
８

１
０

５
１

０
５

６
２

．
８

６
２

．
８

１
０

５

φ 8 5

5
8

.
9

1
2

２４．９２５．２

２４

１
１

０

２３

２４

２４．９２５．２

１
１

０

2 6 . 41 0 7

2
3

3
.

4

切

自動

熱線センサ用スイッチ

連続入

連続入

自動

切

切

照明

連続入

自動

換気扇自動

基本灯具、一般タイプ、６９００ｌｍタイプ
消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
約５～１００％連続調光型
本体：亜鉛鋼板、反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

基本灯具、一般タイプ、６９００ｌｍタイプ
消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：亜鉛鋼板
反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

消費電力４３．２Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
約５～１００％連続調光型
本体：亜鉛鋼板、反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

専用ホルダ同梱（取付用木ネジ×２本付き）

消費電力１１．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：亜鉛鋼板（クロムフリー・高反射白色粉体塗装）
防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティング
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
ＩＰ２３防湿型、電球色（３０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

調光可能範囲（約５％～１００％）、光源遮光角３０度
光源寿命：６００００時間（光束維持率８０％）、３０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ
器具光束：３６４０ｌｍ、消費電力：２９．１Ｗ、電圧：１００～２４２Ｖ
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
反射板（下部）：アルミ（ホワイトつや消し仕上）
枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１００

３０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ
光源遮光角１５度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
器具光束：１９４５ｌｍ、消費電力：１５Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）
枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１００

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

ＬＥＤフラットランプφ７０　クラス７００　１灯（口金ＧＸ５３－１）

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８０

光束２１３００ｌｍ、消費電力１１３Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

３０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ
光源遮光角１５度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
器具光束：１５９０ｌｍ、消費電力：１１．６Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）
枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１００

３０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ、一般光色タイプ、光源遮光角１５度
器具光束：１４６０ｌｍ、消費電力：１５．５Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
枠：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）
パネル：アクリル（透明）、埋込穴：φ１００

器具光束：７５０ｌｍ、消費電力：７．６Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
枠：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）
パネル：アクリル（透明）、埋込穴：φ１００

器具光束９８０ｌｍ、消費電力１２Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ、壁直付型・棚下直付型、コンセント付
カバー：プラスチック（乳白）
スイッチ付

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束４５５ｌｍ、消費電力７．７Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ、防雨型、ネジ方式
アルミダイカスト（シルバーメタリック）、カバー：アクリル（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率７０％）
Ｗ＝２５０　Ｈ＝２５０　出しろ１１５

器具光束３２１ｌｍ、消費電力４．３Ｗ、電圧１００Ｖ
壁面・天井面取付専用
ネジ込み方式、防湿型・防雨型
プラスチック（ホワイト）
カバー：ガラス（乳白）
カバーキャッチ付

光源寿命６００００時間（光束維持率８５％）、電源内蔵型
本体：アルミ、パネル：ポリカーボネート（透明）
アーム：亜鉛鋼板
約５～１００％連続調光、落下防止ワイヤー付
器具本体（２．８ｋｇ）

昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０、調光、広角タイプ、直付型

３０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ、一般光色タイプ、光源遮光角１５度

定格電圧：ＡＣ１００Ｖ～２４２Ｖ
適合負荷：デジタル調光ＬＥＤ照明器具（起動方式ＲＺ）

器具取付高さ

単体配置

直線配置

四角配置

Ａ１

Ａ２

Ａ４

２．１ｍ ２．４ｍ ２．６ｍ ３．０ｍ ４．０ｍ

５．４

１１．３

８．５

５．９

１２．７

９．６

６．３

１３．５

１０．２

６．９

１５．２

１１．６

７．９

１８．６

１４．６

２１．０

１７．２

５．０ｍ ６．０ｍ

８．７ ６．４

２２．８

１９．４

器具取付高さ

単体配置

直線配置

四角配置

Ａ１

Ａ２

Ａ４

２．１ｍ ２．４ｍ ２．６ｍ ３．０ｍ

７．６ ８．９

３．８

８．５

６．９

４．０

９．４

４．０

９．９

８．１

２．８

１０．１

４．０ｍ ５．０ｍ ６．０ｍ

－

－

－

－

－

－

－

－

－

器具取付高さ

単体配置

直線配置

四角配置

Ａ１

Ａ２

Ａ４

２．１ｍ ２．４ｍ ２．６ｍ

４．２

９．３

７．４

４．６

１０．２

８．２

１０．８

８．７

４．７

３．０ｍ

４．９

９．６

１１．９

４．０ｍ

３．３

１２．９

１１．７

５．０ｍ ６．０ｍ

－ －

－

－－

－

器具取付高さ

単体配置

直線配置

四角配置

Ａ１

Ａ２

Ａ４

４．０ｍ ５．０ｍ ６．０ｍ ７．０ｍ ８．０ｍ

７．４

１７．５

１４．５

８．０

１９．５

１６．６

６．５

２１．３

１８．２

５．７

２０．９

１９．５

４．２

１８．８

１８．８

器具取付高さ

単体配置

直線配置

四角配置

Ａ１

Ａ２

Ａ４

５．０ｍ ６．０ｍ ７．０ｍ ８．０ｍ ９．０ｍ １０．０ｍ

６．５

１４．２

１１．２

７．４

１６．３

１２．８

８．１

１８．１

１４．３

８．４

１９．９

１５．７

８．５ ４．０

２１．５ ２１．２

１７．１ １８．４

赤外線調光、一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

単３マンガン乾電池×２本同梱

対応機種：赤外線調光対応ＬＥＤ照明器具（起動方式ＲＣ）

ＬＥＤ、電源ユニット内蔵、一般タイプ

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵、軒下用（防雨型）

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵、軒下用（防雨型）

一般タイプ、１６００ｌｍタイプ

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束１０８０ｌｍ、消費電力１１．３Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ、高気密ＳＢ形
枠：アルミダイカスト（ホワイトつや消し）
埋込穴φ１２５

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵、拡散タイプ、高気密ＳＢ形、不燃シート付
光束維持時間４００００時間（光束維持率７０％）
電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束６８５ｌｍ、消費電力７．４Ｗ、電圧１００Ｖ
枠：アルミダイカスト（ホワイトつや消し）
埋込穴φ７５

４３．１ＶＡ

ＬＥＤ　埋込型照明器具　４０形
フリーコンフォード　Ｗ１５０ ４３．１ＶＡ

埋込穴１５０×１，２３５

ＬＥＤ　埋込型照明器具　４０形
下面開放型　Ｗ１５０

埋込穴１５０×１，２３５

４３．２ＶＡ

４３．１ＶＡ

ＬＥＤ　直付型照明器具　２０形
防湿型・防雨型　Ｗ１５０ １１．６ＶＡ

ＬＥＤ　埋込型器具（昼白色・連続調光形）
（ＬＲＳ１５－３－４１－ＬＺ） ３８ＶＡ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｇ

Ｈ
埋込穴φ１００

２９．１ＶＡ
ＬＥＤ　ダウンライト　３５０形

埋込穴φ１００
Ｉ

１５ＶＡ
ＬＥＤ　ダウンライト　２００形

埋込穴φ１００
ＬＥＤ　ダウンライト　１５０形

１１．６ＶＡ
Ｊ

埋込穴φ１００

埋込穴φ１００

Ｋ ＬＥＤ　ダウンライト　１００形

Ｌ ＬＥＤ　ダウンライト　６０形
埋込穴φ７５

Ｍ

Ｎ

ＬＥＤ　軒下用ダウンライト　１００形
１５．５ＶＡ

７．６ＶＡ
ＬＥＤ　軒下用ダウンライト　１００形

Ｏ
ＬＥＤ　キッチンライト
２０形直管蛍光灯１灯器具相当 １２ＶＡ

Ｐ
７．７ＶＡ

Ｑ

ＬＥＤ　ブラケット
６０形電球１灯器具相当

ＬＥＤ　ポーチライト
４０形電球１灯器具相当 ４．３ＶＡ

Ｒ ＬＥＤ　高天井用照明器具
マルチハロゲン灯４００形器具相当 １１３ＶＡ

ＬＥＤ　埋込型器具（昼白色・一般形）
（ＬＲＳ６－４－６５－ＬＮ）

埋込穴１５０×１，２３５

埋込穴１５０×１，２３５

埋込穴□３５０

Ｅ１

Ｅ２

ＬＥＤ　直付型器具（昼白色・一般形）
（ＬＳＳ９－２－１５－ＬＮ） １７ＶＡ

Ｅ３

ＬＥＤ　直付型器具（昼白色・一般形）
（ＬＳＳ９－４－３０－ＬＮ） ２６ＶＡ

ＬＥＤ　直付型器具（昼白色・一般形）
（ＬＳＳ９－４－６５－ＬＮ） ５６ＶＡ

イ ハンディライコン

ア
ＬＥＤ　非常用直付天井灯　非常電源内蔵型
（デジタル調光）

ＨＺ－ＢＧ

ＨＺ－Ｂ

ＴＺ－ＢＫ

ＰＮ　Ｈ　１　５

安定器記号の意味

４ 周波数　：５→５０Ｈｚ（Ｈfの場合は省略）

３ 定格電圧：１→１００Ｖ　２→２００Ｖ　９→１００Ｖ～２４２Ｖ
２ 力　　率：Ｌ→低力率型　Ｈ→高力率型

１ 点灯方式：下記表により

点灯方式

高出力

定格出力

連続調光（６０～１００％）

連続調光（３５～１００％）

連続調光（　５～１００％）

種　　別

初期照度補正型

〃

連続調光形

〃

〃

記号

ＰＫ

ＰＪ

ＰＷ

ＰＸ

ＰＺ

蛍
光
灯

Ｈ
Ｉ
Ｄ

高出力

省電力出力

〃

〃

ＰＨ

ＰＮ

〃

ＢＰ

ＢＨ

ＢＣ

電子安定器

磁気回路式 一般形高力率形

低始動電流形

ＰＲ

ＬＪ 初期照度補正型

一般形

定格出力

Ｌ
Ｅ
Ｄ

一般形 定格出力ＬＮ

連続調光形 連続調光（　５～１００％）ＬＺ

連続調光形ＬＸ 連続調光（３５～１００％）

照明器具の消費電力とはＪＩＳ８１０５－３「照明器具－第３部：性能要求事項通則」で規定された方法により測定された値であることを基本とする。

ＬＥＤ　非常用埋込天井灯　非常電源内蔵型
（Ｋ１－ＬＲＳ１１－１）

ＬＥＤ　非常用埋込天井灯　非常電源内蔵型
（Ｋ１－ＬＲＳ１１－２）

ＬＥＤ　非常用埋込天井灯　非常電源内蔵型
（Ｋ１－ＬＲＳ１１－３）

ａ１Ｂ

ａ２Ｂ

ａ３Ｂ

ａ３０ＣＢ
ＬＥＤ　非常用埋込天井灯　非常電源内蔵型
（中天井用）

ａ３０ＫＢ
ＬＥＤ　非常用埋込天井灯　非常電源内蔵型
（高天井用）

熱線センサ付自動スイッチ（子器）
５ｍＡ　ＤＣ１２Ｖ

熱線式自動スイッチ（親器）８Ａ　ＡＣ１００Ｖ　広角検知形
明るさセンサ付・検知後動作保持時間１０秒～３０分可変形

熱線センサ付自動スイッチ（子器・換気扇接続端子付）
１Ａ　ＡＣ１００Ｖ・検知後動作保持時間１０秒～３０分可変形

熱線センサ付自動スイッチ（トイレ天井取付形）

明るさセンサ付

蛍光灯　換気扇連動用

定格電流　　照明１．２Ａ　換気扇１Ａ

定格電圧　１００Ｖ　ＡＣ
定　格

備　考

定　格 １５Ａ　２５０Ｖ

埋込熱線センサ用自動スイッチ付操作ユニット
（２回路用）　新金属プレート付き

定　格
文字表示用スイッチＣ：１５Ａ　３００Ｖ　ＡＣ

熱線センサ用スイッチ：１５Ａ　２５０Ｖ　ＡＣ

埋込熱線センサ付自動スイッチ用操作ユニット
（照明・換気扇連動用）　プレート共

小形パターン・グループ設定器（アドレス設定機能付）

定格電圧 ＤＣ　６Ｖ（単３乾電池４本使用）

発光周波数 ３６．７±０．３ＫＨｚ発光周波数 ３６．７±０．３ＫＨｚ

ＤＣ　６Ｖ（単３乾電池４本使用）定格電圧

×１台納入

ＬＥＤ　埋込型照明器具　４０形
フリーコンフォード　Ｗ１５０

ＣＦ１３０×１　直付通路誘導灯　片面ＢＨ級　非常電源内蔵型
（ＳＴ１－ＦＳＦ２０ＡＦ－ＢＬ）　点滅型

ＣＦ２００×１　直付避難口誘導灯　片面ＢＬ級　非常電源内蔵型
（ＳＨ１－ＦＳＦ２０ＡＦ－ＢＬ）　点滅型

ＣＦ２００×１　直付避難口誘導灯　片面ＢＬ級　非常電源内蔵型
（ＳＨ１－ＦＳＦ２０ＡＦ－ＢＬ）ガード付　点滅型

埋込穴φ１２５

１１．３ＶＡ

７．４ＶＡ

４３．１Ｗ

４３．１Ｗ

４３．２Ｗ

４３．１Ｗ

１１．６Ｗ

３２Ｗ

２９．１Ｗ

１５Ｗ

１１．６Ｗ

１５．５Ｗ

７．６Ｗ

１２Ｗ

７．７Ｗ

４．３Ｗ

１１３Ｗ

１４Ｗ

２２Ｗ

４７Ｗ

１１．３Ｗ

７．４Ｗ

ＲＡＳ

ＣＬ

ＲＡＳ
ＣＬ

ＲＡＳ
ＣＬＤＦ

ＳＬ２

ＳＬ

防球ガード、落下防止ワイヤー付

リモコンホルダ共

大臣認定番号　　ＬＡＥ－００４３
非常灯評定番号　Ｄ－ＬＡＬＨ－４０

大臣認定番号　　ＬＡＥ－００４６
非常灯評定番号　Ｄ－ＬＡＬＨ－４３

大臣認定番号　　ＬＡＥ－００４４
非常灯評定番号　Ｄ－ＬＡＬＨ－４１

大臣認定番号　　ＬＡＥ－００４６
非常灯評定番号　Ｄ－ＬＡＬＨ－４３

大臣認定番号　　ＬＡＥ－００４６
非常灯評定番号　Ｄ－ＬＡＬＨ－４３

７４ＶＡ

７４ＶＡ

７４ＶＡ

埋込穴１００φ

埋込穴１００φ

埋込穴１００φ

埋込穴１００φ

埋込穴１００φ

（Ｒ５－７年度工事済） （Ｒ５－７年度工事済）

（Ｒ５－７年度工事済）

（Ｒ５－７年度工事済）（Ｒ５－７年度工事済）

（Ｒ５－７年度工事済）

（Ｒ５－７年度工事済） （Ｒ５－７年度工事済）

Ｅ

A 1 : ー    A 3 : ー ２０２３．３

照明器具参考姿図（参考）

０５

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

ＹＡＳＨ Ｉ ＭＡ　ＡＲＣＨ Ｉ ＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧ Ｉ ＮＥＥＲＳ

株式会社 八洲建築設計事務所

S CA L E ＤＡ ＴＥ

一級建築士2 8 4 5 6 1号　　鈴木雄二

下面、側面ガード共



　　ケーブルの立上り引下げは電線管にて保護すること。

１．特記無き配線配管は、下記による。

注　　記

　　防火区画上主要な間仕切り等防火区画貫通箇所は防火処理を施すこと。
２Ｆ３ ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３Ｃ 保護管（ＰＦ２２）

保護管（ＰＦ１６）ＥＭ－ＥＥＦ　１．６－３Ｃ

２Ｆ３

２Ｆ３

２Ｆ３

２
Ｆ
３

２
Ｆ
３

２Ｆ３

２Ｆ３

２Ｆ３

２Ｆ３

２Ｆ３

２Ｆ３

２
Ｆ
３

２
Ｆ
３

２
Ｆ
３

２Ｆ３

２Ｆ３

２Ｆ３

２Ｆ３

２Ｆ３

２Ｆ３
２Ｆ３

２
Ｆ
３

２
Ｆ
３

２
Ｆ
３

２
Ｆ
３

３

５４

５５

５６

４

５

５７

電灯
分電盤
ＨＬ－１

既存タンク

既存タンク

ＡＣ１－２
９０ＶＡ

ＡＣ１－４
２０ＶＡ

ＡＣ１－１
４９０ＶＡ

ＡＣ２－１
１９０ＶＡ

ＡＣ２－３
４０ＶＡ

ＷＭＨ－１
８３ＶＡ

ＡＣ２－１
１９０ＶＡ

ＡＣ１－２
９０ＶＡ

ＡＣ１－２
９０ＶＡ

ＡＣ１－４
２０ＶＡ

ＡＣ２－４
４０ＶＡ

ＡＣ１－４
３８０ＶＡ

ＡＣ１－１
４９０ＶＡ

ＡＣ１－４
３８０ＶＡ

ＡＣ２－２
７０ＶＡ

ＨＥＵ－２
３９５ＶＡ

ＨＥＵ－２
３９５ＶＡ

ＨＥＵ－４
１５３ＶＡ

ＨＥＵ－４
１５３ＶＡ

ＨＥＵ－５
１９４ＶＡ

ＨＥＵ－６
１５３ＶＡ

ＨＥＵ－７
６９ＶＡ

ＨＥＵ－６
１５３ＶＡ

ＨＥＵ－１０
６９ＶＡ

ＡＣ２－６
３０ＶＡ

ＨＥＵ－９
６９ＶＡ

ＡＣ２－１
１９０ＶＡ

ＡＣ２－１
１９０ＶＡ

ＨＥＵ－３
２５８ＶＡ

ＨＥＵ－１
３９５ＶＡ

ＨＥＵ－６
１５３ＶＡ

ＡＣ１－３
３０ＶＡ

ＡＣ２－６
３０ＶＡ

ＨＥＵ－９
６９ＶＡ ＨＥＵ－８

６９ＶＡ

ＡＣ２－６
３０ＶＡ

ＡＣ２－５
３０ＶＡ

ＷＭＨ－１
８３ＶＡ

ＷＭＨ－１
８３ＶＡ

ＡＣ２－３
４０ＶＡ

車椅子利用
駐車場

（２台）

既存本館Ｂ棟

既存本館Ａ棟

（本館）１階　設備機器用配線設備図　Ｓ＝１／１００

Ｅｘｐ．ｊ

（Ｒ１１年度工事予定）

（Ｒ５－７年度工事済）

本工事

キープラン

改築範囲

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

Ｅｘｐ．ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

ＡＸ０ ＡＸ１ ＡＸ２ ＡＸ３ ＡＸ４ ＡＸ５

ＡＹ４

ＡＹ３

ＡＹ２

ＡＹ１

ＡＹ０

ＡＸ６

本館

体育館

屋外テラス

（庇）

（
庇

）

屋
外

テ
ラ

ス

車寄せ

ポーチ

玄関

アリーナ

ＷＣ ＷＣ

（
庇

）

（
庇

）

車イス
ＷＣ

多機能
ＷＣ

玄関
下足室

温水器室

屋
外

テ
ラ

ス

ＰＳ

ＤＳ ＰＳ

（上部ハイサイド）
ホール

可動間仕切壁

パソコン室
作業

訓練室

可動間仕切壁

（常開特防）

（常開特防）

スポーツ
用具庫

調理室クラブ室

多目的ホール

玄関

ポーチ

ＤＳ

外部物置

事務室１

廊下

更衣室

倉庫

会議室

（大会議）

（中会議）

事務室２
（障がい１１０）

多機能
ＷＣ

相談室
（２）

相談室
（１）

１２，０００ ８，０００ ８，１００ ５，４００

２，５００

４３，５００

１０，０００

７，５００４，０００ ８，０００ ４，０００ ４，０００ ４，０００ ３，０００６，５００

１，３００ １，０８０ ５，１２０

３，０６０

４
，
７
５
０

４
，
７
５
０

５
，
５
０
０

７
，
０
０
０

２
，
０
０
０

１
，
５
０
０

３
，
０
０
０

５
０
０

４
，
５
０
０

２
５
，
０
０
０

１
５
，
５
０
０

５
，
０
０
０

３
，
５
０
０

９
，
５
０
０

Ｅ

A 1 : 1 / 1 0 0    A 3 : 1 / 2 0 0 ２０２３．３

設備機器用配線設備図

０６

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

ＹＡＳＨ Ｉ ＭＡ　ＡＲＣＨ Ｉ ＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧ Ｉ ＮＥＥＲＳ

株式会社 八洲建築設計事務所

S CA L E ＤＡ ＴＥ

一級建築士2 8 4 5 6 1号　　鈴木雄二



２Ｅ

２Ｅ ２Ｅ

２Ｅ ２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ ２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

４ＥＬＫ

４ＥＬＫ

４ＥＬＫ

４ＥＬＫ

２Ｅ２Ｅ

２Ｅ ２Ｅ

２Ｅ

２ＥＥＴ

２Ｅ２Ｅ ２Ｅ ２Ｅ ２Ｅ

ポット用

冷蔵庫用
ＦＬ：１，８００取付

２ＥＥＴ

２Ｅ

２Ｅ２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２ＥＥＴ

ＦＡＸ用

２Ｐ２０Ａ

電子レンジ用

ＦＬ：１，８００取付

２ＥＥＴ ２ＥＥＴ

２ＥＥＴ

２ＥＥＴ

２ＥＥＴ

冷蔵庫用
印刷機用

２Ｅ

２Ｅ

プリンター用

４ＥＬＫ
４ＥＬＫ

プリンター用

自販機用

自販機用

調理台
ＩＨクッキングヒーター用

ＥＴ

ＥＴ

ＥＴＥＴ

×３

ＥＴ ＥＴ ＥＴ

×２

ＥＴ

電気温水器（ＷＨＥ－２）
１φ１００Ｖ７００ＶＡ
別途機械設備工事

電気温水器（ＷＨＥ－２）
１φ１００Ｖ７００ＶＡ
別途機械設備工事

電気温水器（ＷＨＥ－１）
１φ２００Ｖ２，０００ＶＡ
別途機械設備工事

冷水器（ＷＣＵ－１）
１φ１００Ｖ２５０ＶＡ
別途機械設備工事

コピー機用

ＷＰ

２Ｅ

ＷＰ

２Ｅ

２ＥＥＴ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

プロジェクター用
（プロジェクター別途工事）

電気温水器（ＷＨＥ－２）
１φ１００Ｖ７００ＶＡ
別途機械設備工事

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２ＥＥＴ

２ＥＥＴ２ＥＥＴ２ＥＥＴ

２ＥＥＴ ２ＥＥＴ

２ＥＥＴ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

×２

×３

暖房洗浄便座
１φ１００Ｖ５００ＶＡ

暖房洗浄便座
１φ１００Ｖ５００ＶＡ

暖房洗浄便座
１φ１００Ｖ５００ＶＡ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

２Ｅ

Ｊ

Ｊ

暖房洗浄便座
１φ１００Ｖ１，０００ＶＡ

４ＥＬＫ

２Ｅ２Ｅ

Ｔ

Ｊ

４ＥＬＫ

２ＥＥＴ

２ＥＴ

２Ｐ２０Ａ

２Ｅ

ＥＴ

２Ｅ
２Ｅ

２ＥＥＴ

２ＥＴ

ＷＰ

ＦＬ：１，８００取付

冷蔵庫用

洗濯機用
ＦＬ：１，３００取付

８０ ９１

２
３
４

誘導チャイム

排水ポンプ（ＤＰ－１） １φ１００Ｖ２５０ＶＡ

タイムスイッチ
スチールケース共

ジョイントボックス

３ｍキャブタイヤケーブル
ブッシング・マグネット付

ＯＡフロア用ハーネスキャップ付
接地１５Ａ抜け止めテーブルタップ
（４コ口）

ハーネスジョイントボックス

ＯＡフロア用通線器具

壁付コンセント
２Ｐ１５Ａ×２
（接地極付）

壁付コンセント
及び接地端子

２Ｐ１５Ａ×２
　　　ＥＴ×１

壁付コンセント
及び接地端子

２Ｐ１５Ａ×２（接地極付）
　　　ＥＴ×１

壁付コンセント
２Ｐ２０Ａ×１（引掛形）
１極は接地極付とする。

２Ｐ１５Ａ×１
　　　ＥＴ×１

壁付コンセント
及び接地端子

フロアコンセント
抜け止めアース付
１５Ａ　１２５Ｖ

定　　　　格記　　号 名　　　　称

　　ケーブルの立上り引下げは電線管にて保護すること。

注　　記

１．特記無き配線配管は、下記による。

　　防火区画上主要な間仕切り等防火区画貫通箇所は防火処理を施すこと。

保護管（ＰＦ２２）

　※２重床外は（ＰＦ２２）保護

ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３Ｃ　（２重床内ころがし）

ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３Ｃ　（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＩＥ　２．０　×　３　（ＰＦ２２）

１

１

Ｏ
Ａ
盤
へ

Ｏ
Ａ
盤
へ

４

５

６
３

１
２

１５

１６

２０２１
２２

２５２６

２７
２８

２９

３０

３１

３２

３３

３５

３６

３７ ３８

４０

４４

４５

４６
４７

９

１１

１２

１３

１５

１６

１７

１９

３４

４９

４２

５０

３

４３

５１

５２

１４

１７

２３５９

Ａ 防災盤（自火報）

防災盤（呼出表示器）

防災盤（非常警報）

防災盤（業務放送） 防災盤（インターホン）

防災盤（親時計）

防災盤（ＩＴＶ架）

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

３９ ６１

６２

１０

４１

２

４８

６４

２５

５８

６６

６０
２４

５３

６７

６３

Ｅ１．６ｍｍ（ＰＥ１６）×２

６５

２

１８ ６８

Ｅ２２ｓｑ（ＰＥ１６）×２

電灯
分電盤
ＨＬ－１

ＯＡ盤

端子盤
ＨＴ－１

既存タンク

既存タンク

プロジェクター（天井取付）
別途工事

Ｙ

Ｙ

Ｃ
Ｐ

Ｃ
Ｋ

ＤＰ－１

ＤＰ－１
ＤＰ－１

電気パネルヒーター（ＥＰＨ－１）
１φ２００Ｖ１，７５０ＶＡ
別途機械設備工事

電気パネルヒーター（ＥＰＨ－３）
１φ２００Ｖ７５０ＶＡ
別途機械設備工事

電気パネルヒーター（ＥＰＨ－２）
１φ２００Ｖ１，５００ＶＡ
別途機械設備工事

ＤＰ－１

電動スクリーン

電動スクリーン電動スクリーン

レール凍結防止ヒーター

自動ドア

集中コントローラー（ＯＲＣ－１）
１φ１００Ｖ１０ＶＡ
別途機械設備工事

レール凍結防止ヒーター

自動ドア

ＥＤ×２

ＥＤ×２

誘導用電子チャイム用

誘導用電子チャイム用

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ

ＯＡフロア

ＯＡフロア用ミニ通線カバー

ＯＡフロア用ハーネスキャップ付接地１５Ａ抜け止めテーブルタップ（４コ口）
（３ｍキャブタイヤケーブル・ブッシング・マグネット付）

ハーネスジョイントボックス
（３芯・ハーネス２分岐・送り付き）
２０Ａ１２５Ｖ
取付台・カバー共

ＤＰ－１

車椅子利用
駐車場

（２台）

既存本館Ｂ棟

既存本館Ａ棟

（本館）１階　コンセント分岐設備図　Ｓ＝１／１００

事務室フリーアクセスフロア用コンセント配線要領図

Ｅｘｐ．ｊ

（Ｒ５－７年度工事済）

本工事

（Ｒ１１年度工事予定）

キープラン

改築範囲

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

Ｅｘｐ．ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

ＡＸ０ ＡＸ１ ＡＸ２ ＡＸ３ ＡＸ４ ＡＸ５

ＡＹ４

ＡＹ３

ＡＹ２

ＡＹ１

ＡＹ０

ＡＸ６

廊下

屋外テラス

（庇）

（
庇

）

多目的ホール

屋
外

テ
ラ

ス

ホール

会議室

倉庫

車寄せ 外部物置

ポーチ

玄関

アリーナ

ＷＣ ＷＣ

（常開特防）

（常開特防）

廊下

（
庇

）

車イス
ＷＣ

多機能
ＷＣ

玄関
下足室

事務室２
（障がい１１０）

温水器室

事務室１

ＰＳ

可動間仕切壁

可動間仕切壁

（上部ハイサイド）

ＤＳＤＳ

ＰＳ

更衣室

（
庇

）

作業
訓練室クラブ室

多機能
ＷＣ

スポーツ
用具庫

ポーチ

屋
外

テ
ラ

ス

（中会議）

（大会議）

玄関

調理室

パソコン室

本館

体育館

相談室
（１）

相談室
（２）

１２，０００ ８，０００ ８，１００ ５，４００

２，５００

４３，５００

１０，０００

７，５００４，０００ ８，０００ ４，０００ ４，０００ ４，０００ ３，０００６，５００

１，３００ １，０８０ ５，１２０

３，０６０

４
，
７
５
０

４
，
７
５
０

５
，
５
０
０

７
，
０
０
０

２
，
０
０
０

１
，
５
０
０

３
，
０
０
０

５
０
０

４
，
５
０
０

２
５
，
０
０
０

１
５
，
５
０
０

５
，
０
０
０

３
，
５
０
０

９
，
５
０
０

Ｅ

A 1 : 1 / 1 0 0    A 3 : 1 / 2 0 0 ２０２３．３

コンセント分岐設備図

０７

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

ＹＡＳＨ Ｉ ＭＡ　ＡＲＣＨ Ｉ ＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧ Ｉ ＮＥＥＲＳ

株式会社 八洲建築設計事務所

S CA L E ＤＡ ＴＥ

一級建築士2 8 4 5 6 1号　　鈴木雄二



ＡＣ１φ１００Ｖ回路を示す。

ＡＣ１φ２００Ｖ回路を示す。

凡　例

２．分電盤は、指定色仕上げとする。

注　記

　　とし、ハーフサイズブレーカを使用する。

１．分岐用遮断器は、ＪＩＳ協約形（ＲＣ２．５ＫＡ以上）リモコントランス
　１００／２４Ｖ　３６ＶＡ

リモコンリレー　１Ｐ２０Ａ
　　　（２００Ｖ回路は２Ｐ）

Ｎｏ

Ｎｏ

ＡＣ１φ１００Ｖ回路を示す。

ＡＣ１φ２００Ｖ回路を示す。

凡　例

１ ２

３ 〃４

ＭＣＣＢ３Ｐ

ＥＬＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

〃

ＩＨクッキングヒーター１，０００ 電気温水器 ２，０００

マルチエアコン
室内機

ＡＣ２－１×４
ＡＣ２－５

ＡＣ２－６×３
８８０ マルチエアコン

室内機

ＷＨＥ－１

１，４００

８７０

ＡＣ１－１×１，ＡＣ１－４×２
ＡＣ２－２×１，ＡＣ２－３×２

ＡＣ１－１×１，ＡＣ１－２×３
ＡＣ１－３×１，ＡＣ１－４×２

ＡＣ２－４×１

〃

〃

〃

〃

〃

〃

５

７

９

３

１１

１３

１５

１

１７

〃

〃

〃

１９

２１

２３

２５

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

６

８

１０

１２

１４

１６

２

１８

〃

〃

〃

２０

２２

２４

２６

〃

５００

２８

〃

〃

〃 ２７

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

２９ ３０

３１

３３

３５

３７

３９

３２

３４

３６

３８

４０

５００

４２

〃

〃

４１

〃

〃

〃

４３

４５

４７

４９

５１

４４

４６

４８

５０

５２

〃

〃

〃

更衣室、事務室２
スポーツ用具庫

電　　灯
２５５

倉庫、相談室×２
事務室１
電　　灯

２２９

パソコン室、作業訓練室
調理室、クラブ室

電　　灯
１，３８４ 事務室１

電　　灯
９０８

多目的ホール
電　　灯

５８５ ホール
電　　灯

５８２

廊　　下
電　　灯

１０５
玄　　関
電　　灯

２４

ポーチ
電　　灯

５４
ポーチ

電　　灯
２３

屋外テラス
電　　灯

３８
屋外テラス
電　　灯

３１

屋外テラス
電　　灯

１６
会議室

電　　灯
７７６

倉庫、事務室１
コンセント

６００
相談室×２
コンセント

４００

事務室１
冷蔵庫

１，０００
事務室１
ポット用

５００

ホール、事務室１
コンセント

事務室１
コピー機

５００

事務室１
コピー機

〃 ５００

〃５００
多目的ホール、玄関

ポーチ
コンセント

５００

４００
ホール、会議室、廊下

コンセント
作業訓練室
コンセント

３００

作業訓練室
印刷機

１，０００
調理室

電子レンジ
５００

調理室
電子レンジ５００

調理室
冷蔵庫 １，０００

調理室
冷蔵庫１，０００

調理室
調理台コンセント ２００

調理室、クラブ室
コンセント４００

多目的ホール
コンセント ３００

多目的ホール
自販機１，０００

多目的ホール
自販機 １，０００

５００
会議室（中会議室）
プロジェクター

会議室（中会議室）
電動スクリーン

会議室（大会議室）
電動スクリーン５００ ５００

多機能ＷＣ
電気温水器７００

会議室（大会議室）
プロジェクター

５２

５ ２

更衣室、事務室２
コンセント ４００

廊下、スポーツ用具庫
コンセント４００

事務室２
プリンター ５００

事務室２
冷蔵庫 １，０００

事務室２
ＦＡＸ５００

多目的ホール
冷水器

２５０

男子ＷＣ
電気温水器 ７００ ＷＨＵ－２

男子ＷＣ
電気温水器

ＷＣＵ－１

女子ＷＣ
電気温水器７００ＷＨＵ－２

女子ＷＣ
電気温水器

７００ ＷＨＵ－２

７００７００ＷＨＵ－２ 女子ＷＣ
電気温水器

事務室１
集中コントローラー

ＷＨＵ－２

加湿器 ２４９

ＷＨＵ－２

全熱交換ユニット５３５ 全熱交換ユニット １，１８５

ＷＭＨ－１×３

ＨＥＵ－２×３

５３

５５

５４

５６

５８〃

５〃〃

〃

〃６ 〃

〃〃 予　　備７ ８

外　　灯

－

５２

５２

外　　灯９２

９２

５ ２

５ ２

１００

〃１，０２８

ＨＥＵ－３×１，ＨＥＵ－８×１
ＨＥＵ－９×１，ＨＥＵ－１０

ＨＥＵ－４×２，ＨＥＵ－５×１
ＨＥＵ－６×３，ＨＥＵ－７×１ ５７

６０〃 ＭＣＣＢ３Ｐ

５

７

３

１

６

８

４

２

〃

〃

〃

〃

〃

〃

電動スクリーンコンセント４００

ＯＡタップ

〃

５００

５０

１００ １００

－ 予　　備 －予　　備

ＯＡタップ
（プリンター用）１，０００

ＯＡタップ

〃 〃

５９

６１ ６２

６３ ６４

２００

ＭＣＣＢ３Ｐ

〃 予　　備 －

１

３

２

４

多目的ＷＣ
電気パネルヒーター

男子ＷＣ
電気パネルヒーター

女子ＷＣ
電気パネルヒーター

ＥＰＨ－１

ＥＰＨ－３ ７５０

１，７５０

ＥＰＨ－２１，５００

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

２

３ ４

５ ６

７ ８

９ １０

１１ １２

１３ １４

１５ １６

相談室×２、事務室１
電　　灯

１４３
男子ＷＣ、女子ＷＣ

多目的ＷＣ
電　　灯

１６８

事務室１
電　　灯

３８９
多目的ホール

電　　灯
４５

ホール
電　　灯

１１７
廊　　下
電　　灯

８２

玄　　関
電　　灯

２４
会議室

電　　灯
２５９

１

事務室１
コンセント４００

事務室１
コンセント ３００

廊　　下
コンセント２００

多目的ＷＣ
暖房洗浄便座 ５００

男子ＷＣ、女子ＷＣ
暖房洗浄便座１，０００

男子ＷＣ
洗浄暖房便座 １，０００

女子ＷＣ
暖房洗浄便座１，０００

会議室
コンセント ４００

〃

〃

〃 －

－ ３６ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

リモコン機器

〃１８

〃

〃

〃

１７２００
端子盤

ＨＴ－１

〃

〃

〃

１９ ２０

２１ ２２

２３ ２４

２５ ２６

２７ ２８

業務放送
（防災盤内）

呼出表示器
（防災盤内）

非常放送
（防災盤内）

親時計
（防災盤内）

インターホン
（防災盤内）

ＩＴＶ架
（防災盤内）２００

２００

２００

２００

２００

２００

５０／２０Ａ
ＥＬＣＢ２Ｐ

Ｎｏ

Ｎｏ

ＡＣ１φ３Ｗ１００／２００Ｖ

ＡＣＧＣ１φ３Ｗ１００／２００Ｖ

合　　計　　　２，１５０　ＶＡ

誘導チャイム１００

５ ２

５ ２

３００

Ｂ 誘導灯 １，２５８

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

４

２２５／２２５Ａ

ＡＣ１φ３Ｗ１００／２００Ｖ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

防災盤
（自火報）

２００ Ａ

ＯＡ盤 ２，１５０

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ

１００／７５Ａ

ＥＭ－ＣＥ８ｓｑ－３Ｃ

５０／３０Ａ

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ

ＡＶワゴン フラットループアンプ１，０００ ８５０

予　　備

自動ドア ５００

　　（ＥＬＣＢ用接地端子は、盤体と絶縁すること。）

３．接地端子は、盤体用及びＥＬＣＢ負荷用（回路分）の２端子を設けること。
伝送ユニット

リレー制御用Ｔ／Ｕ（４回路用）

年間プログラムタイマーユニット

６５

６７

〃〃

〃

排水ポンプ

ＯＲＣ－１

２５０ 排水ポンプ ＤＰ－１×２５００

２５０

ＤＰ－１

ＤＰ－１

Ａ－ 非常灯

予　　備

自動ドア５００

一次側計　　　　２００　ＶＡ
二次側計　１２，４６３　ＶＡ

合　　計　　１２，６６３　ＶＡ

凍結防止ヒーター

５００事務室１

事務室１４００

６９－ 予　　備

〃－ ３６
ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

リモコン機器

６６ 凍結防止ヒーター ２００

－

〃

６８

７０

７１ ７２

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

５０／２０Ａ
ＥＬＣＢ２Ｐ

ＥＬＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＥＬＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＥＬＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＥＬＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＥＬＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＥＬＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＥＬＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＥＬＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＥＬＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＥＬＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＥＬＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＥＬＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＥＬＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＥＬＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

予　　備

コンセント ５００

合　　計　　４１，１７７　ＶＡ

ＭＣＣＢ２Ｐ
５０／２０Ａ

〃

〃

リモコン番号
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４

Ｒ６、Ｒ８

リモコン番号
Ｒ１８、Ｒ２０、Ｒ２１

リモコン番号
Ｒ２２、Ｒ２４

リモコン番号
Ｒ１７

リモコン番号
Ｒ２８、Ｒ２９、Ｒ３１

×５

×７ ×３

×１

×３

リモコン番号
Ｒ９、Ｒ１１～Ｒ１６

×２

リモコン番号
Ｒ３、Ｒ５、Ｒ７

リモコン番号
Ｒ１０

リモコン番号
Ｒ２３、Ｒ２５

リモコン番号
Ｒ２７、Ｒ３０

×２

×２

×３ ×１

リモコン番号
Ｒ１９

リモコン番号
Ｒ２６

×１

×１

Ｒｙ－Ｔ／Ｕ

ＣＰＵ

ＲＴ
×１

×１

×３

ＲＴ

ＣＰＵ

Ｒｙ－Ｔ／Ｕ

ＴＭ
Ｒ

ＣＰＵ

ＲＴ
×１

×１

Ｒｙ－Ｔ／Ｕ

ＴＭ
Ｒ

×６

備　　　考負　荷　容　量負　荷　名　称
回路

遮断器
番号番号

回路
負　荷　容　量備　　　考 負　荷　名　称 遮断器

備　　　考負　荷　容　量負　荷　名　称
回路

遮断器
番号番号

回路
負　荷　容　量備　　　考 負　荷　名　称 遮断器

備　　　考負　荷　容　量負　荷　名　称
回路

遮断器
番号番号

回路
負　荷　容　量備　　　考 負　荷　名　称 遮断器

備　　　考負　荷　容　量負　荷　名　称遮断器
回路

番号

備　　　考負　荷　容　量負　荷　名　称遮断器
回路

番号

備　　　考 負　荷　容　量 負　荷　名　称 遮断器
回路

番号

備　　　考 負　荷　容　量 負　荷　名　称 遮断器
回路

番号

Ｏ Ａ 盤 　 Ｏ Ａ － １ 　 単 線 結 線 図

電 灯 分 電 盤 　 Ｈ Ｌ － １ 　 単 線 結 線 図

屋内露出型
上下ダクト付
天井高Ｈ２，７００

屋内露出型
上下ダクト付
天井高Ｈ２，７００

セパレータ

Ｅ

２０２３．３A 1 : －    A 3 : －

電灯分電盤　ＨＬ－１　単線結線図
ＯＡ盤　　　ＯＡ－１　単線結線図

０８

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

ＹＡＳＨ Ｉ ＭＡ　ＡＲＣＨ Ｉ ＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧ Ｉ ＮＥＥＲＳ

株式会社 八洲建築設計事務所

S CA L E ＤＡ ＴＥ

一級建築士2 8 4 5 6 1号　　鈴木雄二



既存タンク

既存タンク

既存タンク

既存タンク

マルチエアコン室内機（ＡＣ３－１）

３φ２００Ｖ１．６２ＫＷ

別途機械設備工事

全熱交換ユニット（ＨＥＵ－２０）

３φ２００Ｖ１．２１ＫＷ

別途機械設備工事

インバータ盤

別途機械設備工事

ヒートポンプ給湯機（ＱＨＰ－１）

３φ２００Ｖ１．８ＫＷ

別途機械設備工事

マルチエアコン室外機（ＡＣＰ－３）

３φ２００Ｖ２５．７５ＫＷ

別途機械設備工事

×２

消火ポンプユニット（ＰＦＵ－１）

３φ２００Ｖ５．５ＫＷ

別途機械設備工事

ＥＭ－ＦＰ・Ｃ２２ｓｑ－３Ｃ（ＦＥＰ８０）・ＡＣＧＣ＜将来新設Ｃｕｂ～消火栓ポンプ＞

：（ｍ×１００）Ｗ×（ｍ×１００）Ｗ×（ｎ×１００）Ｈｍｍｎ

記号の末尾にＣの記号を付記したものは隠ぺい部に取り付ける。

特記無き限り露出型ねじ止め式とする。

記号の末尾にＷＰの記号を付記したものは屋外形とする。

記号の末尾にＳＵＳの記号を付記したものはステンレス製とする。

記号の末尾にＶの記号を付記したものは合成樹脂製とする。

プルボックス寸法は下記による。

※既存強電用プルボックスと既存弱電用プルボックスは本工事で使用する。

ＥＸＰ－Ｊ（プリカチューブ）

：（ｍ×１００）Ｗ×（ｍ×１００）Ｗ×（ｎ×１００）Ｈｍｍｎ

記号の末尾にＣの記号を付記したものは隠ぺい部に取り付ける。

特記無き限り露出型ねじ止め式とする。

記号の末尾にＷＰの記号を付記したものは屋外形とする。

記号の末尾にＳＵＳの記号を付記したものはステンレス製とする。

記号の末尾にＶの記号を付記したものは合成樹脂製とする。

プルボックス寸法は下記による。

ＥＭ－ＣＥ３．５－４Ｃ（ＰＦ２２）・動力盤Ｐ－１～ＡＣ３－１

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（ＰＦ２２）・電灯盤ＴＬ－１～インバータ盤

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－４Ｃ・動力盤Ｐ－１～全熱交換ユニット（ＨＥＵ－２０）

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－４Ｃ×２・（ＦＥＰ５０）・動力盤Ｐ－１～ＡＣ－３－１
ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ・電灯盤ＴＬ－１～インバーター盤

ＥＭ－ＣＥ３．５－４Ｃ・動力盤Ｐ－１～ＱＨＰ－１

ＥＭ－ＣＥ８ｓｑ－３Ｃ・Ｅ５．５ｓｑ・動力盤Ｐ－１～笠木操作盤体育館

ＥＭ－ＣＥＴ１００＋Ｅ１４（ＦＥＰ６５）・動力盤Ｐ－１～ＡＣＰ－３

ＥＭ－ＣＥＴ２２

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ・Ｅ８ｓｑ（Ｇ８２）・動力盤（Ｐ－１～ＡＣＰ－１）

ＥＭ－ＣＥＴ６０ｓｑ・Ｅ８ｓｑ（Ｇ７０）・動力盤（Ｐ－１～ＡＣＰ－２）

ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ（既存ＦＥＰ内通線）・ＡＣＧＣ１φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～ＴＬ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ（既存ＦＥＰ内通線）・ＡＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～Ｐ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ６０ｓｑ（既存ＦＥＰ内通線）・ＡＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～Ｐ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ（既存ＦＥＰ内通線）・ＡＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～Ｐ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ（既存ＦＥＰ内通線）・ＡＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～Ｐ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ・ＡＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～Ｐ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ６０ｓｑ・ＡＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～Ｐ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ・ＡＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～Ｐ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ・ＡＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～Ｐ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ・動力盤（Ｐ－１～ＡＣＰ－１用）

ＥＭ－ＣＥＴ６０ｓｑ・動力盤（Ｐ－１～ＡＣＰ－２用）

ＥＭ－ＣＥ８ｓｑ－４Ｃ・動力盤（Ｐ－１～笠木操作盤本館）

Ｅ８ｓｑ（ＶＥ１６）＜ＥＤ・ボンド用＞

Ｅ８ｓｑ（ＶＥ１６）＜ＥＤ・ボンド用＞

ＥＭ－ＣＥＥ－２ｓｑ－２Ｃ（Ｅ１９）＜新設Ｃｕｂ～警報＞

ＥＭ－ＣＥＥ－２ｓｑ－２Ｃ（Ｅ１９）＜新設発電機～警報＞

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

━━C━━　（ＦＥＰ３０）・将来外灯用＜ＨＬ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ（ＦＥＰ４０）・ＡＣＧＣ1φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～ＨＬ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ（ＦＥＰ６５）・ＡＣ１φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～ＨＬ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ（ＦＥＰ６５）・ＡＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～電熱操作盤＞

ＥＭ－ＣＥＥ－２ｓｑ－２Ｃ（ＦＥＰ３０）＜新設Ｃｕｂ～警報＞

ＥＭ－ＣＥＥ－２ｓｑ－２Ｃ（ＦＥＰ３０）＜新設発電機～警報＞

━━C━━　（ＦＥＰ３０）・将来外灯用＜ＨＬ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ（既存ＦＥＰ内通線）・ＡＣ１φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～ＨＬ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ（既存ＦＥＰ内通線）・ＡＣＧＣ1φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～ＨＬ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ（既存ＦＥＰ内通線）・ＡＣ３φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～電熱操作盤＞

ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ（既存ＦＥＰ内通線）・ＡＣ１φ３Ｗ＜新設Ｃｕｂ～ＴＬ－１＞

※体育館工事で敷設済みのＦＥＰに通線する（ハンドホールは本工事）

※体育館工事で敷設済みのＦＥＰに通線する（ハンドホールは本工事）

ＥＭ－ＣＥＴ６０ｓｑ・動力盤（Ｐ－１～ＡＣＰ－２用）

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ・動力盤（Ｐ－１～ＡＣＰ－１用）

ＥＭ－ＣＥＥ２ｓｑ－２Ｃ（既存ＦＥＰ内通線）＜新設Ｃｕｂ～警報＞

ＥＭ－ＣＥＥ２ｓｑ－２Ｃ（既存ＦＥＰ内通線）＜新設発電機～警報＞

ＥＭ－ＣＥＴ６０ｓｑ・動力盤（Ｐ－１～ＡＣＰ－２用）

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ・動力盤（Ｐ－１～ＡＣＰ－１用）

ＥＭ－ＣＥ８ｓｑ－４Ｃ（Ｅ３１）・動力盤（Ｐ－１～笠木操作盤本館）

ＥＭ－ＣＥ８ｓｑ－４Ｃ・動力盤（Ｐ－１～笠木操作盤本館）

ＥＭ－ＣＥ１４ｓｑ－３Ｃ＜ＨＬ－１～既存Ｌ－２＞・仮設

以降別図参照

ＥＭ－ＣＥ１４ｓｑ－３Ｃ（Ｅ３１）＜ＨＬ－１～既存Ｌ－２＞・仮設一次側より分岐

動力盤Ｐ－１

笠木操作盤（体育館)

電灯分電盤ＴＬ－１

電灯分電盤ＨＬ－１

電熱操作盤

笠木操作盤（本館）

３３３　ＷＰ－ＳＵＳ
３３３

５５４５５４

３３３

２０Ａ

マルチエアコン室外機（ＡＣＰ－２）
３φ２００Ｖ２１．８４ＫＷ
別途機械設備工事

マルチエアコン室外機（ＡＣＰ－１）
３φ２００Ｖ２８．７１ＫＷ
別途機械設備工事

５５４
ＷＰ－ＳＵＳ

５５４

５５４
ＷＰ－ＳＵＳ

ＥＤ

ＥＤ

以降別図参照

以降別図参照

Ｈ

Ｈ

ＨＨ

以降別図参照

５５４

既存
弱電用ＰＢ
５５５

既存
強電用ＰＢ
５５５

５５５

以降別図参照

３Ｐ　

ＷＰ－ＳＵＳ

車椅子利用
駐車場
（2台）

既存本館Ｂ棟

※薄線・点線は既存を示す。

既存本館Ａ棟

１階　電灯幹線・動力設備図　Ｓ＝１／１００

Ｅ
ｘ

ｐ
．

ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ

．
ｊ

Ｅｘｐ．ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ

．
ｊ

（Ｒ１１年度工事予定）

（Ｒ５－７年度工事済）

本工事

キープラン

改築範囲
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ＡＹ０

ＡＹ１

ＡＹ２

ＡＹ３

ＡＹ４
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Ｙ１

Ｙ０

（庇）

（
庇

）

（庇）

（
庇

）

会議室

屋
外
テ

ラ
ス

多目的ホール

調理室 作業
訓練室

パソコン室

（大会議）

玄関

車寄せ

クラブ室

ＷＣ

ＤＳ

タラップ

スクリーン

調理実習台

可動間仕切壁

可動間仕切壁

（自動）

ＰＳ

屋
外
テ

ラ
ス

（
庇

）

（庇）

ＵＰ

ＤＷ

事務室２
（障害１１０）

多機能
ＷＣ

常開
特防

脱衣
室

（上部点検通路）

多機能
ＷＣ

屋外テラス

ＥＰＳ

車イス
ＷＣ

ＷＣ

玄関
下足室

廊下

（常開特防）

（常開特防）

器具庫兼卓球室
（防音室）

本館

体育館

アリーナ

空調機械室

消火
ポンプ室

外部物置

ＤＳ

更衣室

倉庫

仮設廊下

事務室１玄関

ポーチ

スポーツ
用具庫

（上部点検通路）

相談室
（１）

相談室
（２）

ポーチ

スロープ１／１２

（中会議）

ホール
（上部ハイサイド）

廊下

スクリーン

シャワー
室

廊下
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A 1 : 1 / 1 0 0    A 3 : 1 / 2 0 0

電灯幹線・動力設備図
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２０２３．３

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事
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株式会社 八洲建築設計事務所
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ＥＭ－ＣＥ１４ｓｑ－３Ｃ（ＰＺ又はＰＶ３０）＜ＨＬ－１～既存Ｌ－２＞・仮設

ＡＡ Ｂ Ｂ

Ｂ

ＥＭ－ＣＥ１４ｓｑ－３Ｃ＜ＨＬ－１～既存Ｌ－２＞・仮設

Ａ

Ａ

Ａ

既存Ｌ－２

弱電
５５５５５５

強電

：（ｍ×１００）Ｗ×（ｍ×１００）Ｗ×（ｎ×１００）Ｈｍｍｎ

記号の末尾にＣの記号を付記したものは隠ぺい部に取り付ける。

特記無き限り露出型ねじ止め式とする。

記号の末尾にＷＰの記号を付記したものは屋外形とする。

記号の末尾にＳＵＳの記号を付記したものはステンレス製とする。

記号の末尾にＶの記号を付記したものは合成樹脂製とする。

プルボックス寸法は下記による。

３３２３３２

３３２３３２

以降別図参照

ＷＰ－Ｖ３３２

ＷＰ－Ｖ３３２

※薄線・点線は既存を示す。

電灯幹線設備図（仮設）　Ｓ＝１／２００

Ｘ７Ｘ６

Ｘ１ Ｘ２’ Ｘ６ Ｘ７Ｘ３’ Ｘ４’

Ｘ５

アリーナ

ＷＣＷＣ

ポーチ

（常開特防）

屋外テラス

プ
ロ

パ
ン

庫

ＷＣ

洗面所

物置

管理人室

６帖
押入

犬走り

踏込 踏込

ＤＷ ＰＳ

ＳＫ

事務室

テラス

Ａ階段

ＤＷ

応接室リネン室

（
庇

）
本館Ａ棟

消火ポンプ室

男子浴

脱衣室 シャワー

室

（手洗い）

温水器 車イス

ＷＣ

多機能

ＷＣ

（冷水器）

玄 関

下足室

玄関

機械室
廊下

玄関

ＤＫ

女子浴

男子

脱衣室

女子便

女子

洗面所

男子

洗 面 所  

男子便

風除室

ＥＬＶ

機械室

体感ルーム

所長室

青森県身体障害者

福祉協会

青森県障害者

社会参加推進センター

玄関ホール

新設体育館 仮設廊下
本館Ｂ棟

器具庫兼卓球室

（防音室）

空調

機械室

ＤＷ

常開
特防

ＵＰ

女子

脱衣室

ＤＷ

Ｂ階段

ＤＷ

消火栓始動装置

シートシャッター

廊下
（将来倉庫）
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A 1 : 1 / 2 0 0    A 3 : 1 / 4 0 0 ２０２３．３

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

電灯幹線設備図（仮設）
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セパレータ

セパレータ

セパレータ

ＡＣ３φ３Ｗ２００Ｖ

ＥＬＣＢ３ＰＡＣＰ－１
エアコン室外機

ＡＣ３φ３Ｗ２００Ｖ

ＥＬＣＢ３ＰＡＣＰ－２
エアコン室外機

合　　計　２１．８４ＫＷ

合　　計　２８．７１ＫＷ

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ

２２５／１２５

ＥＭ－ＣＥＴ６０ｓｑ

２２５／１２５

ＡＣ３φ３Ｗ２００Ｖ

ＭＣＣＢ３Ｐ

ＥＬＣＢ３Ｐ １．６２ＥＬＣＢ３Ｐ１．６２ ５０／２０ ５０／２０

ＥＬＣＢ３Ｐ

ＥＬＣＢ３Ｐ

ＥＬＣＢ３Ｐ１．８０ ５０／２０

ＥＬＣＢ３Ｐ 笠木操作盤
（体育館）

２．４０

６．２４

５０／２０ ５０／０ １．２１

合　　計　１４．８９ＫＷ

２２５／１７５Ａ

ＡＣ３φ３Ｗ２００Ｖ

ＡＣＰ－３
エアコン室外機

ＥＬＣＢ３Ｐ

合　　計　２５．７５ＫＷ

２２５／１５０

５０／４０

ＡＣ３－１－１
エアコン室内機

ヒートポンプ給油器
（ＧＨＰ－１）

ＡＣ３－１－２
エアコン室内機

笠木操作盤
（本館）

全熱交換ユニット
（ＨＥＵ－２０）

２８．７１
（最大３３．７８）

２１．８４
（最大２４．８４）

遮断器 Ｆ／ＡＴ負荷名称
負荷容量

（ＫＷ）
備　　　考

遮断器 Ｆ／ＡＴ負荷名称
負荷容量

（ＫＷ）
備　　　考

負荷容量
Ｆ／ＡＴ

（ＫＷ）
遮断器 負荷名称備　　　考 遮断器 Ｆ／ＡＴ負荷名称

負荷容量

（ＫＷ）
備　　　考

遮断器 Ｆ／ＡＴ負荷名称
負荷容量

（ＫＷ）
備　　　考

屋内露出型既 存 動 力 盤 　 Ｐ － １ 　 単 線 結 線 図

Ｅ

A 1 : 1 / 1 0 0    A 3 : 1 / 2 0 0 ２０２３．３

既存動力盤　Ｐ－１　単線結線図

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事
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ＡＣＧ

ＥＸＧ

ＡＶＲ

Ｖ
－
Ａ
～

Ｖ
～

交流電流計

直流電圧計

交流電圧計

自動電圧調整器

励磁用発電機

三相交流発電機

５１Ｇ

ＣＴ 計器用変流器

サ―マルリレ―

充電器出力用遮断器

充電器入力用遮断器

常時予熱用遮断器

主回路用遮断器

５２Ｈ ヒーター用電磁接触器

８３Ｇ

８３Ｃ 電源切替用電磁接触器（商用）

２７ 停電検出器

Ｆ ヒュ―ズ

電源切替用電磁接触器（発電機）ＭＣＣＢ４

ＭＣＣＢ２

ＭＣＣＢ３

ＭＣＣＢ１

記号 名     称名     称記号名     称記号

仕　　　様　　　書

消防法適合品・非常用予備電源・長時間形用　　　　　途

設　置　場　所

運　転　方　式

屋　　外

全自動・手動方式及び試験スイッチ採用

周囲温度　　：　　－１５～４０℃（寒冷地仕様）

湿　　度　　：　　最高相対湿度　　８５％

高　　度　　：　　１０００ｍ迄（原動機の性能は１５０ｍを標準とする）

使　用　条　件

騒　　音　　値

発　電　機　盤　構　成

エンジン側計測装置

発電機側

冷却水出口温度計

潤滑油圧力計・潤滑油温度計

交流電圧計・交流電流計・直流電圧計

主回路開閉装置・計測装置

自動始動停止装置・保護装置・励磁装置

機側１ｍにおいて　８５ｄＢ　（Ａスケ―ル）平均値

保護・警報装置

油　圧　低　下

水 温 上 昇

始　動　渋　滞

過　　速　　度

過　　電　　流

燃料油最低油量

緊　急　停　止

充電器故障

漏　　　　　油 センサーが検知した場合

充電器が故障した場合

緊急停止押釦を押した時

信号が入力された場合

１１５±５％以上

－５

始動失敗

１１５ 以上％
０

１０１±２℃以上

７８±２０ｋＰａ以下

項　　　　目 動　作　状　態 警　　　報 エンジン停止

エ ン ジ ン 発 電 機　　仕 様 書

エ  ン  ジ  ン 発   電   機

形     式

燃焼室形式

給 気 方 式

冷 却 方 式

シリンダ―数

定 格 出 力

回　転　速　度

始　動　方　式

充　電　方　式

蓄　　電　　池

使　用　燃　料 軽油　燃料タンク所掌外

自動充電方式

セルモ―タ―

１５００ｍｉｎ

６７ｋＷ

６

ラジエータ方式

無過給式

直接噴射式

４サイクル水冷頭上弁式

始     動

耐熱クラス

力     率

回　転　速　度

周  波  数

極     数

相     数

定     格

電     流

電     圧

容     量 ７０ｋＶＡ／５６ｋＷ

２００Ｖ

２０２．０Ａ

３相３線

４Ｐ

５０Ｈｚ

１５００ｍｉｎ

０．８　　（遅れ）

１８０（Ｈ）

４０秒

－１

　　　　　：キュービクル～溶融亜鉛メッキ鋼板使用

　　　　　：ベース～溶融亜鉛メッキ処理

　　　　　：燃料消費量約１９．１Ｌ／ｈ

　　　　　：７２時間以上対応不可

　　　　　：冷却水用受け皿付

　　　　　：擬似負荷接続端子（模擬負荷端子）付

装　置　質　量 約１９９０ｋｇ 塗　　装　　色 ５Ｙ７／１全艶

＊特記仕様：保守運転タイマー付

１時間超（過負荷１１０％３０分）

消防法認定品ＲＥＨ４０－２４Ｖ

－１

     ：ドアストッパー付

     ：発電機本体能力として、７２時間まで連続運転可能（自動オイル補給装置付）

ＡＣＧ

ＡＶＲ
Ｆ１，Ｆ２

ＰＢ，ＮＢ

ＥＸＧ

発電機

オイルパンヒーター

１５０Ｗ
Ｒ１，Ｔ１

冷却水ヒーター

Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４
ＰＭＧ

エンジン
電装品回路

Ｆ

３０ＡＦ／１５ＡＴ

７０ｋＶＡ

３φ３Ｗ ２００Ｖ

５０Ｈｚ １５００ｍｉｎ
－１

スペースヒーター

１ｋＷ ｘ ２

バッテリーヒーター

ＭＡＸ：３０Ｗｘ２

ＳＰＨ１，ＳＰＨ２

ＢＴＨ１，ＢＴＨ２

（６Ｄ１６）

エンジン

自動始動発電機盤

Ｖ

Ｖ

０～５０Ｖ

～

０～３００Ｖ

制御回路

充電器

商用電源より

三相負荷へ

４００ＶＡ

   Ｒ，Ｓ，Ｔ

Ｕ１，Ｖ１，Ｗ１

２７

Ｆ

Ｆ
－

ＭＣＣＢ２

３０ＡＦ／１５ＡＴ

ＭＣＣＢ３

３０ＡＦ／１５ＡＴ

Ａ

ＣＴ

５１Ｇ

３００／５Ａ

０～３００Ａ

～

２５０ＡＦ／２２５ＡＴ
ＭＣＣＢ１

ＭＣＣＢ４

８３Ｇ

２７５Ａ

８３Ｃ

２７５Ａ

５２Ｈ

２０Ａ

ＵＴ，ＶＴ，ＷＴ
擬似負荷接続端子
（３０％）

　蓄電池

ＤＣ２４Ｖ

６００Ｗ

外 形 図
仕様書

単線結線図配管系統図

発電機側
（吸気側）

エンジン側
（排風側）

基　礎　図
※建築工事

ＩＮ

ＯＵＴ

燃料

　燃料送油口１５Ａ
ＪＩＳ１０ｋフランジ

燃料返油口１５Ａ
ＪＩＳ１０ｋフランジ

８
０

入線口
（カバー付）－１２５Ｘ６５Ｘ６

防鳥カバー排気消音器
１００Ａ

吸気

排気

（反操作面ボルト止）

排気出口管監視窓排気消音器カバ－排風ダクト自動シャッタ－

吸気ダクト

Ａ－３１６－２

自動シャッタ－自動シャッタ－

排風

保護金網

排風フード
板厚：２．３ｍｍ

搬送用吊金具
４－φ４０穴

ベース４－φ２８穴
Ｍ２０アンカ－ボルト

操作面側４－Ｍ２０アンカーボルト ベース底板開口エリア

ＧＬ，ＦＬ

電線管立上げ推奨エリア

ベース外郭

ドレン

バルブ

装置内に組込済み

ＳＵＳ可とう管

※破線は、現地配管を示します

フロートスイッチ

ドレン用バルブ

ＳＵＳ燃料可とう管

油　溜　枡 防油堤　タンク容量の１１０％以上

通気管

ウイングポンプ

バルブ

１５Ａ×３００Ｌ

発電装置

燃料タンク

燃料送油管 ＳＧＰ １５Ａ

燃料返油管 ＳＧＰ １５Ａ

ＳＵＳ燃料可とう管

ＳＵＳ燃料可とう管

１５Ａ×３００Ｌ

通気金物

鍵付防水ハンドル

屋外キュ－ビクル（油庫）

Ｅ

A 1 : －    A 3 : － ２０２３．３

発電機設備図

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

１２
ＹＡＳＨ Ｉ ＭＡ　ＡＲＣＨ Ｉ ＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧ Ｉ ＮＥＥＲＳ

株式会社 八洲建築設計事務所
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アンカーピッチ（ベース）図

 防油堤 

（ホース口付）
 ドレン（２０Ａ） 

 ８－φ２１（Ｍ１６） 

 ８－φ２１（Ｍ１６） 

 側圧式液面計 

 水張検査済証 

　 ハンドル　

キーＮｏ．０２００

（１５Ａ ＪＩＳ １０Ｋ）
　燃料戻り口　

 通気口金物（３２Ａ） 

（ホース口付）
 ドレン（２０Ａ） 

（□３００ｘＤ１３０）
　　油溜桝　　

 通線孔（φ５０） 

（１５Ａ ＪＩＳ １０Ｋ）
　燃料送油口　 給油口（２０Ａ） 

 φ９キリ 

（油種：軽油）
 燃料槽（９５０Ｌ）  給油口（６５Ａ） 

ＬＥ ＶＥＬ

（□２５０）

発電装置

（□３００ｘＤ１３０）
　　油溜桝　　

燃料戻り口（１５Ａ） 

燃料送油口（１５Ａ） 

 フロートスイッチ点検孔 

 側圧式液面計 

（
Ｒ
８
０
４
）

 フロートスイッチ座（５０Ａ） 

  防火ダンパー  
（Ｐ－１８ＶＳＱＤ４）

  防火ダンパー  
（Ｐ－１８ＶＳＱＤ４）  ウイングポンプ（２０Ａ） 

 給油口（６５Ａ） 

５２．５ ６９５ ６９５ ６９５ ５２．５

１
８
４
０

２１９０

３
０

１
７
８
０

３
０

４
０
０
０

３０

５

１７８０

１８４０

３０

５

２
７
０

１
０
６
３
．
５

８
５
３
．
２

　  Ａ－１４０－Ｗ－１－１　 
１１６

２３００

２２００

１
５
０

１００

１１６

２
４
１
０

１
４
０

５

５２．５６９５６９５

２１９０

６９５

５

５２．５ ２００ ２００

５
２
０

２
７
０
０

１８５０

２０５０

２
６
７
０

５０

５００

２２００

２３００

１２００

５０

５００

２
０
５
０

１
０
０

１
８
５
０

８
５
０

５
０
０

１
０
０

５
０
０

規定（５％以上、１０％以下）を満足する故、本容量にて可とする。

ＪＩＳ Ｇ ３１０１ 一般構造用圧延鋼板

ＪＩＳ Ｇ ３１０１ 一般構造用圧延鋼板

ＪＩＳ Ｇ ３１０１ 一般構造用圧延鋼板

  ＳＳ４００ （ｔ４．５）

  ＳＳ４００ （ｔ４．５）

  ＳＳ４００ （ｔ６．０）

ＪＩＳ Ｇ ３４５２ 配管用炭素鋼鋼管

ＪＩＳ Ｇ ３１３１ 熱間圧延鋼板

ＪＩＳ Ｇ ３１３１ 熱間圧延鋼板

防油堤

ＪＩＳ Ｇ ３１９２ 熱間圧延形鋼  ＳＳ４００ベース

ＪＩＳ Ｇ ３１９２ 熱間圧延形鋼架台   ＳＳ４００

本体

油庫

タンク用架台

天板

側板

底板

タンク本体

本容量にて充分である。

タンク容量の１１０％（９５０ｘ１．１＝１０４５ Ｌ）以上故、

（２２００－６．４）ｘ（１８５０－６．４）ｘ（２７０－３．２）ｘ１０

計算

結論

結論

空間容量比

空間容量

全容量

材料一覧表

防油堤容量計算書

燃料タンク容量計算書

＝ １１９１ ｘ ８４１ ｘ １０５３ ｘ １０    ＝ １０５４．７ Ｌ

（１２００－９）ｘ（８５０－９）ｘ（１０６３．５－１０．５）ｘ１０

１０５４．７ － ９５０ ＝ １０４．７ Ｌ

＝ ２１９３．６ ｘ １８４３．６ ｘ ２６６．８ ｘ １０    ＝ １０７９ Ｌ

  ＳＰＨＣ （ｔ２．３）

  ＳＰＨＣ （ｔ３．２）

１０４．７ ÷ １０５４．７ ｘ １００（％） ＝ ９．９３％

概算重量：約１６００ｋｇ（乾燥）

※ベースは、溶融亜鉛メッキを施し、塗装はしない。

上塗り

２液形アクリルウレタン樹脂塗料。（膜厚４０μ以上）

塗装色

マンセル、５Ｙ７／１（全ツヤ）とする。

※積雪対応屋根とする事。

塗　　装（重耐塩害塗装）

パイプ   ＳＧＰ

配管

素地調整

下塗り

錆、汚れ、付着物を除去し、脱脂を行う。

エポキシ樹脂さび止め塗料。（膜厚６０μ以上）

研磨

全面をディスクサンダーで研磨する。

－６

－６

－６

－６

１５，１５

ＯＳ
ＯＲ

発電機・オイルタンク 廻 り

４ＦＪ（ＳＵＳ）－１５（ＯＳ・ＯＲ）

※屋外露出となる油送配管は
　積雪等を考慮し施工すること。

発電機

発電機用

（軽油９５０Ｌ）

トラフ

オイルタンク

プルボックス
ＳＳ５００×５００×５００
ＳＵＳ－ＷＰ

配管計画図　Ｓ＝１／１００

キュービクル

的　場

ブロアー庫

フェンスＨ１．８ｍ

隣
地

境
界

線

８０００ ４０００ ４０００

Ｅ

A 1 : －    A 3 : － ２０２３．３

９５０Ｌ燃料小出槽参考姿図

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

１３
ＹＡＳＨ Ｉ ＭＡ　ＡＲＣＨ Ｉ ＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧ Ｉ ＮＥＥＲＳ
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ＣＨ

ＣＨ
屋外　耐塩

６ＫＶ　ＣＥＴ３８ｓｑ（ＥＥ）

注記
１ ．警報電源はニッケルカ ド ミウム電池 （ １ ０分容量 ）
　 　 Ｄ Ｃ ２ ４ Ｖ整流装置付とする 。
２ ．表示ランプチェ ッ ク回路を設ける 。
３ ． ブザーは３ ０分の停止回路 （ タ イマー ） を設ける 。

漏電警報器

直列リアクトル

配線用遮断器トリップ（一括）

電灯変圧器

動力変圧器

スコット変圧器
Ｎｏ １

項　　 　　 　目

配　電　盤

表示ランプ ブザー

故障表示項目 下記の項目を複合型防災盤に表示する 。

外部端子
複合型防災盤

デマンド監視盤

限流ヒューズ溶断

Ｅ３８ｓｑ×１　（ＰＥ２２）

ＥＢ

警報付

ＳＲ６％

Ｅ１４ｓｑ×１　（ＰＥ１６）

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

３
Ｐ

２
２

５
／

２
２

５
Ａ

コ
ン

デ
ン

サ

Ｐ
－
１

Ｐ
－
２

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

３
Ｐ

４
０

０
／

３
０

０
Ａ

自
家

用
発

電
機

エ
ア

コ
ン

室
外

機
　

Ａ
Ｃ

Ｐ
－

１

エ
ア

コ
ン

室
内

機
　

Ａ
Ｃ

Ｐ
－

２

エ
ア

コ
ン

室
内

機
　

Ａ
Ｃ

Ｐ
－

３

Ｐ
－

１

電
熱

操
作

盤

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

３
Ｐ

１
０

０
／

１
０

０
Ａ

Ｐ
－
３

Ｐ
－
４

Ｐ
－
５

Ｐ
－
６

Ｐ
－
７

Ｐ
－
８

Ｇ
－
４

警報付

警報付

ＣＴ
１００／５Ａ
　　　　×２　　　　×２

Ｆ

１００／５Ａ
ＣＴ

警報付

Ｆ

ＣＴ

Ｆ

ＭＣＣＢ
３Ｐ２２５／１７５Ａ

Ｇ
－
１

ＰＣＳ×２
ＰＣ　７．２ＫＶ１５Ａ

１φＴ
５０ＫＶＡ
６，６００Ｖ／２１０Ｖ

警報付

Ｌ
－
１

Ｌ
－
２

Ｌ
－
３

Ｌ
－
４

Ｌ
－
５

Ｈ
Ｌ

－
１

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

３
Ｐ

２
２

５
／

２
２

５
Ａ

Ｔ
Ｌ

－
１

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

３
Ｐ

１
０

０
／

７
５

Ａ

Ｌ
Ｇ

Ｒ
電

源
Ｍ

Ｃ
Ｃ

Ｂ
２

Ｐ
５

０
／

２
０

Ａ

所
内

電
源

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

２
Ｐ

５
０

／
２

０
Ａ

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

３
Ｐ

１
０

０
／

７
５

Ａ
電

灯
分

電
盤

　
Ｈ

Ｌ
－

１

所
内

電
源

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

２
Ｐ

５
０

／
２

０
Ａ

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ

Ｅ
Ｔ

２
０

０
ｓ

ｑ

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ

Ｅ
Ｔ

１
０

０
ｓ

ｑ

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ

Ｅ
Ｔ

３
８

ｓ
ｑ

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ

Ｅ
Ｔ

２
２

ｓ
ｑ

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

３
Ｐ

１
０

０
／

１
０

０
Ａ

ＬＢＳ　７．２ＫＶ
ストライカ式
ＰＦ．Ｇ５０Ａ

ＬＢＳ　７．２ＫＶ
ストライカ式
ＰＦ．Ｇ４０Ａ

Ｆ

消
火

栓
ポ

ン
プ

Ｇ
－
５

Ｅ
Ｌ

Ｃ
Ｂ

３
Ｐ

１
０

０
０

／
７

５
Ａ

Ｆ
Ｐ

・
Ｃ

２
２

ｓ
ｑ

－
３

Ｃ

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

３
Ｐ

２
２

５
／

１
２

５
Ａ

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ

Ｅ
Ｔ

１
０

０
ｓ

ｑ

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ

Ｅ
Ｔ

６
０

ｓ
ｑ

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

３
Ｐ

２
２

５
／

１
２

５
Ａ

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

３
Ｐ

２
２

５
／

１
５

０
Ａ

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ

Ｅ
Ｔ

１
０

０
ｓ

ｑ

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

３
Ｐ

５
０

／
５

０
Ａ

電
灯

分
電

盤
　

Ｔ
Ｌ

－
１

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ

Ｅ
Ｔ

２
２

ｓ
ｑ

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

３
Ｐ

５
０

／
５

０
Ａ

予
　

　
備

Ｇ
－
２

Ｇ
－
３

ＥＡＤ

ＺＣＴ

Ｆ ＶＳ

ＡＳ

ＣＴ×２

ＺＣＴ

ＺＣＴＺＣＴ

Ｆ ＶＳ

ＡＳ
ＣＴ×２

マルチ指示計マルチ指示計

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ

Ｅ
Ｔ

１
０

０
ｓ

ｑ
Ｍ

Ｃ
Ｃ

Ｂ
３

Ｐ
２

２
５

／
１

２
５

Ａ

ＳＣ　油入
５３．２Ｋ
ｖａｒ

ＡＣ３φ３Ｗ６，６００Ｖ５０Ｈｚ

ＰＡＳ
７ ．２ＫＶ３ Ｐ２ ００ Ａ
ＶＴ ・ Ｌ Ａ内蔵型

ＯＣＧＲ

既設　６ＫＶ　ＯＣ３８ｓｑ×３

既
存

Ｌ
－

１
・

４
Ｍ

Ｃ
Ｃ

Ｂ
３

Ｐ
１

０
０

／
７

５
Ａ

既
存

Ｐ
－

１

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ

Ｅ
３

８
ｓ

ｑ

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ

Ｅ
２

２
ｓ

ｑ
－

３
Ｃ

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ

Ｅ
３

８
ｓ

ｑ
－

３
Ｃ

スコットＴｒ　２０ＫＶＡ
Ｐ：３φ３Ｗ２１０Ｖ
Ｓ：１φ３Ｗ２１０／１０５Ｖ　×２
油入型

３φＴ
２００ＫＶＡ
６，６００Ｖ／２１０Ｖ

Ｖ

Ａ

Ｖ

Ａ

Ｖ

Ａ

ＬＧＲ２

Ｖ

Ａ

ＬＧＲ２

ＥＬＥＬ

Ｖ

Ａ

Ｉ 　＞

ＶＣＴ ＷＨ

高圧受電盤

既設第１柱

低圧電灯盤 非常用配電盤

発電設備

低圧動力盤

既設第２柱
※既設第２柱へ計器用変圧変流器及び積算電力量計取付
（取付け電力側）

最大需要
電流計

（警報接点付）
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ロードヒーティング設備仕様

電 源 種 別

設 計 発 熱 量

布 設 面 積

電 力 量

ユ ニ ッ ト 番 号

1ﾕﾆｯﾄ

面 積

電 力 量

電 流

発 熱 線 種 別

発 熱 線 規 格

発 熱 線 折 曲 ﾋ ﾟ ｯ ﾁ

ﾕ ﾆ ｯ ﾄ 数

制 御 区 分

制 御 方 式

制御

U

mm

A

Kw

m2

Kw

m2

W/m2 250

3φ　 3W 　200V

113.9

28.74

RH-2～7

17.3

4.37

21.85

HC-37（強力型）

(ISO9001･14001取得工場またはT-EMS取得工場による国内製品)

JIS　C　3651　附属書第二発熱線

6

70

1

70

1

路面温度および水分検知による自動制御運転

HC-110（強力型）

12.6

2.52

10.1

RH-1

既存タンク

既存タンク

既存タンク

新設浄化槽

新設

ブロア庫

既存タンク

配線・配管表

保護管

(PF22×2)

(PF22)

(PF22)

(PF22×5)

（Ａ）

記　号 ケーブル

VCTF23NX 0.75゜-3C

W

T

（Ｂ） RHVVP 5.5゜-1Cx10

2PNCT 1.25゜-4C

RHVVP 5.5゜-1Cx4

：（ｍ×１００）Ｗ×（ｍ×１００）Ｗ×（ｎ×１００）Ｈｍｍｎ

記号の末尾にＣの記号を付記したものは隠ぺい部に取り付ける。

特記無き限り露出型ねじ止め式とする。

記号の末尾にＷＰの記号を付記したものは屋外形とする。

記号の末尾にＳＵＳの記号を付記したものはステンレス製とする。

記号の末尾にＶの記号を付記したものは合成樹脂製とする。

プルボックス寸法は下記による。

最寄りのＰ・ＢＯＸ迄とする

ＢＡ

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ（ＰＦ２２）＜電熱操作盤～ＲＨ－１＞

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ（ＰＦ２２）＜電熱操作盤～ＲＨ－２＞

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ（ＰＦ２２）＜電熱操作盤～ＲＨ－３＞

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ（ＰＦ２２）＜電熱操作盤～ＲＨ－４＞

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－２Ｃ（ＰＦ２２）＜電熱操作盤～ＲＨ－５＞

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ｓｑ－４Ｃ（ＰＦ２２）＜温度制御装置～水分電極＞

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ｓｑ－３Ｃ（ＰＦ１６）＜温度制御装置～白金測温抵抗体＞

新設
キュービクル

笠木操作盤（本館）

電熱操作盤

既存変電設備

既存浄化槽

40　保護モルタル

20　均しモルタル
10　磁器タイル

下地ｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾋｰﾃｨﾝｸﾞｹｰﾌﾞﾙ

7
0

水分電極

白金測温抵抗体

Ｔ

Ｗ

ＲＨ－２

ＲＨ－１

ＲＨ－７

ＲＨ－６
ＲＨ－５ＲＨ－４

ＲＨ－３

３３２

車椅子利用
駐車場
（２台）

既存本館Ａ棟

既存本館Ｂ棟

既存本館Ａ棟

１階　電熱設備図　Ｓ＝１／２００

舗装断面図（参考）　※別途建築工事
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保護管

ロールカシメ

ＳＵＳ３０４

 ＶＣＴＦ２３ＮＸ ０．７５ｓｑ－３ｃ
耐熱ビニール被覆

（強力型発熱線断面構造） Ｊ ＩＳＣ３６ ５１ 　附属 書第 二種 発熱線

２

仕上外径 　　　　ｍｍ

材質　　

外径　　ｍｍ

厚さ　　ｍｍ

凹部　　ｍｍ

凸部　　ｍｍ

公称断面積　ｍｍ

構成本／ｍｍ

ＥＰゴム絶縁体

耐熱ビニルシース

色

発熱抵抗体

発熱線種別

厚さ　　ｍｍ耐熱ビニル保護層

色

概算重量　　　　　　　　ｋｇ／ｋｍ

標準抵抗　　　　　　 Ω／Ｋｍ　　２０℃

耐熱ビニルシース

発熱抵抗体

ＥＰゴム絶縁体

耐熱ビニル保護層

◆ 強力型発熱線断面図

ＨＣ－ １１ ０Ｐ

７／ ０．５

１ ．３７

銅ニッケル

１． ５

０． ８

１ ．２

１ ．７

黄

１． ０

黒

８． ５

１１ ０．８

７ ７．０

Ｈ Ｃ－ ３７Ｐ

７／ ０． ５

１．３ ７

銅ニッケル

１ ．５

０ ．８

１ ．０

青

８ ．５

３７

７７． ０

口 出金 具

内 蔵ヒ ータ

電 極

外  枠

リ ード ケー ブル

エ ポキ シ樹 脂

２ ＰＮ ＣＴ  １． ２５ ｓｑ ×４ ｃ

内 蔵ヒ ータ

◆リード線断面図

耐熱ビニルシース

耐熱ビニル絶縁体

導体

＜ リード線 （ＲＨＶＶＰ） 断面構造 ＞

ＪＩＳＣ３６５１ 附属書　接続用電線

赤

５．５

５．５

３．０

１．０

１．５

８．０

７／１．０７

耐熱ビニルシースの色

２

２サイズ　　ｍｍ

導体

仕上外径

耐熱ビニルシース

耐熱ビニル絶縁体

　　　　ｍｍ

厚さ　　ｍｍ

厚さ　　ｍｍ

公称断面積　ｍｍ

構成本／ｍｍ

外径　　ｍｍ

ヒー ティ ングケ ーブ ル

ガ ムテー プ 又 は ク ラフ トテー プ

接 　続　 部

リ ードケ ーブ ルピ ッチ （Ｐ）

バル コテープ １／２ 重ね ２回巻

エフ コテープ２ 号１ ／２重 ね２ 回巻

圧 着スリ ーブ Ｐ ＶＣ テープ

ヒー ティン グケ ーブル （強 力型）

リー ドケ ーブル

Ｍ８　タップ

記　号 記　入　文　字

Ｎ　Ｐ

基板　　ｔ２．３

Ｎ　　Ｐ

ＷＬ ＯＬ

ＥＴ（接地端子）

ハンドル

使用材質

ＣＯＳ 手動　切　自動

ＣＰ１

扉　　　ｔ１．６

函体　　ｔ１．６

右　側　面　図

Ｃ　Ｈ

正　面　図

ＷＬ 電　源

ＯＬ 漏　電

ＲＬ 運　転

ＫＨ－１００

ＣＯＳ １

ＣＰ １

ＲＬ

電熱操作盤

ＲＨ－１～７

１５

Ｌ５０

φ
９

４０φ １２ ０

φ
２

６

１６１

１００

１
５

０

１
６

０

１００

１
２

０

６００ ２５０

１
０

０
０

ユ ニット 長さ （ｌ）

ユ ニット 占有 長さ（ Ｌ＝ ｌ＋Ｐ ）

ユ
ニ

ッ
ト

巾

ユ
ニ

ッ
ト

占
有

巾

φ
７

４
０

ＷＬ　電源

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＢ１

ＭＣ

ＯＬ　漏電

Ｒ０１
ＡＬＸ

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＢ２

３０ｍＡ　ＡＬ付３０ｍＡ　ＡＬ付 ３０ｍＡ　ＡＬ付 ３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＢ３ ＥＬＢ４ ＥＬＢ５ ＥＬＢ６

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＢ７

ＵＶ１ ＶＷ２ ＵＷ３ ＵＶ４ ＶＷ５ ＵＷ６

ＭＣＢ　Ｓ１

操作電源

ＲＣ．ＳＣ

２Ｐ３０ＡＦ／１０ＡＴ

１２０Ａ

２Ｐ３０ＡＦ／３０ＡＴ２Ｐ３０ＡＦ／２０ＡＴ ２Ｐ３０ＡＦ／３０ＡＴ ２Ｐ３０ＡＦ／３０ＡＴ ２Ｐ３０ＡＦ／３０ＡＴ ２Ｐ３０ＡＦ／３０ＡＴ ２Ｐ３０ＡＦ／３０ＡＴ

ＵＶ７

２．５２ｋＷ ４．３７ｋＷ ４．３７ｋＷ ４．３７ｋＷ ４．３７ｋＷ ４．３７ｋＷ ４．３７ｋＷ

ＲＨ－１ ＲＨ－２ ＲＨ－３ ＲＨ－４ ＲＨ－５ ＲＨ－６ ＲＨ－７

３φ３Ｗ　２００Ｖ　５０ＨＺ

Ｒ．Ｓ．Ｔ

Ｒ１、ＳＦ：３Ａ

ＭＣＢ０

ＥＬＢ１～７（ＡＬ）

３Ｐ２２５ＡＦ／１２５ＡＴ

接 続 部 図ヒーティングケーブルユニット図リードケーブル断面図ヒーティングケーブル断面図

白金測温抵抗体 （Ｐ型） 水分電極（Ｎ４０Ｔ型） 自動制御装置（ＦＲＣ－Ｈ３）

特記仕様書

電熱操作盤　外形図（参考）

電熱操作盤　主回路接続図

１．

２．

３．

４．

５．

この特記仕様書に定めのない材料の規格は、『公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）』の定めによる。

材料の検査については、『公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）』の定めによるものとするが、これによりがたい

場合には事前に提出して承諾を得たメーカー社内規格によることが出来るものとする。

この工事に使用する材料で監督員が必要と認めた場合には、あらかじめ試験成績書または見本等を提出し、監督員の承諾

を得た後、これを使用すること。

施工に先立ち、融雪設備工で使用する材料に関する資料を事前に提出し、承諾を得ること。

品質の確保を目的とした立会いによる検査実施が容易な製造場所とする。（日本国内に限る）

（１）ヒーティングケーブル

６．

設備の長期的な品質確保のため、上記及び下記に該当しない製品は使用しないこと。

違反した場合、請負者の責任において改修すること。

１．材料について

① ロードヒーティング用発熱線は二重外装を施した強力型発熱線（第二種発熱線）とする。

②

③

④

⑤

ＩＳＯ９００１・１４００１取得工場またはＴ－ＥＭＳ取得工場による国内メーカー製品とする。

発熱線の長期的な品質確保のため、県内における官公庁の施工実績が２０年程度のある製造者の発熱線とする。

（２）リードケーブル

①

②

③

④

⑤

耐熱シース層を備えた構造のものとする。

アスファルト舗装内へ直接埋設して使用できるものとする。

ＪＩＳ Ｃ ３６５１（ヒーティング施設の施工方法）接続用電線に適合するものとする。

ＩＳＯ９００１・１４００１取得工場またはＴ－ＥＭＳ取得工場の国内メーカー製品とする。

耐熱線の長期的な品質確保のため、県内における官公庁の施工実績が２０年程度のある製造者の耐熱線とする。

（参考：三菱電線工業（株）、古河電気工業（株）、北日本電線（株））

自己制御型ヒーターはコンクリート内に直接埋設して使用できるものとする。

（参考：三菱電線工業（株）、古河電気工業（株）、北日本電線（株）、（株）フジクラ）

①

（３）自動制御装置

② 比例制御が可能なものとする。

各運転モードに移行し、各モードの設定温度に応じた路面温度を維持する装置とする。

本装置は別置きの路面水分検知器、路面温度測温体から得る気象および舗装内状況、路面状況に応じて

①

②

測温体はＪＩＳ Ｃ １６０４ 白金測温抵抗体に準じるものとする。

路面に埋設して使用できるものとする。

温度測温体（４）

路面水分検知器

①

②

電極式ヒーター内蔵型とする。

路面に埋設して使用できるものとする。

（５）

大手電線メーカー製品にて算出しています。（参考：三菱電線工業㈱、古河電気工業㈱、北日本電線㈱等 ）

本設計における主要材料は、ＪＩＳ規格準拠およびＩＳＯ９００１・１４００１取得工場またはＴ－ＥＭＳ取得工場の国内主

２．品質管理について

（１）設計図面を遵守すること。変更部分に関しては監督員の承諾を得るものとする。

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

ヒーティングユニットの絶縁抵抗、導体抵抗測定を下記の工程時に実施すること。

①

②

③

絶縁抵抗値においては長期的な品質確保のため、工事完了後は監督員の立会いのもと測定を実施すること。絶縁抵

抗計１０００Ｖレンジ測定で１００ＭΩ以上導体抵抗値は規格値の±１０％内とする。（内線規定等の他の規定は適用外とする。）

ヒーティングユニットおよびリードケーブルの保証期間は３年とする。

上記以外の材料の保証期間は１年とする。

工事完了後３年以内に絶縁抵抗値が１０ＭΩ未満のヒーティングユニットは、発注者または管理者と協議の上、請負者

の責任において速やかに改修すること。

ただし、発注者または管理者立会いのもと原因が施工時によるものではないと認められる場合は、この限りではない。

ただし、発注者または管理者立会いのもと原因が施工時によるものではないと認められる場合は、この限りではない。

ヒーティングユニット布設完了後

ヒーティングユニット埋設後

ヒーティング設備工事完了時

の上、改修が必要と判断された場合は、請負者の責任において速やかに改修すること。

工事完了後３年以内に絶縁抵抗値が１００ＭΩ未満～１０ＭΩ以上のヒーティングユニットは、発注者または管理者と協議

（強力型） （強力型） （参考）

発熱線はＪＩＳ Ｃ ３６５１に準じるものとする。

予熱・凍結防止モード機能

Ｅ

A 1 : 1 / 1 0 0    A 3 : 1 / 2 0 0 ２０２３．３

電熱設備機器図（ロードヒーティング）

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

１７
ＹＡＳＨ Ｉ ＭＡ　ＡＲＣＨ Ｉ ＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧ Ｉ ＮＥＥＲＳ

株式会社 八洲建築設計事務所

S CA L E ＤＡ ＴＥ

一級建築士2 8 4 5 6 1号　　鈴木雄二



：（ｍ×１００）Ｗ×（ｍ×１００）Ｗ×（ｎ×１００）Ｈｍｍｎ

記号の末尾にＣの記号を付記したものは隠ぺい部に取り付ける。

特記無き限り露出型ねじ止め式とする。

記号の末尾にＷＰの記号を付記したものは屋外形とする。

記号の末尾にＳＵＳの記号を付記したものはステンレス製とする。

記号の末尾にＶの記号を付記したものは合成樹脂製とする。

プルボックス寸法は下記による。

C

C

CC

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－３Ｃ（ＰＦ２２）＜笠木操作盤（本館）からＫＨ－１＞

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－３Ｃ（ＰＦ２２）＜笠木操作盤（本館）からＫＨ－３－１＞

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－３Ｃ（ＰＦ２２）＜笠木操作盤（本館）からＫＨ－３－２＞

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－３Ｃ（ＰＦ２２）＜笠木操作盤（本館）からＫＨ－２＞

C

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－３Ｃ（ＰＦ２２）＜笠木操作盤（本館）からＫＨ－４＞

ＥＭ－ＣＥ３．５ｓｑ－３Ｃ（Ｅ３５）＜笠木操作盤（本館）からＫＨ－４＞

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ｓｑ－３Ｃ（ＰＦ１６）＜温度制御装置～白金測温抵抗＞

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ｓｑ－３Ｃ（Ｅ１９）＜温度制御装置～白金測温抵抗＞

ＥＭ－ＣＥＥ１．２５ｓｑ－３Ｃ（ＰＦ１６）＜温度制御装置～白金測温抵抗＞

笠木操作盤（本館）

電熱操作盤

既存変電設備

既存浄化槽

２２１ ２２１２２１

２２１

２２１

２２１

２２１

２２１

２２１

２２１

２２１

車椅子利用
駐車場
（2台）

既存本館Ａ棟

既存本館Ｂ棟

既存本館Ａ棟

電熱設備図（笠木）　Ｓ＝１／２００

Ｅ
ｘ

ｐ
．

ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ

．
ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ

．
ｊ

Ｅｘｐ．ｊ

（Ｒ５－７年度工事済）

本工事

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

キープラン

改築範囲

N

ＡＸ０ ＡＸ１ ＡＸ２ ＡＸ３ ＡＸ４ ＡＸ５ ＡＸ６

Ｘ６Ｘ７

ＢＸ０ ＢＸ１ ＢＸ２ ＢＸ３ ＢＸ４ ＢＸ５ ＢＸ６ ＢＸ７

Ｘ１Ｘ６

Ｘ５

Ｘ７

ＢＹ０

ＢＹ１

ＢＹ２

ＢＹ３

ＡＹ０

ＡＹ１

ＡＹ２

ＡＹ３

ＡＹ４

Ｙ６

Ｙ２

Ｙ１

Ｙ０

（庇）

（
庇

）

（
庇

）

（庇）

会議室

屋
外
テ

ラ
ス

事務室１

玄関

多目的ホール

調理室 作業
訓練室 （大会議）

廊下

ポーチ

車寄せ 外部物置

クラブ室

ＷＣ

ＤＳＤＳ

タラップ

スクリーン

調理実習台

可動間仕切壁

可動間仕切壁

（自動）

（自動）

ＰＳ

屋
外
テ

ラ
ス

（上部点検通路）

（
庇

）

（庇）

スロープ１／１２

ＵＰ

仮設廊下

ＤＷ

スポーツ
用具庫

事務室２
（障害１１０）

多機能
ＷＣ

常開
特防

シャワー
室

脱衣
室

（上部点検通路）廊下

多機能
ＷＣ

屋外テラス

ＥＰＳ

車イス
ＷＣ

ＷＣ

廊下

アリーナ

空調機械室

消火
ポンプ室

（常開特防）

（常開特防）

ポーチ

倉庫

器具庫兼卓球室
（防音室）

本館

体育館

更衣室

パソコン室

（中会議）

ホール
（上部ハイサイド）

玄関
下足室

相談室
（１）

相談室
（２）

玄関

１２，０００ ８，０００ ８，１００ ５，４００

２，５００

４３，５００

１０，０００

７，５００４，０００ ８，０００ ４，０００ ４，０００ ４，０００ ３，０００６，５００

１，３００１，０８０ ５，１２０

１，３００ ４，９００３，８００

８，０００ １０，３００
３，０６０

２，０００

４，０００ ８，０００ ４，０００ ４，０００ ３，５００ １，１００ ６，０００

３，３５０２，６５０

２８，１００ ３８，４００

６６，５００

５，４００ ５，４００ ５，４００ ５，４００ ５，４００ ５，４００

１６，２００１６，２００

２，２００３，８００

１，６００２，４００２，０００

３，５００

３６０ ３６０２，０００ ３，４００６，５００

２００ ６，３００

３１，２００８，０００ ７００

３
，
５
０
０

５
，
０
０
０

１
０
，
５
０
０

２
５
，
０
０
０

２
５
，
４
０
０

５
，
４
０
０

３
，
５
０
０

２
０
，
０
０
０

２
，
０
０
０

１
，
５
０
０

５
３
，
９
０
０

６
，
０
０
０

１
５
，
５
０
０

１
１
，
０
０
０

９
，
０
０
０

２
，
４
０
０３
５
０

３
，
２
５
０

２
，
７
５
０

２
５
５

９
０
０

１
，
０
０
０

４
，
７
５
０

４
，
７
５
０

５
，
５
０
０

７
，
０
０
０

２
５
，
０
０
０

２
８
，
９
０
０

５
，
４
０
０

５
，
０
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電熱設備図（笠木）
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C

C C
T

白金測温抵抗体

白金測温抵抗体

T

C

C（KH-3-1～KH-3-2）渡り配管（PF22×1）

１ユニット

電源種別

設計発熱量

布設面積

電力量

ｍ2

Ｋｗ

ユニット番号

面積

電力量

ｍ2

Ｋｗ

Ｗ／ｍ2

電流 Ａ

発熱線種別

ＫＨ－１ ＫＨ－２

５．３８９．３６

２．３４

１１．７

７．６３

１．９１

９．５５

ＫＨ－３

１．３４

６．７

ＫＨ－４

２．５９

０．６５

３．２５

発熱線規格

発熱線折曲ピッチ ｍｍ

ユニット数

制御区分

制御方式

Ｕ

４０

１

４０

１

１

４０

１

４０

１

１

（標準型） （標準型） （標準型） （標準型）

（ＩＳＯ９００１・１４００１取得工場またはＴ－ＥＭＳ取得工場による国内製品）

ＪＩＳ　Ｃ　３６５１　附属書第二発熱線

制御

笠木ヒーター断熱材規格
国土交通省  ＮＭ－１１９６，ＮＭ－０７５８  不燃材認定品　

折板構造体  屋根３０分耐火　　ＦＰ０３０ＲＦ－９３２６認定品

２５０

３φ　  ３Ｗ  　２００Ｖ

２４．９６

６．２４

笠木面温度による自動制御運転

ＨＣ－７３ ＨＣ－１１０ ＨＣ－２２０ ＨＣ－９５０

ＶＣＴＦ２３ＮＸ  ０．７５゜－３Ｃ

配線・配管表

（ＰＦ２２）

記　号 ケーブル 保護管

Ｔ

ＲＨＶＶ  ３．５゜－１Ｃｘ２，Ｅ２．０

（ＰＦ１６）

（Ｃ）

最寄りのＰ・ＢＯＸ迄とする

KH-2KH-1

KH
-3

-1

KH-3-2

KH
-4

両面テープ（本工事）

均熱板（不燃断熱材一体型）
（本工事）

ヒーティングケーブル（本工事）

屋根伏せ　電熱設備図（笠木）　Ｓ＝１／２００

笠木ヒーティング断面図（参考）

笠木ヒーティング設備仕様

Ｅｘｐ．ｊ

（Ｒ５－７年度工事済）

本工事

（Ｒ１１年度工事予定）

キープラン

改築範囲

N

BY0
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BY2

BY3

AY4

BX0 BX1 BX2 BX3 BX4 BX5 BX6 BX7

AY0

AY1

AY2

AY3

AY4

AX0 AX1 AX2 AX3 AX4 AX5 AX6

本館

体育館

RD：ステンレス製100φ防雪キャップ付

屋上放流

タラップ

吹抜：ハイサイド

RD

RD

タラップ

タラップ

点検用通路

RD

吹抜：アリーナ

点検用通路
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A 1 : 1 / 1 0 0    A 3 : 1 / 2 0 0

屋根伏せ　電熱設備図（笠木）
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２００６００

５０

１５

Ｌ

φ
９

４８．０

４
８

．
０

７１．５６．７

８５．７

７８．２

９２．４

４
４

．
８

φ
７

Ｎ　　Ｐ

ＷＬ ＯＬ

Ｃ　Ｈ

８
０

０

ＲＬ １ ２

ＣＰ １ ２

ＣＯＳ １ ２

３

３

３

断 面

平 面

Ｆ：３Ａ

ＷＬ　電源

Ｒ０１

Ｒ１．Ｓ

Ｒ.Ｓ.Ｔ

３φ３Ｗ　２００Ｖ　５０ＨＺ

ＯＬ　漏電

ＡＬＸ

ＶＷ２ＵＶ１ ＵＷ３

ＭＣ１

ＵＶ４

ＥＬＢ１～６（ＡＬ）

ＭＣＢ０

ＭＣ２
２０Ａ３２Ａ

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＢ１

３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＢ２

３０ｍＡ　ＡＬ付 ３０ｍＡ　ＡＬ付

ＥＬＢ３ ＥＬＢ４
２Ｐ３０ＡＦ／２０ＡＴ

３Ｐ５０ＡＦ／４０ＡＴ

２Ｐ３０ＡＦ／１５ＡＴ ２Ｐ３０ＡＦ／１５ＡＴ ２Ｐ３０ＡＦ／１５ＡＴ

ＫＨ－１ ＫＨ－２ ＫＨ－３ ＫＨ－４

２．３４ｋＷ １．９１ｋＷ １．３４ｋＷ ０．６５ｋＷ

ＲＣ．ＳＣ

操作電源

ＭＣＢ　Ｓ１
２Ｐ３０ＡＦ／１０ＡＴ

特記仕様書

白金測温抵抗体 （Ｐ型）接 続 部 図 温度調節器（ＰＸＦ４）

笠木ヒーター

断熱材：国土交通省　ＮＭ－１１９６、ＮＭ－０７５８　不燃材認定品

　　　　折板構造体　屋根３０分耐火　ＦＰ０３０ＲＦ－９３２６認定品

リードケーブル断面図ヒーティングケーブル断面図

笠木ヒーティング操作盤　外形図（参考）

笠木ヒーティング操作盤　主回路接続図

（３）

１．

２．

３．

４．

５．

この特記仕様書に定めのない材料の規格は、『公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）』の定めによる。

材料の検査については、『公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）』の定めによるものとするが、これによりがたい

場合には事前に提出して承諾を得たメーカー社内規格によることが出来るものとする。

この工事に使用する材料で監督員が必要と認めた場合には、あらかじめ試験成績書または見本等を提出し、監督員の承諾

を得た後、これを使用すること。

施工に先立ち、融雪設備工で使用する材料に関する資料を事前に提出し、承諾を得ること。

品質の確保を目的とした立会いによる検査実施が容易な製造場所とする。（日本国内に限る）

（１）ヒーティングケーブル

６．

設備の長期的な品質確保のため、上記及び下記に該当しない製品は使用しないこと。

違反した場合、請負者の責任において改修すること。

１．材料について

①

②

③

本設計における主要材料は、ＪＩＳ規格準拠およびＩＳＯ９００１・１４００１取得工場またはＴ－ＥＭＳ取得工場の国内主大手電線メー

カー製品にて算出しています。（参考：三菱電線工業㈱、古河電気工業㈱、北日本電線㈱等 ）

（２）リードケーブル

①

②

③

④

⑤

耐熱シース層を備えた構造のものとする。

アスファルト舗装内へ直接埋設して使用できるものとする。

ＪＩＳ Ｃ ３６５１（ヒーティング施設の施工方法）接続用電線に適合するものとする。

ＩＳＯ９００１・１４００１取得工場またはＴ－ＥＭＳ取得工場の国内メーカー製品とする。

耐熱線の長期的な品質確保のため、県内における官公庁の施工実績が２０年程度のある製造者の耐熱線とする。

（参考：三菱電線工業（株）、古河電気工業（株）、北日本電線（株））

温度調節器

① 本装置は別置きの温度測温体から得る温度と連動し、設定温度に応じた温度を維持する装置とする。

①

②

測温体はＪＩＳ Ｃ １６０４ 白金測温抵抗体に準じるものとする。

路面に埋設して使用できるものとする。

温度測温体（４）

ＩＳＯ９００１・１４００１取得工場またはＴ－ＥＭＳ取得工場による国内メーカー製品とする。

発熱線の長期的な品質確保のため、県内における官公庁の施工実績が２０年程度のある製造者の発熱線とする。

（参考：三菱電線工業（株）、古河電気工業（株）、北日本電線（株））

笠木ヒーティング用発熱線は普通型発熱線（第二種発熱線）とする。

④

２．品質管理について

（１）設計図面を遵守すること。変更部分に関しては監督員の承諾を得るものとする。

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

ヒーティングユニットの絶縁抵抗、導体抵抗測定を下記の工程時に実施すること。

①

②

③

絶縁抵抗値においては長期的な品質確保のため、工事完了後は監督員の立会いのもと測定を実施すること。絶縁抵

抗計１０００Ｖレンジ測定で１００ＭΩ以上導体抵抗値は規格値の±１０％内とする。（内線規定等の他の規定は適用外とする。）

ヒーティングユニットおよびリードケーブルの保証期間は３年とする。

上記以外の材料の保証期間は１年とする。

工事完了後３年以内に絶縁抵抗値が１０ＭΩ未満のヒーティングユニットは、発注者または管理者と協議の上、請負者

の責任において速やかに改修すること。

ただし、発注者または管理者立会いのもと原因が施工時によるものではないと認められる場合は、この限りではない。

ただし、発注者または管理者立会いのもと原因が施工時によるものではないと認められる場合は、この限りではない。

ヒーティングユニット布設完了後

ヒーティングユニット埋設後

ヒーティング設備工事完了時

の上、改修が必要と判断された場合は、請負者の責任において速やかに改修すること。

工事完了後３年以内に絶縁抵抗値が１００ＭΩ未満～１０ＭΩ以上のヒーティングユニットは、発注者または管理者と協議

（標準型発熱線断面構造）

発熱線種別

２

　　　　ｍｍ

外径　　ｍｍ

厚さ　　ｍｍ

構成    本／ｍｍ

厚さ　　ｍｍ

公称断面積　ｍｍ

材質　　

ＥＰゴム絶縁体

発熱体

標準抵抗　　　　Ω／Ｋｍ　　２０℃

仕上外径

耐熱ビニル外装色

耐熱ビニル外装

５．５

１．２

ＨＣ－９５０

７／０．３０８

０．５２

銅ニッケル

０．９２４

１．０

９５１

赤

５．５

１．２

０．８

銅ニッケル

１．３７

７／０．５

１．５

ＨＣ－３６０

３６１

灰

５．５

１．２

０．８

銅ニッケル

１．３７

７／０．５

１．５

ＨＣ－２２０

スカイ

２２１

５．５

１．２

０．８

銅ニッケル

１．３７

７／０．５

１．５

ＨＣ－１１０

１１０．８

黒

５．５

１．２

０．８

銅ニッケル

１．３７

７／０．５

１．５

ＨＣ－７３

茶

７３

ＪＩＳ Ｃ ３６５１　附属書第二種発熱線 ＜ リード線 （ＲＨＶＶＰ） 断面構造 ＞

ＪＩＳＣ３６５１ 附属書　接続用電線

サイズ　　ｍｍ２

導体 ２公称断面積　ｍｍ

構成本／ｍｍ

外径　　ｍｍ

耐熱ビニルシースの色

仕上外径

耐熱ビニルシース

耐熱ビニル絶縁体

　　　　ｍｍ

厚さ　　ｍｍ

厚さ　　ｍｍ

赤

５．５

５．５

３．０

１．０

１．５

８．０

７／１．０７

Ｍ８　タップ

ＫＨ－１００

扉　　　ｔ１．６

函体　　ｔ１．６

基板　　ｔ２．３

使用材質

ハンドル

ＥＴ（接地端子）

記　号 記　入　文　字

Ｎ　Ｐ 笠木ヒーティング操作盤

ＣＰ１ ＫＨ－５・６

ＷＬ 電　源

ＯＬ 漏　電

運　転ＲＬ

ＣＯＳ 手動　切　自動

右　側　面　図正　面　図

導体

耐熱ビニル絶縁体

耐熱ビニルシース

◆リード線断面図

発熱体

ＥＰゴム混合物絶縁体（黒色）

耐熱ビニル外装

◆ 標準型発熱線断面図

バ ルコ テー プ１／ ２重 ね２回 巻

エ フコ テープ ２号 １／２ 重ね ２回 巻

圧着ス リー ブ ＰＶ Ｃテー プ

ヒ ーティ ング ケーブ ル（ 強力型 ）

リ ード ケーブ ル 保護管

ＳＵＳ３０４

ロールカシメ

 ＶＣＴＦ２３ＮＸ ０．７５ｓｑ－３ｃ
耐熱ビニール被覆

（不燃断熱材一体型）

均熱板

ヒーティングケーブル

ヒーティングケーブル

（標準型） （標準型）

発熱線はＪＩＳ Ｃ ３６５１に準じるものとする。

Ｅ

A 1 : 1 / 1 0 0    A 3 : 1 / 2 0 0 ２０２３．３

電熱設備機器図（笠木）

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事
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Ａ

Ａ

Ｔ

Ｔ

Ａ
Ｔ

Ａ
Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

セパレーター

２Ｅ

露出コンセント

（ブースター用）

２Ｅ

（ＨＵＢ用）

２Ｅ

（電源アダプター用）

ＳＨ・ＵＦ－１

ＳＨ－Ｄ６ ＳＨ－Ｄ４

ＳＨ－Ｃ２

設 備 名 称 端 子 数

構 内 情 報 通 信 網

拡 声

誘 導 支 援

１０Ｐ

ＨＵＢスペース

構 内 交 換

情 報 表 示 －

２０Ｐ

５Ｐ

（　露出型　）ＨＴ　－　１

１端子形直列ユニット
（中間）Ｆ形接栓 ＣＳ－７Ｆ－７

ＣＳ－７Ｆ－Ｒ

構内情報通信網用
床付モジュラージャック

構内情報通信網用
壁付モジュラージャック

電話線（ノズル）プレート

床付
モジュラージャック ６極４芯

８極８芯（ＣＡＴ６Ａ）

８極８芯（ＣＡＴ６Ａ）

１端子形直列ユニット
（終端抵抗器付）Ｆ形接栓

１階

１階

１階

既存タンク

既存タンク

既存タンク

既存タンク

Ｂ

Ｕ

Ｂ

Ｂ５Ｃ ５Ｃ

５Ｃ

５Ｃ

Ｂ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｕ

５Ｃ

５Ｃ

Ｂ

Ｕ

５Ｃ
Ｂ

５Ｃ
５Ｃ

保護管（ＰＦ２２）７Ｃ

　　ケーブルの立上り引下げは電線管にて保護すること。

注　　記

１．特記無き配線配管は、下記による。

　　防火区画上主要な間仕切り等防火区画貫通箇所は防火処理を施すこと。

保護管（ＰＦ１６）

保護管（ＰＦ１６）

構内交換設備

構内情報通信網設備

　ＥＭ－ＢＴＩＥＥ　０．４ー２Ｐ

　ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（ＣＡＴ６Ａ）

テレビ共聴設備

Ｂ

５Ｃ

Ｕ

Ｕ

保護管（ＰＦ１６）

７
Ｃ

Ｂ

Ｂ

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ

ＥＭ－Ｓ－７Ｃ－ＦＢ

Ｕ Ｕ ＵＵ

７Ｃ

５Ｃ ５Ｃ ５Ｃ ５Ｃ ５Ｃ ５Ｃ

Ｂ Ｂ ＢＢ ＢＢ Ｂ Ｂ Ｂ

　ＥＭ－ＢＴＩＥＥ０．４－１５Ｐ

　ＥＭ－ＢＴＩＥＥ０．４－１５Ｐ

━━ C ━━　（ＦＥＰ３０）×２・構内交換

━━ C ━━　（ＦＥＰ３０）×２・構内情報通信

ＨＴ－１

図記号 名　　　　称 定　　　　格

×10

Ｒ

Ｒ

ＲＲ
Ｒ

Ｒ

×4

×1

×3

Ｐ
Ｂ
Ｘ

Ｒ

Ｒ

×２×２×２

端子盤

×１０×７

ＷＰ

ＷＰ

ＡＵ－２　　　（２０素子・ＳＵＳ）
ＦＭアンテナ　（５素子・ＳＵＳ）
アンテナマスト
（壁面取付形Ａ＝４，０００）

ＡＵ－２　　　（２０素子・ＳＵＳ）
ＦＭアンテナ　（５素子・ＳＵＳ）
アンテナマスト
（壁面取付形Ａ＝４，０００）

×１×４

ＨＨ

Ｒ

車椅子利用
駐車場
（2台）

既存本館Ａ棟

既存本館Ｂ棟

既存本館Ａ棟

テレビ共同受信設備系統図

構内情報通信網設備系統図

構内交換設備系統図

構内情報通信網・構内交換・テレビ共同受信設備図　Ｓ＝１／２００
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（Ｒ１１年度工事予定）

（Ｒ５－７年度工事済）

本工事

キープラン

改築範囲

N

屋内露出型
上下ダクト付
天井高Ｈ２，７００

ＢＹ０

ＢＹ１

ＢＹ２

ＢＹ３

ＡＹ０

ＡＹ１

ＡＹ２

ＡＹ３

ＡＹ４

ＡＸ０ ＡＸ１ ＡＸ２ ＡＸ３ ＡＸ４ ＡＸ５ ＡＸ６

Ｙ６

Ｘ６Ｘ７

Ｙ２

Ｙ１

Ｙ０

ＢＸ０ ＢＸ１ ＢＸ２ ＢＸ３ ＢＸ４ ＢＸ５ ＢＸ６ ＢＸ７

Ｘ１Ｘ６

Ｘ５

Ｘ７

（
庇

）
（庇）

（
庇

）

（庇）

会議室
屋

外
テ

ラ
ス

玄関

ポーチ

（大会議）

玄関

ポーチ

車寄せ 外部物置

クラブ室

ＷＣ

タラップ

調理実習台

可動間仕切壁

可動間仕切壁

（自動）

ＰＳ

屋
外
テ

ラ
ス

（上部点検通路）

（
庇

）

（庇）

スロープ１／１２

ＵＰ

仮設廊下

ＤＷ

更衣室

常開
特防

シャワー
室

脱衣
室

ホール
（上部ハイサイド）

ＷＣ

（上部点検通路）廊下

外壁設置
（仮設廊下解体時）

屋外テラス

ＥＰＳ

（常開特防）

（手洗い）

（自動）

玄関
下足室

（常開特防）

作業
訓練室調理室 パソコン室

多機能
ＷＣ

廊下

（常開特防）

廊下

事務室１

消火
ポンプ室

空調機械室

器具庫兼卓球室
（防音室）

アリーナ

車イス
ＷＣ

多機能
ＷＣ

スポーツ
用具庫

事務室２
（障害１１０）

（中会議）

多目的ホール
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２００ ６，３００

３１，２００８，０００ ７００

Ｅ

A 1 : 1 / 1 0 0    A 3 : 1 / 2 0 0

構内情報通信網・構内交換・テレビ共同受信設備図

２０２３．３

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

２１
ＹＡＳＨ Ｉ ＭＡ　ＡＲＣＨ Ｉ ＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧ Ｉ ＮＥＥＲＳ

株式会社 八洲建築設計事務所

S CA L E ＤＡ ＴＥ
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電　話　設　備　仕　様　書

２）日本電信電話株式会社等申請手続きは監督員との打合せにより施工請負業者が代行すること。

１）本設備工事は電気通信事業法に定める諸規則に基づき施工を行うこと。

時分割ＰＣＭ方式

蓄積プログラム制御方式

６４ｂｉｔ　ＲＩＳＣ　プロセッサ

制御方式

通話路交換方式

処理装置

２．収容回線他

１．交換方式

局線数

専用線数

内線回線数

総ポート数

アナログ局線（分散／中継台／ＤＩ／ＤＩＬ／ＤＩＤ方式）

ＩＳＤＮ基本（ＩＮＳネット６４）

ＩＳＤＮ－次群（ＩＮＳネット１５００）

事業所用ＰＨＳ電話機（子機）

事業所用ＰＨＳ接続装置（親機）

ＯＤ回線

ＬＤ回線

ひかり電話オフィス（チャンネル数）

一般電話機回線

多機能電話機回線

名　　　　　　　　　称 最大収容 実　　装

500

192

128

64

16

128

32

32

128

128

48

－

－

－

－

－

－

16

 8

26

３．トラヒック条件 ６ＨＣＳ

温度条件：０～４０゜Ｃ　相対湿度条件：１０～９０％（結露なきこと）　　自然空冷方式

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

４．環境条件

５．電源条件

６．線路条件 一般内線

長距離内線

多機能電話機

局線

直流抵抗６００Ω以下

直流抵抗３０００Ω以下（ＤＰのみ）

直流抵抗　単独：４０Ω以下　マルチ：１０Ω以下

所属局の条件に従う

７．配線方式 一般／多機能電話機等 ：１対スター接続

停電用多機能電話機(INSﾈｯﾄ64） ：３対スター接続

停電用多機能電話機(ｱﾅﾛｸﾞ局線) ：２対スター接続

８．サービスクラス

超特甲

特　甲

準特甲

甲

準　甲

国　際

○

△

△

△

市　外

○

○

△

△

△△

特定市外

○

○

○

△

△

○

○

○

○

△

内　　線

○

○

○

○

○

市　　内

発　　　　　　信
摘　　　要

○：接続可　△：依頼発信のみ可

９．機　　　　能 機能については、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編

に準じた機能とする。

・本工事は日本電信電話株式会社の標準工法に準じて施工すること。

・本工事の配線方法は電気工事共通仕様書及び総務省令で定める技術基準に準じて施工すること。

・本工事・工事完了後の運用に関し監督員と十分なる協議の上行うこと。

・本機は総務省の定める「端末機器の技術基準適合認定に関する規則、その他関係法規に適合すること。１０．工　　　　事

デジタルボタン電話主装置

プロセッサー

収容回線

収容端末

入力電源

停電補償時間

制御方式

通話路方式

AC100V 50/60Hz

６４ｂｉｔ　ＲＩＳＣ

時分割ＰＣＭ方式

アナログ、ＩＮＳネット６４、ＩＮＳネット１５００

多機能電話機、単独電話機、ＰＨＳ接続装置

約３時間停電補償バッテリー

蓄積プログラム制御方式

方　式

外線ボタン

表　示

機　能

デジタル式

２４キー

大形表示／一般数字、漢字表示

再ダイヤル、電話帳・エコ対応

ワンタッチダイヤル

短縮ダイヤル（共通、個人）、２Ｗマルチ接続

７色ランプ表示、発信規制

ＡＴ デジタル多機能電話機 Ｔ 一般電話機

適用回線

電　源

特性インピーダンス

接　続

壁掛型

備　考

ＰＢＸアナログ回線

通話線の電源利用

６００Ω±３０％

モジュラー

壁掛け用品が、別途必要

フッキング付、再ダイヤル、保留ボタン

PBX

(正面図) (側面図)

－

8

・令和7年版）」（以下「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編・令和7年版）」

（以下「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編・令和7年版）」（以下「標準図」という。）

180

2
4
5

106

92 150
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4

9 7
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25
0

64
0

39
0

400 250

Ｅ

A 1 : 1 / 1 0 0    A 3 : 1 / 2 0 0 ２０２３．３

構内交換機器姿図・仕様

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

２２
ＹＡＳＨ Ｉ ＭＡ　ＡＲＣＨ Ｉ ＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧ Ｉ ＮＥＥＲＳ

株式会社 八洲建築設計事務所
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既存タンク

既存タンク

既存タンク

既存タンク

新設浄化槽

新設

ブロア庫

　　ケーブルの立上り引下げは電線管にて保護すること。

注　　記

１．特記無き配線配管は、下記による。

　　防火区画上主要な間仕切り等防火区画貫通箇所は防火処理を施すこと。

情報表示設備

誘導支援設備

保護管（ＰＦ１６）

保護管（ＰＦ１６）

保護管（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＡＥ　０．９－２Ｃ

ＥＭ－ＡＥ　０．９－２Ｃ

ＥＭ－ＡＥ　０．９－３Ｃ

保護管（ＰＦ１６）
Ｕ

監視カメラ設備

　ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ（ＣＡＴ６Ａ）

：（ｍ×１００）Ｗ×（ｍ×１００）Ｗ×（ｎ×１００）Ｈｍｍｎ

記号の末尾にＣの記号を付記したものは隠ぺい部に取り付ける。

特記無き限り露出型ねじ止め式とする。

記号の末尾にＷＰの記号を付記したものは屋外形とする。

記号の末尾にＳＵＳの記号を付記したものはステンレス製とする。

記号の末尾にＶの記号を付記したものは合成樹脂製とする。

プルボックス寸法は下記による。

ＥＸＰ－Ｊ（プリカチューブ）

総合防災盤へ

ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×２（ＰＦ１６）・情報表示

U

U
UU

U

U

U

U

天井内でテーピング処理

ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×２（ＰＦ１６）・情報表示

ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×４（ＰＦ１６）・誘導支援

新設
キュービクル
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既存変電設備

既存浄化槽
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ITV

強電

５Ｌ
移設既存本館Ａ棟から移設

既存
ＰＢ

既存
ＰＢ

弱電
既存
接続

５５５

車椅子利用
駐車場
（2台）

既存本館Ｂ棟

既存本館Ａ棟

※薄線・点線は既存を示す。

情報表示・誘導支援・監視カメラ設備図　Ｓ＝１／２００

既存本館Ａ棟
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情報表示・誘導支援・監視カメラ設備図
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障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事
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株式会社 八洲建築設計事務所
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０

４０

（２０２）

１５０

φ
９
０
０

電源電圧

形    状

材    質

窓    数

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ （内部電源ＤＣ１２Ｖ）

組込型（ＥＩＡ規格ラック）

ＳＰＣＣ ｔ１．２（パネル部はｔ１．６）

電源電圧

モニター

通信方式

通話方式

録画機能

形　　状

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

７型ＴＦＴカラー液晶

１．９ＧＨｚ ＴＤＭＡ－ＷＢ（時分割多元接続方式）

壁取付型（ＪＩＳ２個用または３個用スイッチボックス）

拡声自動交互通話／プレストーク通話

自動・手動録画、再生、保存

形　　状

材　　質

備　　考

壁埋込型（ＪＩＳ１個用スイッチボックス）

自己消火性樹脂

引きひも式、押ボタン式両用

形　　状

材　　質

備　　考

壁埋込型（ＪＩＳ１個用スイッチボックス）

樹脂

非防水形

備　　考

材　　質

備　　考

プレート：自己消火性樹脂

表示灯カバー：ポリカーボネート

壁埋込型（ＪＩＳ１個用スイッチボックス）

ＬＥＤ方式（赤色）

呼出ボタン（引きひも付）

電源電圧

形　　状

材　　質

カメラ

通話方式

備　　考 防塵・防まつ形（ＪＩＳ Ｃ ０９２０ ＩＰ５４ 相当）

自動交互通話

１／２．７型カラーＣＭＯＳ

自己消火性樹脂

壁取付型（ＪＩＳ１個用スイッチボックス）

モニター付親機から供給

モニター付親機

カメラ付玄関子機

光るチャイム（電源コード付き）

定　　格

発音方式

寿命

光出力

形状 適合ボックス　１コ用スイッチボックス

キセノンランプのフラッシュ光

４万回鳴動または、点滅動作１００時間

電子回路＋スピーカ

　　　　　鳴動時　１２Ｗ（定格電圧にて）

消費電力　待機時 ３．５Ｗ（定格電圧にて）

電源電圧　ＡＣ１００Ｖ ５０／６０Ｈｚ

チャイム用小型押釦

定格容量

接触方式

回路方式

３Ａ ３０Ｖ

銀－銀突き合わせ接触

片切（常開型）

時計精度

使用温度範囲

入力電源

子時計駆動

タイムサーバー

ケース

プログラムタイマー

停電補償

ＦＭ電波修正機能

長波電波修正機能

ＧＮＳＳ電波修正機能

ＥＩＡ規格／ＪＩＳ規格いずれか選択（上図はＥＩＡ規格）取付金具

ＧＮＳＳ受信器（オプション）　１日２４回（毎正時） 修正

長波受信器（オプション） １日２４回（毎正時） 修正

ＮＨＫ－ＦＭ：７６ＭＨｚ～９０ＭＨｚ 　１日２回（７時・１９時）修正

親時計：約５年 子時計：３０時間 プログラム：約１０年

サマータイム機能付 うるう秒調整機能付

独立８回路 年間、週間プログラム（１０００ステップ）

ＵＳＢメモリで設定

ＡＢＳおよび鋼板 パールグレー３分ツヤ有り

プロトコル ＳＮＴＰｖ３、ＳＮＴＰｖ４

ＬＡＮインターフェース、１０ＢＡＳＥ－Ｔ、１００ＢＡＳＥ－Ｔｘ

（１台１２ｍＡ、３０台／１回路）

ＤＣ２４Ｖ ３０秒有極信号 最大６０台駆動

ＡＣ１００Ｖ±１０％ ５０／６０Ｈｚ ５０Ｗ

－１０℃～＋５０℃

週差±０．７秒以内 （＋５℃～＋３５℃） 時刻修正は積算誤差０

質　量

外　枠

文字板

指　針

機　械

文字板カバー

約１．５ｋｇ

鋼板　クリーム色塗装

３０秒運針　ＤＣ２４Ｖ　１２ｍＡ

無色透明ガラス

鋼板　白色半ツヤ塗装　文字黒色印刷

アルミ　黒色印刷

パネル型２回路親時計（ＦＭ電波修正付）

φ３１０壁掛型子時計

５窓

廊下灯

廊下灯　ガード付

復旧ボタン

移設

呼出表示器（５窓用）

体育館工事で事務室に新設をした呼出表示器を
本工事で撤去をし、事務室１に移設すること。

φ900壁掛型子時計（屋内/屋外兼用/ガード付）

１階

本館棟 体育館棟

体育館棟

　ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×２（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＡＥ０．９－２Ｃ×４（ＰＦ１６）・誘導支援
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１階　情報表示設備系統図

誘導支援設備系統図
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情報表示・誘導支援設備参考姿図・系統図

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事
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機　械

指　針

文字板

外　枠

アルミ　黒色半ツヤ塗装

ポリカーボネート

入力信号

鋼板　白色塗装　文字黒色印刷

３０秒運針　ＤＣ３．６Ｖ　６０ｍＡ

ＤＣ２４Ｖ　３０秒有極信号（付属アダプターを結線）

ステンレス　ミガキ仕上げ

文字板カバー

約２５ｋｇ質　量
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ＧＡ－ ＭＬ１ ６ＴＣ Ｐｏ Ｅ＋

ＬＥＤ ＤＩＳＰＬＡＹ

ＣＨＡＮＧＥ ＢＵＴＴＯＮ

ＫＥＥＰ ＰＲＥＳＳＩＮＧ ３ＳＥＣ

ＥＣＯ ＭＯＤＥ ＯＮ／ＯＦＦ

ＰＯＷＥＲ

ＰｏＥ ＬＩＭ．

ＴＥＭＰ

ＦＡＮ

ＳＴＡＴＵＳ／ＥＣＯ

ＧＩＧＡ

ＦＵＬＬ

ＬＯＯＰ

ＨＩＳＴＯＲＹ

ＯＮ\Ｕ＋ＦＦ６５\Ｕ＋ＦＦ６５\Ｕ＋ＦＦ６５ＢＬＩＮＫ

ＯＦＦ\Ｕ＋ＦＦ６５\Ｕ＋ＦＦ６５\ Ｕ＋ＦＦ６５ＬＩＧＨＴ

１ ８ ２０

５４２ ５６０

９
９

０

φ１２２

１
０

３
．

４

ビデオレコーダー

ネットワーク

２３型液晶モニター

ＩＴＶワゴン

テレビ共同受信設備タイムサーバー

ＵＰＳ

主電源ユニット ＡＣ１００Ｖ

各機器へ

ＡＣ１００Ｖ

Ｐ
ｏ
Ｅ
＋ 

Ｓ
Ｗ

マウス

玄関

多目的ホール

多目的ホール

クラブ調理室

クラブ調理室

作業訓練室

パソコン室

屋内運動場
玄関

ドーム型ＨＤネットワークカメラ

４

５

Ｂ

８

Ｂ

６

３

２

Ｗ

Ｂ

７

１

ＩＴＶ設備ブロック図 ＩＴＶワゴン

名　　称 仕　　様

小電力モード、ループ障害防止、ＶＬＡＮ、

静音ファンコントロール機能、ＭＳＴＰ、

ＳＮＭＰ、ＬＡＣＰ、リングプロトコル、ＬＬＯＰ、

ＩＧＭＰ／ＭＬＤ Ｓｎｏｏｐｉｎｇ、ＪＧＭＰクエリア、

ＰｏＥオートリブート、８０２．１Ｘ、ＭＡＣ認証、

トリプル認証、ステップ認証

５

６

ケーブル引込パネル

地上デジタル放送受信型タイムサーバー

入力信号

受信チャンネル

地上デジタルテレビジョン放送信号（ワンセグ）

Ｕ１３～Ｕ５２ｃｈの内１ｃｈ（４７０～７１０ＭＨｚ）

４０～１００（フルセグ値）

±５００（ＡＲＩＢ規格）

対応プロトコル：ＮＴＰｖ３、ＮＴＰｖ４、

ＳＮＴＰｖ３、ＳＮＴＰｖ４

±３０ ｍｓ以内

常時商用給電方式

ＡＣ１００ Ｖ

７ Ａ

５００ ＶＡ／３００ Ｗ

ＲＳ－２３２Ｃ、接点信号入出力

キャスター（Φ７５、ストッパー ｘ２付）

木製（ＥＩＡマウントタイプ）

鍵付強化ガラス扉（２７０ °開閉可）

１４．９ Ａ（１４９０ Ｗ）

３Ｐ ｘ１０

１５ Ａ

本体遅延

無停電電源装置

運転方式

定格入力電圧

入力最大電流

出力定格容量

インターフェース

ワゴン

主電源ユニット

最大定格電力

電源コンセント

周波数特性

入力レベル範囲

入力時刻精度

制御Ｉ／Ｆ

サーキットブレーカー

７

８

Ｗ

２３Ｖ型ワイド、ＬＥＤバックライト

１，９２０ ｘ １，０８０ ピクセル

コンポジット ｘ２、Ｙ／Ｃ、ＲＧＢ、ＨＤＭＩ、

０．５ Ｗ＋０．５ Ｗ（ステレオ）

ＡＣ １００ Ｖ、５０／６０ Ｈｚ、３３ Ｗ

マウス用

最大８台

Ｈ．２６５、Ｈ．２６４

記録：１４０ Ｍｂｐｓ、２４０ ｉｐｓ、

３，８４０ ｘ ２，１６０ ～１，６００ ｘ １，２００

４ ＴＢ ｘ１

ＲＪ－４５ ｘ８（Ｖｉｄｅｏ ＩＮ：１００ Ｍｂｐｓ）

ＲＪ－４５ ｘ１（Ｅｘｔ：１０００ Ｍｂｐｓ）

ＲＪ－４５ ｘ１（Ｃｌｉｅｎｔ：１０００ Ｍｂｐｓ）

ＨＤＭＩ ｘ１、ＶＧＡ ｘ１

４／１

ＤＣ１２ Ｖ（ＮＶＲ）、ＤＣ４８ Ｖ（ＰＳＥ）

１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／

ＳＦＰ拡張ポート ｘ４（ＵＴＰと排他利用）

配線誘導雷サージ：１０ ｋＶ

２ Ｍバイト

ＰｏＥ Ｐｌｕｓ対応、ＥＥＥ（ＬＰＩ）対応、

音声 ｘ３

表示：２４０ ｉｐｓ

１０００ＢＡＳＥ－ＴＸ２０

ＧＡ－ＭＬ１６ＴＣＰｏＥ＋　２０ポートＰｏＥスイッチングハブ

ポート数

供給機能

耐　　性

パケットバッファ

機　　能

接続カメラ台数

映像圧縮方式

最大性能

表示解像度

内蔵ＨＤＤ容量

ネットワーク端子

映像出力

アラーム入出力

電　　源

ネットワークビデオレコーダー３

４

内部スピーカー

電　　源

スライド棚

２３型液晶モニター

液晶パネル

表示画素数

入　　力

名　　称 仕　　様 ＮｏＮｏ

１

２

１９２０ｘ１０８０～３５２ｘ２４０

カラー：０．１ ｌｘ、白黒：０ ｌｘ

焦点距離：２．８ ｍｍ～１２ ｍｍ

デイナイト、プライバシーマスク

ＷＤＲ、ｍｉｃｒｏＳＤカード記録、赤外線ＬＥＤ、

最高３０ ｆｐｓ：１９２０ｘ１０８０（ＷＤＲ）

１系統、内蔵マイク／１系統

Ｈ．２６５／Ｈ．２６４／Ｍ－ＪＰＥＧ

画像サイズ

最低被写体照度

レンズ

機　　能

フレームレート

音声入出力

電　　源

画像圧縮方式

ＤＣ１２ Ｖ／ＰｏＥ（ＩＥＥＥ８０２．３ａｆ、Ｃｌａｓｓ３）

ＬＡＮ Ｉ／Ｆ：１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０ＢＡＳＥ－Ｔ

Ｂ

ＵＵ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

ＵＵ

Ｕ

Ｕ

ＡＣ１００ Ｖ、５０／６０ Ｈｚ（最大１５８ Ｗ）

本館棟 体育館棟

Ｕ

玄
関
下
足
室

ＩＴＶ

ＩＴＶ

監視カメラ設備系統図

玄
関

職
員
室(

Ｉ
Ｔ
Ｖ
ワ
ゴ
ン)

多
目
的
ホ
ー
ル

多
目
的
ホ
ー
ル

ク
ラ
ブ
室

調
理
室

作
業
訓
練
室

パ
ソ
コ
ン
室

Ｅ

A 1 : 1 / 1 0 0    A 3 : 1 / 2 0 0 ２０２３．３

監視カメラ設備参考姿図・系統図

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

２５
ＹＡＳＨ Ｉ ＭＡ　ＡＲＣＨ Ｉ ＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧ Ｉ ＮＥＥＲＳ

株式会社 八洲建築設計事務所

S CA L E ＤＡ ＴＥ

一級建築士2 8 4 5 6 1号　　鈴木雄二



１００型

１２０型

１００型
ｍ

Ｓ

Ｓ

ｍ

ハンド型

（別途）

S

VP

SF

F

SS

Ｆ
ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ 保護管（ＰＦ１６）

Ｓ
４Ｓ６－ＥＭ 保護管（ＰＦ１６）

ＶＰ

Ｓ
４Ｓ６－ＥＭｘ２ 保護管（ＰＦ１６）

保護管（ＰＦ１６）

会議室　音響設備　ブロック図

ＡＶワゴン

（２ｃｈ）

デジタルワイヤレス
チューナー

各機器へ

ワゴン接続プレート

外部入力

（別途）

ＰＣ／ＡＶ機器

パネル

メインスピーカー（大会議室）

液晶プロジェクター
（天吊：別途）

スクリーン
１２０型電動巻上

プレーヤー
ブルーレイ

パワー

ＨＤＭＩ

ＨＤＭＩ

ＡＣ１００Ｖ

ワイヤレスアンテナ

チャージャー

ｘ１

１５０Ｗ

１５０Ｗ

１５０Ｗ

１５０Ｗ

パワーアンプ

ディストリビューター

ＨＤＢａｓｅＴ

スクリーン
スイッチ

ＵＳＢ対応

マイクロホン

ｘ１

タイピン型

デジタルワイヤレス

シーリングスピーカー（中会議室）

スピーカー
スイッチ

ＨＤＭＩ

大会議室

中会議室

液晶プロジェクター
（移動式：別途）

スクリーン
１００型電動巻上

ＡＣ１００Ｖ

スクリーン
スイッチ

（空配管）

ＡＣ１００Ｖ

ＡＣ１００Ｖ

ＡＣ１００Ｖ

マイクスタンド

マイクスタンド

卓上型

床上型

ＣＤプレーヤー

補聴器

【別途】【別途】

フラットループ

ＳＷ

ＳＷ

アンプ

１階：会議室ＡＶ設備　平面図　Ｓ－＝１／１００

１階：パソコン室ＡＶ設備　平面図　Ｓ－＝１／１００

凡　例

シンボル 品　　名

ＡＶワゴン

ワイヤレスアンテナ

メインスピーカー

電源遮断ユニット（非常放送設備）

ワゴン接続プレート

電動巻上スクリーン

スクリーンスイッチ

液晶プロジェクター  ※別途工事

※大会議室：天吊、中会議室：移動式

特記無き配管配線は下記による。

配管・配線

ＳＣ
ＥＭ－ＣＰＥＥ０．６５－３Ｐ 保護管（ＰＦ２２）

凡　例

シンボル 品　　名

電動巻上スクリーン

スクリーンスイッチ

特記無き配管配線は下記による。

配管・配線

ＳＣ
ＥＭ－ＣＰＥＥ０．６５－３Ｐ 保護管（ＰＦ２２）

SC

SC

ＥＭ－ＵＴＰ－ＣＡＴ６Ａ

ｘ１

ｘ１

ｘ１

ＳＣ

SW

AV

C
P

C

ｍ

ＶＰ （別途）

S S

VP

m

ＡＶ

Ｃ

ＣＰ

ｍ

ＳＷ

ＶＰ

ｍ

ＳＷ

ＳＷ

ＳＷ

m

C

廊下

会議室

（大会議）

（中会議）

パソコン室

１
１
，
０
０
０ １

６
，
０

０
０

５
，
０

０
０

１０，０００

Ｅ

２０２３．３A 1 : －    A 3 : －

会議室映像音響設備図・ブロック図

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

２６
ＹＡＳＨ Ｉ ＭＡ　ＡＲＣＨ Ｉ ＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧ Ｉ ＮＥＥＲＳ

株式会社 八洲建築設計事務所

S CA L E ＤＡ ＴＥ

一級建築士2 8 4 5 6 1号　　鈴木雄二



操
作

線
 Ｖ

Ｃ
Ｔ
Ｆ
 ０

．
７
５

ｍ
ｍ

ｘ
４

Ｃ
ｘ

１
相

当

入
力

電
源

線
 Ａ

Ｃ
１
０

０
Ｖ
 １

．
６

－
２

Ｃ
ｘ
１

相
当

操
作

線
 Ｖ

Ｃ
Ｔ
Ｆ
 ０

．
７

５
ｍ

ｍ
ｘ

４
Ｃ

ｘ
１

相
当

入
力

電
源

線
 Ａ

Ｃ
１
０

０
Ｖ
 １

．
６
－

２
Ｃ

ｘ
１

相
当

操
作
線
 Ｖ

Ｃ
Ｔ

Ｆ
 ０

．
７
５

ｍ
ｍ

ｘ
４

Ｃ
ｘ

１
相

当

入
力
電

源
線
 Ａ

Ｃ
１
０

０
Ｖ
 １

．
６

－
２

Ｃ
ｘ

１
相

当

黒マスク

黒マスク

黒マスク

５４２

１
２
１

２

５６０

２０８

１
２

０

１８５

１
１

５

１０３

５０８６

５９９４
５３ ２４４

２
５
０

８８

４
５
３

９

７
７

８
３

３
２
２

１
０

０

５３１４

５６４６

２
３
１

～
３
８

０

φ１５０

１００１００

２
７

０

４２０ ２４５

９
７

０
～

１
，
５

６
０

３００

φ
１

９
６

２１．５ １５４

φ
２
５

４

６２ ２６φ１２．５

２
０

３
４

１
０
０

．
５

φ５７ ２３５

φ１５０

１
１
２

８
８
．
５７
８

．
５

２４４

４
５

３
９

２
５

０

８８

５１０８

４２００

４７６０

４４２８

１
０

０
２

７
６
８

１
３

３
２

２４４

４
５

３
９

２
５

０

８８

５１０８

４２００

４７６０

４４２８

１
０

０
２
７

６
８

１
３

３
２

Ｌ級

ＡＶワゴン ワゴン接続プレート

メインスピーカー

シーリングスピーカー

ワイヤレスアンテナ（天井埋込型）

Ｗ

Ｖ

１

２

３

４

５

６

７

Ｖ

Ｖ

１０

８

９

Ｂ

Ｖ

フラットループアンプスペース

デジタルワイヤレスマイクロホン（タイピン型）デジタルワイヤレスマイクロホン（ハンド型）

ワイヤレスマイク用充電器

卓上型マイクスタンド

床上型マイクスタンド

デジタルミキサー

１

ベンチレートパネル

ワゴン

Ｖ

１０

パワーディストリビューター

パワーアンプ

デジタルワイヤレスチューナー

ＢＤプレーヤー

デジタルマルチスイッチャー

ブランクパネル

６

８

Ｂ

９

７

５

４

３

２ 外部入力パネル

スピーカースイッチ

ＵＳＢ対応ＣＤプレーヤー

ＥＩＡ引き出し

Ｗ

コネクター

プレート

ワイヤレスアンテナ用　ＢＮＣｘ２

プロジェクター用　ＮＥ８ＦＤＹ－Ｃ６相当ｘ１

新金属

スピーカー用　ＸＬＲ－４－３２－Ｆ７７相当ｘ２

充電方式

電　　源

付属品

デジタルマイク：急速充電（満充電検出式）

ＤＣ６ Ｖ（専用ＡＣアダプター付）

専用充電式電池 ｘ２

アナログマイク：タイマー式

デジタルマイク：約２時間標準充電時間

アナログマイク：約５時間

そ　の　他

回路ボックス

形　　式

電　　源

スクリーンサイズ

スクリーン生地

モジュラープラグ

一連用壁埋込スイッチ付属

ＡＣ１００ Ｖ

１２０型（１６：１０）

ホワイト

モータードライブタイプ

５／１６－１８ ＵＮＣ、５／８－２７ ＵＮＳ

最高３８０ ｍｍ～最低２３１ ｍｍ

約１．１ ｋｇ

スリーブ・ロック方式

３／８－１６ ＵＮＣマイク取付ネジ

マイク取付高さ

質　　量

ロック方式

付属変換ネジ

高音用：定指向性ホーン型スピーカーユニット

定格／最大入力

出力音圧レベル

周波数特性

指向角度

その他

低音用：２０ ｃｍコーン型

９３ ｄＢ／Ｗ（１ｍ）

６５ Ｈｚ～２０ ｋＨｚ

水平：７０°、垂直：７０°

天井吊下金具付

１３０Ｗ（ＲＭＳ）／２６０Ｗ（連続プログラム）

スピーカーユニット

定格入力

出力音圧レベル

周波数特性

入力インピーダンス

１３．５ ｃｍフルレンジコーン型

３ Ｗ／５ Ｗ／１５ Ｗ、４０ Ｗ（ＲＭＳ）

９１ ｄＢ／Ｗ（１ｍ）

８０ Ｈｚ～２０ ｋＨｚ

３．３ ｋΩ／２ ｋΩ／６７０ Ω又は８ Ω

２．４ ｋｇ質　　量

マイク取付高さ

マイク取付ネジ

付属変換ネジ

ロック方式

質　　量

最高１，５６０ ｍｍ～最低９７０ ｍｍ

３／８－１６ ＵＮＣ

５／１６－１８ ＵＮＣ、５／８－２７ ＵＮＳ

スリーブ・ロック方式

約２．６ ｋｇ

電　　源

アンテナ

空中線電力

マイクロホン形式

送信周波数

単一指向性エレクトレットコンデンサー型

８００ ＭＨｚ帯の３０波から１波選択

本体内蔵式

５ ｍＷ／１ ｍＷ 切替

付 属 品 ストラップ、マイク部用ネックホルダー

セキュリティ機能 あり

電波形式 Ｇ１Ｅ／Ｇ１Ｄ

同時使用本数

送信周波数

空中線電力

電　　源

マイクユニット

変調方式

単一指向性エレクトレットコンデンサー式

位相偏移変調方式（π／４シフトＱＰＳＫ）

５ ｍＷ／１ ｍＷ切替

最大１５本

仕　　上 塗装ＡＢＳ樹脂、ブラック

周波数特性 ５０ Ｈｚ～１５ ｋＨｚ受信周波数範囲

ダイポール相対利得

推奨同軸ケーブル

アッテネーター

電　　源

質　　量

８０６ ＭＨｚ～８１０ ＭＨｚ

１０ ｄＢ（ブースターアンプ含む）

５Ｃ－ＦＢ（ＢＳ用）

３段階切換（広、中、狭）

１４５ ｇ

ＤＣ８ Ｖ～１５ Ｖ（同軸ケーブルに重畳）、１０ ｍＡ ＤＣ１．５ Ｖ（単３乾電池 ｘ１）又は専用充電式電池

８０６．１２５ ＭＨｚ～８０９．７５０ ＭＨｚの３０波から選択

ＤＣ１．５ Ｖ（単３乾電池）、ＤＣ１．２ Ｖ（専用充電式電池）

対応Ａ２ＤＰコーデック：ＳＢＣ、ＡＡＣ、ａｐｔＸ

入力 ｘ２（アンプ）、出力 ｘ２（スピーカー）

パワーディストリビューター

Ｎｏ

１

名　　称

キャスター（Φ７５、ストッパー ｘ２付）

木製（ＥＩＡマウントタイプ）

Ｎｏ仕　　様

ワゴン

名　　称 仕　　様

１５ Ａサーキットブレーカー ｘ１

外部入力パネル２

入力用：ＨＤＭＩ ｘ１、出力用：ＨＤＭＩ ｘ１コネクタ

デジタルワイヤレスチューナー３

ダイバシティ・ダブルスーパーヘテロンダイン受信方式

８００ ＭＨｚ帯の３０波から最大２波を受信受信周波数

アンテナ（α・β各２）、混合入　　力

チューナー ｘ２、混合出　　力

セキュリティ、チャンネルサーチ機　　能

デジタルミキサー４

モノラル ｘ６、ステレオ（Ｌ／Ｒ） ｘ４、入　　力

ミキサーコントローラー

ステレオ（Ｌ／Ｒ） ｘ２、モノラル ｘ２、出　　力

録音（Ｌ／Ｒ） ｘ１

マトリクス、ハウリングサプレッサー、付属機能

入出力イコライザー、ディレイ

１６（内４パターンは前面スイッチで選択可能）パターンメモリー

デジタルマルチスイッチャー５

ＨＤＭＩ ｘ４、ＤＶＩ－Ｉ ｘ１（Ａ／Ｄ切替可能）映像入力

映像出力

デジタル ｘ５、アナログ ｘ３音声入力

デジタル１系統、アナログ１系統音声出力

外部制御

リップシンク、ＰＪＬｉｎｋ対応、機　　能

ＢＤプレーヤー６

ＢＤ２５、ＢＤ５０、ＢＤ－ＲＯＭ、ＢＤ－Ｒ、対応メディア

ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－Ｒ／＋Ｒ、

ＨＤＭＩ、アナログ音声出　　力

ＵＳＢ対応ＣＤプレーヤー７

ＣＤ、ＣＤ－Ｒ／ＲＷ、ＵＳＢ、ＳＤ、ＳＤＨＣ対応メディア

ＣＤ－ＤＡ／ＭＰ３／ＷＭＡ／ＷＡＶ／ＡＡＣ再生ファイル形式

Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ

スピーカスイッチ８

入出力回路

５ Ａ（２００ Ｗ、８ Ω／ｃｈ当り）最大制御電流

自照式スイッチ

デジタルパワーアンプ９

１５０ Ｗ ｘ４（８ Ω）定格出力

５０ Ｈｚ～２０ ｋＨｚ周波数特性

Ｗ

周波数特性

ＥＤＩＤエミュレート

ＢＤ－ＲＥ

ＤＶＤ－ＲＷ／＋ＲＷ

鍵付強化ガラス扉（２７０ °開閉可）

そ　の　他

スクリーンサイズ

スクリーン生地

回路ボックス

形　　式

電　　源

モジュラープラグ

一連用壁埋込スイッチ付属

ＡＣ１００ Ｖ

１００型（１６：１０）

ホワイト

モータードライブタイプ

１００型電動巻上スクリーン（中会議室）

そ　の　他

スクリーンサイズ

スクリーン生地

回路ボックス

形　　式

電　　源

モジュラープラグ

一連用壁埋込スイッチ付属

ＡＣ１００ Ｖ

１００型（１６：１０）

ホワイト

モータードライブタイプ

１００型電動巻上スクリーン（パソコン室）

１２０型電動巻上スクリーン（大会議室）

ＨＤＭＩ ｘ１、ＨＤＢａｓｅＴ ｘ１（分配出力）

ＲＳ－２３２Ｃ ｘ１、ＬＡＮ ｘ１、接点 ｘ３ほか

１５０ Ｗ ｘ４（１００ Ｖ、ハイインピーダンス）

ＡＶ ＣＰ

Ｓ

Ｅ

２０２３．３A 1 : －    A 3 : －

会議室映像音響設備機器参考姿図

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事
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１階：会議室映像音響設備図　　Ｓ＝１／１００

会議室　聴覚障害支援設備　ブロック図

ループ部

入力

有効面積：１，０００㎡以下
磁気の強さ：１００～２００ｍＡ／ｍ
（ループ内床上１ｍ）

マイク入力：５０ｋΩ　１系統、感度０．３ｍＶ
ライン入力：１０ｋΩ　２系統、入力レベル１０ｍＶ／１００ｍＶ切替

出力 外部スピーカ出力：８Ω　３．５Ｗ
ライン出力：１系統　２端子

８００ＭＨｚ帯（ＦＭチューナーユニット）１ユニット収納可チューナー部

機能 校正用信号内蔵：信号周波数１，０００Ｈｚ、全体放送（リモート端子付き）

大きさ

電源 ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ　８５０ＶＡ以下

約４２４（Ｗ）×３４０（Ｄ）×１７７（Ｈ）ｍｍ
（突起部、付属品含まず）

重さ 約１８ｋｇ

その他 コネクタ付カバープレート共、ＥＩＡ規格ラック取付セット共

フラットループアンプ

ｍ

Ｓ

Ｓ

ｍ

ハンド型

ＡＶワゴン

（２ｃｈ）

デジタルワイヤレス
チューナー

各機器へ

ワゴン接続プレート

外部入力

（別途）

ＰＣ／ＡＶ機器

パネル

メインスピーカー（大会議室）

液晶プロジェクター
（天吊：別途）

スクリーン
１２０型電動巻上

プレーヤー
ブルーレイ

パワー

ＨＤＭＩ

ＨＤＭＩ

ＡＣ１００Ｖ

ワイヤレスアンテナ

チャージャー

ｘ１

１５０Ｗ

１５０Ｗ

１５０Ｗ

１５０Ｗ

パワーアンプ

ディストリビューター

ＨＤＢａｓｅＴ

スクリーン
スイッチ

ＵＳＢ対応

マイクロホン

ｘ１ ｘ１

タイピン型

デジタルワイヤレス

シーリングスピーカー（中会議室）

スピーカー
スイッチ

ＨＤＭＩ

大会議室

中会議室

液晶プロジェクター
（移動式：別途）

スクリーン
１００型電動巻上

ＡＣ１００Ｖ

スクリーン
スイッチ

（空配管）

ＡＣ１００Ｖ

ＡＣ１００Ｖ

ＡＣ１００Ｖ

マイクスタンド

マイクスタンド

卓上型

床上型

ＣＤプレーヤー

ＳＷ

ＳＷ

シングルループ

ＡＶ

Ｃ
Ｐ

コネクタ付カバープレート

Ｃ
Ｋ

フラットループ
アンプ

補聴器

フラットループアンプ
（ＡＶワゴン取付）

（中会議）

（大会議）

廊下

会議室

１
１
，
０
０
０

１
６
，
０
０
０

５
，
０
０
０

１０，０００

Ｅ

２０２３．３A 1 : －    A 3 : －

会議室聴覚障害支援設備図・機器参考姿図

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事
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ＥＸＰ－Ｊ（プリカチューブ）

系統図参照

2C

2C
1

1

2 2

4

31

5

既存タンク

既存タンク

3W3W

C

C

強電

既存
接続

既存
ＰＢ

既存
ＰＢ弱電

５５５

車椅子利用
駐車場

（２台）

既存本館Ｂ棟

既存本館Ａ棟

（本館）１階　拡声設備図　Ｓ＝１／１００

Ｅｘｐ．ｊ

（Ｒ１１年度工事予定）

（Ｒ５－７年度工事済）

本工事

キープラン

改築範囲

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

Ｅｘｐ．ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

Ｅｘｐ．ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

ＡＸ０ ＡＸ１ ＡＸ２ ＡＸ３ ＡＸ４ ＡＸ５

ＡＹ４

ＡＹ３

ＡＹ２

ＡＹ１

ＡＹ０

ＡＸ６

本館

体育館

屋外テラス

可動間仕切壁

ＰＳ

（庇）

（
庇

）

屋
外

テ
ラ

ス

屋
外

テ
ラ

ス

事務室１

玄関

ポーチ

車寄せ 外部物置

ポーチ

玄関

アリーナ

ＷＣ ＷＣ

ＤＳ

（
庇

）

（
庇

）

車イス
ＷＣ

多機能
ＷＣ

玄関
下足室

温水器室

ＤＳ

クラブ室 調理室 作業
訓練室

パソコン室 廊下

会議室

（大会議）

可動間仕切壁

（中会議）

スポーツ
用具庫

（常開特防）

ホール
（上部ハイサイド）

廊下

更衣室

ＰＳ

多目的ホール

事務室２
（障がい１１０）

倉庫

多機能
ＷＣ

（常開特防）

相談室
（１）

相談室
（２）

端子盤
ＨＴ－１

１２，０００ ８，０００ ８，１００ ５，４００

２，５００

４３，５００

１０，０００

７，５００４，０００ ８，０００ ４，０００ ４，０００ ４，０００ ３，０００６，５００

１，３００ １，０８０ ５，１２０

３，０６０

４
，
７
５
０

４
，
７
５
０

５
，
５
０
０

７
，
０
０
０

２
，
０
０
０

１
，
５
０
０

３
，
０
０
０

５
０
０

４
，
５
０
０

２
５
，
０
０
０

１
５
，
５
０
０

５
，
０
０
０

３
，
５
０
０

９
，
５
０
０

Ｅ

A 1 : 1 / 1 0 0    A 3 : 1 / 2 0 0 ２０２３．３

拡声設備図

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

２９
ＹＡＳＨ Ｉ ＭＡ　ＡＲＣＨ Ｉ ＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧ Ｉ ＮＥＥＲＳ

株式会社 八洲建築設計事務所

S CA L E ＤＡ ＴＥ

一級建築士2 8 4 5 6 1号　　鈴木雄二



４５０ ６ １２９

６
２
２

８０

１
９
０

８ ５１．７

φ
１
５
０

９２

７０

１
２
０

３１．８

４０．５

１
２
０

７０

１８０

２
１
６

１
７
４

１８５
５１．７８８０

１
９
０

Ｌ級

Ｌ級

Ｌ級

Ｌ級

Ｎｏ． Ｎｏ． ＡＴＴＡＴＴ ＡＴＴ
ＡＴＴ ＣＲ

（Ｗ）

６ Ｗ１ Ｗ３ Ｗ１ Ｗ１ Ｗ

１７ Ｗ

４ ５ Ｗ

２ ２ ２ Ｗ

４ ４ Ｗ

６ Ｗ

１ ２６ Ｗ

５

２

４

６

２ ４

１１ ２

１Ｆ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１

１１ １７ ２ ２ ４ １０ ３ ６０ Ｗ

放送設備　系統図

凡　例

シンボル 品　　名

ソフトホーンスピーカー

アッテネータ

天井埋込型スピーカー（ＡＴＴ無）

天井埋込型スピーカー（ＡＴＴ付）

電源遮断ユニット

壁掛型非常業務放送装置

天井露出型スピーカー（ＡＴＴ付）

天井埋込型スピーカー（ＡＴＴ付／３Ｗ）

放送設備 回線区分表

倉庫、廊下、ＷＣ 他

事務室、相談室 他

会議室

パソコン室、クラブ・調理室 他

玄関・下足室、ＷＣ 他

アリーナ、器具庫 他

予備

予備

予備

予備

合計

非常 業務
階 放送区域

使用スピーカー種類・入力（Ｗ）・数量

天埋
天埋 天埋 天露

ホーン
合計

壁掛型非常業務放送装置 天井埋込型スピーカー（ＡＴＴ無）

天井埋込型スピーカー（ＡＴＴ付）

天井露出型スピーカー（ＡＴＴ付） アッテネータ

電源遮断ユニット天井埋込型スピーカー（ＡＴＴ付）

スピーカーユニット

定格入力

出力音圧レベル

周波数特性

入力インピーダンス

アッテネータ ４段階（大／中／小／切）

本体仕上

パネル／フレーム

８ ｃｍコーン型

３ Ｗ／１ Ｗ

９２ ｄＢ／Ｗ（１ ｍ）

１５０ Ｈｚ～２０ ｋＨｚ

３．３ ｋΩ／１０ ｋΩ

黒色モールド成型

アルミパンチング／ＡＢＳ樹脂

スピーカーユニット

定格入力

出力音圧レベル

周波数特性

入力インピーダンス

アッテネータ ４段階（大／中／小／切）

本体仕上

パネル／フレーム

８ ｃｍコーン型

３ Ｗ／１ Ｗ

９２ ｄＢ／Ｗ（１ ｍ）

１５０ Ｈｚ～２０ ｋＨｚ

３．３ ｋΩ／１０ ｋΩ

黒色モールド成型

アルミパンチング／ＡＢＳ樹脂

スピーカーユニット

定格入力

出力音圧レベル

周波数特性

入力インピーダンス

１０ ｃｍコーン型

１ Ｗ／３ Ｗ／６ Ｗ

９２ ｄＢ／Ｗ（１ ｍ）

１５０ Ｈｚ～２０ ｋＨｚ

アッテネーター ４段階（大／中／小／切）

仕　　上 耐ＵＶ白色塗装

スピーカーユニット

定格入力

出力音圧レベル

周波数特性

入力インピーダンス

１２ ｃｍ防滴型

６ Ｗ／３ Ｗ／１ Ｗ

９６ ｄＢ／Ｗ（１ ｍ）

１５０ Ｈｚ～１５ ｋＨｚ

１．７ ｋΩ／３．３ ｋΩ／１０ ｋΩ

防水保護等級 ＩＰＸ４準拠（ＪＩＳ Ｃ ０９２０－２００３）

コンセント ＡＣ１００ Ｖ、５０／６０ Ｈｚ

プレート 付

制御電源 ＤＣ２４ Ｖ、１０ ｍＡ（非常制御信号ＲＢ）

表示灯（ＬＥＤ） １（通常時：緑色点灯、非常時：消灯）

制御方法 ＲＢ端子０ Ｖで商用電源出力をＯＦＦ

電流容量 最大１０ Ａ（ＡＣアウトレット１個）

電力容量 最大８００ Ｗ

入力容量

入力インピーダンス

音量調節

６ Ｗ（０．５ Ｗ～６ Ｗ適合）

１．７ ｋΩ～２０ ｋΩ

１０ ｋΩ（１ Ｗ）／３．３ ｋΩ（３ Ｗ）／１．７ ｋΩ（６ Ｗ）

ホーンスピーカー

操作スイッチ

業務放送優先順位

（ウエストミンスター、ラジオ体操第一、他）

６段階

非常起動、火災放送、非火災放送、放送階選択、ブロック

定格出力 ８０ Ｗ（デジタルパワーアンプ）

出力制御 １０回線および一斉（非常業務放送兼用）

音声警報式、一斉火災放送移行機能付非常放送

非常放送より優先可（ＮＨＫチャイム音／ＲＥＩＣサイン音）緊急地震放送

ブロック放送

自火報連動 連動、連動一斉

音声警報メッセージ 日本語・英語１３１種類内蔵、１５１種類搭載可能

業務放送メッセージ 最大４３種類（３８種類内蔵）

火災、発報放送、火災放送、非火災放送、出火階、作動表　　示

連動、連動一斉、発報連動停止、放送中、液晶表示、他

タイマー機能 週間／臨時スケジュール、総ステップ数：２５０、パターン９

状態出力 １１回路１１種類

音声入力

出力 ０．４５ Ｗ（音量調節器、ハウリング防止回路付）モニタースピーカー

電　　源

選択、非常復旧、緊急優先一斉、一斉、放送復旧、チャイム、他

最大５ブロック（緊急優先ブロック、業務ブロック、ＢＧＭブロック）

電話ページング、アナウンスユニット、非常リモコン、マルチ業務リモコン、業務リモコン、ＢＧＭ

非常業務兼用マイク、マイク ｘ２、ライン、ユニットケース、報時チャイム

常用：ＡＣ１００ Ｖ、非常時：ＤＣ２４ Ｖ（ニッカド蓄電池）

非常時：ＤＣ２４ Ｖ（ニッカド蓄電池）　６０分

５段階（ＯＦＦ、－１８、－１２、－６、０ ｄＢ）

６

２Ｃ

１

１

２ ４ ３

※ケーブルの防火区画及び防火上主要な間仕切の貫通部は、

２Ｃ

ＨＰ１．２－３Ｃ 保護管（ＰＦ１６）

ＨＰ１．２－３Ｃ 露出配管（Ｅ１９）

ＨＰ１．２－２Ｃ 保護管（ＰＦ１６）

※特記なき配管配線は下記とする。

配管・配線

※二重天井内はコロガシ配線とし、立上げ・引き下げ

　壁・梁貫通部は上記保護管により保護すること。

　国土交通大臣認定工法により、耐火処理を施すこと。

２１ ２Ｃ

ＨＰ１．２－１５Ｐ（ＰＦ３６）

５

ｘ６

Ｃ

ｘ２ ｘ２

Ｃ

ｘ３ ｘ２

ｘ２

ｘ４

ｘ４

ｘ２

ｘ２ ｘ２

３Ｗ

ｘ２

ｘ８

ＡＭＰ

ｘ２ ｘ２

Ｅｘｐ．Ｊ

３Ｗ

ＡＭＰ

Ｃ

Ｃ
３Ｗ

ＡＭＰ

ＷＣ 他
多目的ホール

玄関
ホール 事務室１ 相談室 倉庫 更衣室

事務室２
廊下

クラブ・調理室 他
パソコン室

ＷＣ 他
会議室 玄関・下足室 アリーナ 空調機械室兼

消火ポンプ室
器具庫

１Ｆ

Ｅ

A 1 : 1 / 1 0 0    A 3 : 1 / 2 0 0 ２０２３．３

拡声設備系統図

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

３０
ＹＡＳＨ Ｉ ＭＡ　ＡＲＣＨ Ｉ ＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧ Ｉ ＮＥＥＲＳ

株式会社 八洲建築設計事務所

S CA L E ＤＡ ＴＥ

一級建築士2 8 4 5 6 1号　　鈴木雄二



６ ３ ５ ２

１４
１

２

２１

１０９

１

：（ｍ×１００）Ｗ×（ｍ×１００）Ｗ×（ｎ×１００）Ｈｍｍｎ

記号の末尾にＣの記号を付記したものは隠ぺい部に取り付ける。

特記無き限り露出型ねじ止め式とする。

記号の末尾にＷＰの記号を付記したものは屋外形とする。

記号の末尾にＳＵＳの記号を付記したものはステンレス製とする。

記号の末尾にＶの記号を付記したものは合成樹脂製とする。

プルボックス寸法は下記による。

端子盤へ

HP

HP

HP

ＥＭ-ＨＰ１．２－３Ｃ

自動ドアＰ・Ｃ

ＥＭ-ＨＰ１．２－２Ｃ

＜防煙ダンパー＞＜防煙ダンパー＞
H5PH5P

ＥＭ－ＨＰ１．２－ １０Ｐ

ＥＭ－ＨＰ０．９－５Ｐ（防煙ダンパー）

ＥＭ－ＨＰ０．９－１０Ｐ（消火栓ポンプ起動装置）

ＥＭ－ＨＰ１．２－５Ｐ×２（防排煙設備）

ＥＭ－ＨＰ１．２－１０Ｐ（自動火災報知設備体育館幹線）

防煙スクリーン
ＥＭ-ＨＰ１．２－３Ｃ

防煙スクリーン

ＥＭ－ＨＰ１．２－ １０Ｐ
Ω

Ω
Ｊ

Ｂ

Ω

既存
ＰＢ

W

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

防
災

監
視

盤
内

収
納

ＰＯ

ＰＯ

弱電

５５５

３Ｐ　

車椅子利用
駐車場
（2台）

既存本館Ｂ棟

※薄線・点線は既存を示す。

既存本館Ａ棟

自動火災報知設備図　Ｓ＝１／２００

Ｅ
ｘ

ｐ
．

ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ

．
ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ

．
ｊ

（Ｒ１１年度工事予定）

（Ｒ５－７年度工事済）

本工事

Ｅｘｐ．ｊ

キープラン

改築範囲

N

ＡＸ０ ＡＸ１ ＡＸ２ ＡＸ３ ＡＸ４ ＡＸ５ ＡＸ６

Ｘ６Ｘ７

ＢＹ０

ＢＹ１

ＢＹ２

ＢＹ３

ＡＹ０

ＡＹ１

ＡＹ２

ＡＹ３

ＡＹ４

ＢＸ０ ＢＸ１ ＢＸ２ ＢＸ３ ＢＸ４ ＢＸ５ ＢＸ６ ＢＸ７

Ｘ１Ｘ６

Ｘ５

Ｘ７

（庇）

（
庇

）

（
庇

）

（庇）

ＷＣ

タラップ

スクリーン
可動間仕切壁

（
庇

）

（庇）

スロープ１／１２

ＵＰ

ＤＷ
常開
特防

屋外テラス

本館

体育館

アリーナ

消火
ポンプ室

外部物置

倉庫ポーチ

スポーツ
用具庫

（上部点検通路）

廊下

相談室
（１）

相談室
（２）

事務室２
（障害１１０）

廊下

ホール
（上部ハイサイド）

ＤＳ

事務室１

多目的ホール

ＰＳ

屋
外

テ
ラ

ス

車寄せ

（中会議）

会議室
（大会議）

屋
外
テ

ラ
ス

（常開特防）

ポーチ

玄関
下足室

玄関

多機能
ＷＣ

車イス
ＷＣ

ＷＣ

シャワー
室

脱衣
室

ＥＰＳ

器具庫兼卓球室
（防音室）

空調機械室

（上部点検通路）

仮設廊下

作業
訓練室

パソコン室

調理室

調理実習台クラブ室

廊下

多機能
ＷＣ

（自動）

玄関

ＤＳ

更衣室

（常開特防）

１２，０００ ８，０００ ８，１００ ５，４００

２，５００

４３，５００

１０，０００

７，５００４，０００ ８，０００ ４，０００ ４，０００ ４，０００ ３，０００６，５００

１，３００１，０８０ ５，１２０

１，３００ ４，９００３，８００

８，０００ １０，３００
３，０６０

２，０００

６
０
０

５
，
６
０
０

２
，
０
０
０

９
，
７
０
０

１
，
５
０
０

３
，
５
０
０

５
，
０
０
０

１
０
，
５
０
０

２
５
，
０
０
０

２
５
，
４
０
０

５
，
４
０
０

３
，
５
０
０

２
０
，
０
０
０

２
，
０
０
０

１
，
５
０
０

５
３
，
９
０
０

６
，
０
０
０

１
５
，
５
０
０

１
１
，
０
０
０

９
，
０
０
０

２
，
４
０
０３
５
０

３
，
２
５
０

２
，
７
５
０

２
５
５

９
０
０

１
，
０
０
０

４
，
７
５
０

４
，
７
５
０

５
，
５
０
０

７
，
０
０
０

２
５
，
０
０
０

２
８
，
９
０
０

５
，
４
０
０

５
，
０
０
０

３
，
５
０
０

１
５
，
０
０
０

２
，
０
０
０１
，
５
０
０

５
３
，
９
０
０

９
，
５
０
０

１
５
，
５
０
０

３
，
０
０
０

３
，
０
０
０

３
，
５
０
０

２
，
４
０
０

５
０
０

４
，
５
０
０

２
，
４
０
０１

，
４
０
０１

，
１
６
０３
，
２
４
０

１
，
９
０
０
２
，
５
０
０

１
，
９
０
０１
，
３
０
０２

，
６
０
０

３
，
０
０
０

３
，
５
０
０

６
，
０
０
０

２
，
２
０
０

３
，
２
０
０

３
，
０
６
０

４
，
０
１
２
．
９
９

５
，
６
８
０
．
８
７

４，０００ ８，０００ ４，０００ ４，０００ ３，５００ １，１００ ６，０００

３，３５０２，６５０

２８，１００ ３８，４００

６６，５００

５，４００ ５，４００ ５，４００ ５，４００ ５，４００ ５，４００

１６，２００１６，２００

２，２００３，８００

１，６００２，４００２，０００

３，５００

３６０ ３６０２，０００ ３，４００６，５００

２００ ６，３００

３１，２００８，０００ ７００

Ｅ

A 1 : 1 / 1 0 0    A 3 : 1 / 2 0 0 ２０２３．３

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

自動火災報知設備図（１）

３１
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２階

４ １

７

７

５

２階

２

：（ｍ×１００）Ｗ×（ｍ×１００）Ｗ×（ｎ×１００）Ｈｍｍｎ

記号の末尾にＣの記号を付記したものは隠ぺい部に取り付ける。

特記無き限り露出型ねじ止め式とする。

記号の末尾にＷＰの記号を付記したものは屋外形とする。

記号の末尾にＳＵＳの記号を付記したものはステンレス製とする。

記号の末尾にＶの記号を付記したものは合成樹脂製とする。

プルボックス寸法は下記による。

１．２（１９）

１
．

２
（

１
９

）

１．２（１９）

１．２（１９）

１
．

２
（

１
９

）

１
．

２
（

１
９

）

１．２（１９）

１
．

２
（

１
９

）

１
．

２
（

１
９

）

１．２（１９）

１
．

２
（

１
９

）

１．２（１９）１．２（１９）

１
．

２
（

１
９

）

１．２（１９）

１
．

２
（

１
９

）

１．２（１９）

弱電用プルボックスへ

以降別紙参照

ＨＰ１．２－２０Ｐ（ＶＥ３６）

ＨＰ１．２－２０Ｐ

ＨＰ１．２－２０Ｐ

★ ★

Ｓ

Ｓ

Ω

既存受信機　Ｐ型１級１０回線撤去後
新設プルボックス内で接続

３３２－Ｖ

３３２－Ｖ ３３２－Ｖ

３３２－Ｖ

※薄線・点線は既存を示す。

自動火災報知設備図（２）　Ｓ＝１／２００

ＥＸＰ．Ｊ

ＥＸＰ．Ｊ Ｅ
ｘ

ｐ
．

ｊ

洗 洗

Ｅ

A 1 : 1 / 1 0 0    A 3 : 1 / 2 0 0 ２０２３．３

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

自動火災報知設備図（２）

３２
ＹＡＳＨ Ｉ ＭＡ　ＡＲＣＨ Ｉ ＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧ Ｉ ＮＥＥＲＳ

株式会社 八洲建築設計事務所
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称 事 　１）防災監視盤の仕様は下記の通り。

凡　例 特　記

記　　号 名 記

火　災　通　報　装　置

火災通報専用電話機

機　器　収　容　箱

機　器　収　容　箱

発　信　機

Ｐ型１級

消火栓箱組込型

火災通報装置用子機

消火設備に収納する取付加工は衛生工事とする

消火栓箱組込型　ガード付

連動切替スイッチ内蔵、ＣＵＤＯ認定品

消防機関，関係者宅　１０ヶ所（ＭＡＸ）　通報用

収容

収容

Ｐ型１級　　　　　　　　　　　　　　　　　フラット型表示灯付

光電式スポット型感知器

終　端　抵　抗

自　動　閉　鎖　装　置

消　火　栓　始　動　装　置

３種

１０Ｋ

表示灯点滅装置　ＡＣ２００Ｖ／２４Ｖ　７０ＶＡ消火栓ポンプ制御盤組込　

防火戸閉鎖用　ラッチ式　　ＤＣ２４Ｖ　０．１Ａ

差動式スポット型感知器

光電式スポット型感知器

差動式スポット型感知器

差動式スポット型感知器

定温式スポット型感知器

定温式スポット型感知器

定温式スポット型感知器

光電式スポット型感知器

ガード付２種　

２種

２種

２種　防水型

１種　７０℃　防水型

特種　６０℃　防水型

特種　６０℃

２種　ガード付

連　動　回　路　番　号

制　御　回　路　番　号

警　戒　区　域　番　号

警 戒 区 域 境 界 線

プ　ル　ボ　ッ　ク　ス

防排煙連動用感知器用

防火戸、シャッター用

配　管　配　線

配　管　配　線

配　管　配　線

天井いんぺい

ケーブル線

床いんぺい

Ｎｏ．１

Ｎｏ．１

Ｎｏ．１　～　１０

・主音響　　　　　　　　　　　－音声案内機能付

・音声ガイダンス機能　　　　　－操作手順ガイダンス

・カラーユニバーサルデザイン　－色弱者対応・高齢者対応（ＣＵＤＯ認定品）

・履歴機能　　　　　　　　　　－７セグメント表示

・マルチ移報接点　　　　　　　－無電圧ａ接点２点、ｃ接点２点

自火報

・回線内訳

１０Ｌ

防火戸

非　常　放　送　ア　ン　プ 非常放送工事

非常時開放システム

３Ｌ

合計２０回線　　　　　　壁掛型

パニックオープン　建築工事

ＥＸＰ－Ｊ（プリカチューブ）

警報 ２Ｌ

合　計

　５）感知器取付け用吊り金具および金具取付工事までは別途電気工事とする。

　６）特記なき配管配線は下記の通りとする。

　４）図中、破線の感知器は天井裏内設置とする。

非常放送設備に対し、階別火災信号等及び火災確認信号を移報する。

　２）防災監視盤は火災通報装置へ火災一括信号（無電圧ａ接点）を移報する。

　３）自動火災報知設備の地区警報は非常放送設備（音声警報）によるものとし、防災監視盤から

ＡＥ　０．９－　２Ｃ（ＰＦ１６）

ＡＥ　０．９－　４Ｃ（ＰＦ１６）

ＨＰ　１．２－　２Ｃ（ＰＦ１６）

ＨＰ　１．２－　４Ｃ（ＰＦ１６）

２０Ｌ

５Ｌ予　備（仮　設）

受　信　機

６ ５４

３ １ １１ ２ ９ １０

ＨＰ１．２－５Ｐ（ＰＦ２２）

ＨＰ１．２－５Ｐ（ＰＦ２２）

ＨＰ１．２－５Ｐ（ＰＦ２２）

ＨＰ１．２－１０Ｐ（ＰＦ２８）

ＨＰ１．２－１０Ｐ（ＰＦ２８）

ＨＰ１．２－５Ｐ（ＰＦ２２）×２

ＨＰ１．２－５Ｐ（ＰＦ２２）

ＡＥ　０．９－　２Ｃ

ＡＥ　０．９－　４Ｃ

ＨＰ　１．２－　２Ｃ

ＨＰ　１．２－　３Ｃ

ＡＣ１００Ｖ，ＥＤ

ＨＰ１．２－１０Ｐ（ＰＦ２８）

既存接続

ＨＰ１．２－２０Ｐ
ＨＰ１．２－１０Ｐ（ＰＦ２８）×２

ＨＰ１．２－２０Ｐ（ＰＦ２８）

ＰＯ

設　備　幹　線　系　統　図

１Ｆ

天井裏

Ｅ

A 1 : －    A 3 : － ２０２３．３

自動火災報知設備　凡例・特記・系統図

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

３３
ＹＡＳＨ Ｉ ＭＡ　ＡＲＣＨ Ｉ ＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧ Ｉ ＮＥＥＲＳ

株式会社 八洲建築設計事務所

S CA L E ＤＡ ＴＥ

一級建築士2 8 4 5 6 1号　　鈴木雄二



Ｆ Ｆ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ ＣＣＥ Ｄ

ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ・ＡＣ１φ３Ｗ＜既存Ｃｕｂ～ＴＬ－１（将来ＡＣＧＣ回路）＞

ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ・Ｅ１４ｓｑ・ＡＣ１φ３Ｗ＜既存Ｃｕｂ～ＴＬ－１（ＡＣ回路）＞

Ａ

ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ・ＡＣ１φ３Ｗ＜既存Ｃｕｂ～ＴＬ－１（将来ＡＣＧＣ回路）＞

ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ・ＡＣ１φ３Ｗ＜既存Ｃｕｂ～ＴＬ－１（将来ＡＣＧＣ回路）＞

ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ・Ｅ１４ｓｑ・ＡＣ１φ３Ｗ＜既存Ｃｕｂ～ＴＬ－１（ＡＣ回路）＞

Ｂ

ＥＭ－ＣＥＴ１４ｓｑ・ＡＣ３φ３Ｗ＜既存Ｃｕｂ～Ｐ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ１４ｓｑ・ＡＣ３φ３Ｗ＜既存Ｃｕｂ～Ｐ－１＞

Ｄ

ＥＭ－ＣＥＴ１４ｓｑ・ＡＣ３φ３Ｗ＜既存Ｃｕｂ～Ｐ－１＞

Ｅ

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ・Ｅ１４ｓｑ（ＦＥＰ６５）・ＡＣ３φ３Ｗ＜既存Ｃｕｂ～ＡＣＰ－３＞

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ・Ｅ１４ｓｑ・ＡＣ３φ３Ｗ＜既存Ｃｕｂ～ＡＣＰ－３＞

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ・Ｅ１４ｓｑ・ＡＣ３φ３Ｗ＜既存Ｃｕｂ～ＡＣＰ－３＞

Ｃ

ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ・ＡＣ１φ３Ｗ＜既存Ｃｕｂ～ＴＬ－１（将来ＡＣＧＣ回路）＞

ＥＭ－ＣＥＴ１４ｓｑ・ＡＣ３φ３Ｗ＜既存Ｃｕｂ～Ｐ－１＞

ＥＭ－ＣＥＴ３８ｓｑ・Ｅ１４ｓｑ（ＰＺ又はＰＶ６３）・ＡＣ３φ３Ｗ＜既存Ｃｕｂ～ＡＣＰ－３＞

ＥＭ－ＦＰ１４ｓｑ－３Ｃ・Ｅ５．５ｓｑ（ＦＥＰ４０）ＡＣ３φ３Ｗ＜既存Ｃｕｂ～消火ポンプ室（消火ポンプ始動装置）＞

ＥＭ－ＦＰ１４ｓｑ－３Ｃ・Ｅ５．５ｓｑ（ＦＥＰ４０）ＡＣ３φ３Ｗ＜既存Ｃｕｂ～消火ポンプ室（消火ポンプ始動装置）＞

Ｆ

ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ・Ｅ１４ｓｑ（ＦＥＰ６５）・ＡＣ１φ３Ｗ＜既存Ｃｕｂ～ＴＬ－１（ＡＣ回路）＞

Ｆ 撤去

撤去 撤去 撤去 撤去 撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去撤去

撤去

撤去

ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ・Ｅ１４ｓｑ（ＰＺ又はＰＶ６３）・ＡＣ１φ３Ｗ＜既存Ｃｕｂ～ＴＬ－１（ＡＣ回路）＞

体育館Ｐ－１
動力盤

体育館ＴＬ－１
電灯分電盤

・新設受変電設備に切換後、二次側配線、配管のみ撤去
・受変電設備は別工事で撤去
・既存受変電設備単線結線図参照

弱電
５５５５５５

強電

Ｈ

ＷＰ・ＳＵＳ４４３

４４３４４３
ＷＰ・ＳＵＳ４４３

ＷＰ・ＳＵＳ４４３

４４２４４３

：（ｍ×１００）Ｗ×（ｍ×１００）Ｗ×（ｎ×１００）Ｈｍｍｎ

記号の末尾にＣの記号を付記したものは隠ぺい部に取り付ける。

特記無き限り露出型ねじ止め式とする。

記号の末尾にＷＰの記号を付記したものは屋外形とする。

記号の末尾にＳＵＳの記号を付記したものはステンレス製とする。

記号の末尾にＶの記号を付記したものは合成樹脂製とする。

プルボックス寸法は下記による。

既存受信機　Ｐ型１級１０回線撤去後
新設プルボックス内で接続

呼出表示器（５窓）は一時撤去し、新設本館に取付

※薄線・点線は既存を示す。

電灯幹線・自動火災報知設備撤去図　Ｓ＝１／２００

Ｘ７Ｘ６

Ｘ１ Ｘ２’ Ｘ６ Ｘ７Ｘ３’ Ｘ４’

Ｘ５

新設
キュービクル ブロア庫

新設

アリーナ

ＷＣＷＣ

ポーチ

（常開特防）

屋外テラス

プ
ロ

パ
ン

庫

ＷＣ

洗面所

物置

管理人室

６帖
押入

犬走り

踏込 踏込

ＤＷ ＰＳ

ＳＫ

事務室

テラス

Ａ階段

ＤＷ

応接室リネン室

（
庇

）
本館Ａ棟

消火ポンプ室

男子浴

脱衣室 シャワー

室

（手洗い）

温水器 車イス

ＷＣ

多機能

ＷＣ

（冷水器）

玄 関

下足室

玄関

機械室
廊下

玄関

ＤＫ

女子浴

男子

脱衣室

女子便

女子

洗面所

男子

洗 面 所  

男子便

風除室

ＥＬＶ

機械室

体感ルーム

所長室

青森県身体障害者

福祉協会

青森県障害者

社会参加推進センター

玄関ホール

新設体育館 仮設廊下
本館Ｂ棟

器具庫兼卓球室

（防音室）

空調

機械室

ＤＷ

常開
特防

ＵＰ

廊下
（将来倉庫）

女子

脱衣室

ＤＷ

Ｂ階段

ＤＷ

消火栓始動装置

シートシャッター

２５００５０００２５００

２４００６０００ ４２００

８０００

２５００ ５５００

８
０
０

０５
５
０

０
２

５
０

０

６
０

０
０

８
０

０
０

６
０

０
０

８
０

０
０５

５
０
０

２
５

０
０

３
０

０
０

３
５

０
０

５
４

０
０

２
５

５

１
１
０

０
０

２
５
４

０
０

２
０

０
０

０

９
０
０

０

１
５

０
０

６２００ ８４００ ６０００ ８０００

３９９００

５５００ ２２００

３３５０ ２６５０

５４００５４００５４００５４００５４００

１６２００

２２００ ３８００

１６００ ２４００２０００

３０００６００

６０５０ ２９５０

３００ ２８００ ２９５０

４００

９４００

２５０

５４００

１６２００

３８４００

７００

DW

UP

ﾀﾗｯﾌﾟ

SUS

UP

DW

DW

Ｅ

A 1 : 1 / 2 0 0    A 3 : 1 / 4 0 0 ２０２３．３

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

電灯幹線・自動火災報知設備撤去図

３４
ＹＡＳＨ Ｉ ＭＡ　ＡＲＣＨ Ｉ ＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧ Ｉ ＮＥＥＲＳ

株式会社 八洲建築設計事務所

S CA L E ＤＡ ＴＥ

一級建築士2 8 4 5 6 1号　　鈴木雄二



ケーブル配線の防火区画貫通部　防火処理（参考図）

国土交通大臣認定

タイカブラック用

パテ

ケーブル

硬質塩化ビニル管

合成樹脂製可とう電線管

ブロック

正面図

ブロック

パテ

タイカブラック用

開
口

寸
法

ケーブル

1 0 0 以上

断面図

貫通箇所
　　　　（区画壁）

ＰＳ０６０ＷＬ－０５９７

×３

×３×４

防火区画

排煙区画

排煙区画

間仕切壁

垂れ壁

Ｂ

名　　　　称図記号 定　　　　格 備　　　　考

貫通補修 φ１００（壁･床共用） 防火処理を施すこと

既存タンク

既存タンク

車椅子利用
駐車場

（２台）

既存本館Ｂ棟

既存本館Ａ棟

（本館）１階　防火区画貫通図（１）　Ｓ＝１／１００

Ｅｘｐ．ｊ

（Ｒ１１年度工事予定）

本工事

（Ｒ５－７年度工事済）

キープラン

改築範囲

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

Ｅ
ｘ
ｐ
．
ｊ

ＡＸ０ ＡＸ１ ＡＸ２ ＡＸ３ ＡＸ４ ＡＸ５

ＡＹ４

ＡＹ３

ＡＹ２

ＡＹ１

ＡＹ０

ＡＸ６

本館

体育館

（大会議）

屋外テラス

（庇）

（
庇

）

屋
外

テ
ラ

ス

会議室

車寄せ

玄関

ＷＣ ＷＣ

（
庇

）

車イス
ＷＣ

多機能
ＷＣ

玄関
下足室

温水器室

屋
外

テ
ラ

ス

ＰＳ

ＤＳ ＰＳ

（上部ハイサイド）
ホール

（中会議）

可動間仕切壁

可動間仕切壁

廊下

スポーツ
用具庫

玄関

ポーチ

外部物置

事務室１

アリーナ

ＤＳ

多目的ホール

（常開特防）

（常開特防）

相談室
（１）

相談室
（２）

更衣室

事務室２
（障がい１１０）

多機能
ＷＣ

パソコン室
作業

訓練室
調理室クラブ室

ポーチ

倉庫

１２，０００ ８，０００ ８，１００ ５，４００

２，５００

４３，５００

１０，０００

７，５００４，０００ ８，０００ ４，０００ ４，０００ ４，０００ ３，０００６，５００

１，３００ １，０８０ ５，１２０

３，０６０

４
，
７
５
０

４
，
７
５
０

５
，
５
０
０

７
，
０
０
０

２
，
０
０
０

１
，
５
０
０

３
，
０
０
０

５
０
０

４
，
５
０
０

２
５
，
０
０
０

１
５
，
５
０
０

５
，
０
０
０

３
，
５
０
０

９
，
５
０
０

Ｅ

A 1 : 1 / 1 0 0    A 3 : 1 / 2 0 0 ２０２３．３

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

防火区画貫通処理図（１）

３５
ＹＡＳＨ Ｉ ＭＡ　ＡＲＣＨ Ｉ ＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧ Ｉ ＮＥＥＲＳ

株式会社 八洲建築設計事務所

S CA L E ＤＡ ＴＥ

一級建築士2 8 4 5 6 1号　　鈴木雄二



ケーブル配線の防火区画貫通部　防火処理（参考図）

国土交通大臣認定

タイカブラック用

パテ

ケーブル

硬質塩化ビニル管

合成樹脂製可とう電線管

ブロック

正面図

ブロック

パテ

タイカブラック用

開
口

寸
法

ケーブル

1 0 0 以上

断面図

貫通箇所
　　　　（区画壁）

ＰＳ０６０ＷＬ－０５９７

２階

４ １

７

７

５

２階

２

名　　　　称図記号 定　　　　格 備　　　　考

貫通補修 防火処理を施すことＣ

ＣＣ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

φ１００（壁･床共用）Ｅ３９

※薄線・点線は既存を示す。

（本館）１階　防火区画貫通図（２）　Ｓ＝１／２００

ＥＸＰ．Ｊ

ＥＸＰ．Ｊ Ｅ
ｘ

ｐ
．

ｊ

洗 洗

Ｅ

A 1 : 1 / 1 0 0    A 3 : 1 / 2 0 0 ２０２３．３

障がい者センターねむのき会館（仮称）（本館）
改築電気設備工事

防火区画貫通処理図（２）

３６
ＹＡＳＨ Ｉ ＭＡ　ＡＲＣＨ Ｉ ＴＥＣＴＳ　＆　ＥＮＧ Ｉ ＮＥＥＲＳ

株式会社 八洲建築設計事務所

S CA L E ＤＡ ＴＥ

一級建築士2 8 4 5 6 1号　　鈴木雄二




